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　昔、科学の発達していなかった時代では様々な自然現象が神の怒いかりだったのだろう。

　科学の発達のおかげで、それらの自然現象の起こる理由が判明して迷信のようなモノは無くなった。

　ほとんどの超常現象も科学的に説明できる。



    

  
    
      　一章『不幸の女神に愛された執しつ事じは破は滅めつへと向かう』

　　　　＝神は汝なんじの敵を愛せとは言ったが、好きになれとは言わない
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　樋ひ口ぐち湊みなとは、下宿の四よ畳じよう半はんで布団にくるまりながら、扉とびらの向こうまで迫せまった脅きよう威いに怯おびえていた。

「湊くん。まだ寝ねているの？　もうお昼を回っているわよ」

　女性の甘く棘とげのない声が聞こえ、扉をノックする音が鳴った。湊は気配を消し、布団を被かぶったまま扉に近づく。魚眼レンズを覗のぞき、外の様子を窺うかがった。

　扉の向こう側には、綺き麗れいな烏からすの濡ぬれ羽ば色の髪かみを腰こしまで伸のばした少女が立っていた。口角を上げ、妖よう艶えんに微笑ほほえんでいる。

「……やっぱりミコトか」

　磐いわ姫ひめミコト、と心の中で彼女のフルネームを思い出す。

「知り合って一週間も経たたない少女に自宅訪問受けるなんて、まるで映画みたいなシチュエーションだよな。見事なパニック映画だ」

　おどけてみるが、実際は洒落しやれにならない状じよう況きようだった。この薄うすい扉一枚向こうに、良識や常識の全てを排はいしたストーカーの少女が迫っている。

　どうする、どうする、と内なる自分がせかしてくる。ここ数日は、居留守を使って乗り切ってきたが、それも、もう限界だった。

　先日、湊が下宿に備び蓄ちくしていた食料が尽つきたのだ。

　湊が今後の方策を練っていると、突とつ然ぜん、ドアノブについた鍵かぎ穴あなから、金属音がなった。

　え？　まるで鍵穴に鍵が差し込まれるような音じゃないか、と思うのと同時に、鍵が開きドアノブが回転した。

　扉が数センチ開き、チェーンロックにつっかえるように止まる。

　扉の隙すき間まから、ミコトの瞳ひとみがこちらを見み据すえてくる。

「……やっぱりいたのね。居留守するなんて酷ひどいじゃない。あら、顔色が悪いわね。それにちょっと痩やせたのかしら。大だい丈じよう夫ぶ？」

「おいおいおいおい、人に兵ひよう糧ろう攻ぜめをしている女の言う台詞せりふじゃないだろ？」

「だって、湊くんいくら呼んでも出てきてくれないんだもの。お腹なかが空すいてるなら私が、ご飯を作ってあげるわ。だから、早くこの扉を開けて？」

「い、や、だ。ストーカーを招き入れるほど、俺はバカじゃない」

「……まったく」

　ミコトはため息を吐ついた。

「私の何が不服だというの？　私ほどの女はそうそういないわよ？　美人で、胸も大きいし、スタイルもいい。それに頭脳も明めい晰せきだし、家事も得意だし、献けん身しん的だし」

「ああ、そうだな。お前は、美人で頭もいい。それは認めてやるよ」

「じゃあ、今の私に何が足りないっていうの？　これ以上、湊くんは私に何を求めるのかしら。高望みする男は嫌きらわれるわよ？」

「ああ、嫌ってくれ。そしてそのまま回れ右してここから消えてくれ。俺がお前に望むのはそれだけだよ。だいたいなんで俺の部屋の鍵を持ってるんだよ」

　湊はほとんど苦情に近い疑問を口にした。そこがそもそもの疑問だ。

「それは当然でしょ？　私は湊くんの彼女なのだから」

「ふざけるなよ？　いつからお前が俺の彼女になったんだ」

　湊は言下に否定する。

「それに、俺の疑問の答えになってない」

「ああ、この鍵なら簡単に作れるわよ。樹じゆ脂しを鍵穴に流しこんで、型を取るの……」

「そこだよ。俺がお前を避さけている理由はな。いいか、俺は、異常な執しゆう着ちやく心と独どく占せん欲よくと特とく殊しゆなストーキング技術を搭とう載さいした女を彼女になんてしない。俺はそんなリスキーな人間じゃないんだよ」

「じゃあ、どういう女性だったら彼女にしてもいいの？　湊くんが望むなら、どんな女にでもなるわよ」

「そうだな」

　湊は自分の理想としている女性を思い浮うかべた。湊の頭にあるのは、過去の記き憶おくだ。

「こう、なんていうのか。困りながら頼たよられると、助けてあげずにはいられないような、フワフワした感じの女の子だよ。少なくとも好きな男をあぶり出す為ために、兵糧攻めを敢かん行こうするような、たくましい女じゃない」

「照れるわね」

「は？」

「人を頼って、フワフワした雰ふん囲い気きの女の子って私のことじゃない。なんだ。やっぱり湊くんも私のこと好きなんじゃない」

「おいおい、ふざけんなよ。俺の理想を汚よごすなよ。この際だから、教えておいてやるけどな『人を頼る』のと『人を利用する』っていうのは違ちがうからな」

　湊が言うと、ミコトは口角を下げて憮ぶ然ぜんとした。

「人聞きが悪いわね。私は湊くんを利用しようとしたことなんてないわ。むしろ、私のことを思う存分利用して貰もらうために、ここにいるのよ」

　ミコトは口元に指をやり、小さく赤い舌を出した。

「私には色々な利用方法があるわ。色々、ね」

　一いつ瞬しゆん、ミコトが何を言っているのか分からなかったが、すぐにその意味を理解し、赤面する。

「だいたいお前には、フワフワした雰囲気なんてないだろ」

　湊は、扉の隙間から見えるミコトをにらみつける。ミコトの雰囲気を的確に表現するなら、超ちよう然ぜんと、凜りんと佇たたずむ女性、だ。顔は整っているが、可愛い、というよりも、美しいという言葉の方が近い。

「失礼ね。私だって、ちゃんとフワフワしてるわよ」

「どこがだよ？」

「先日、あなたを頼ってある事件を解決して貰ったのだけど」

「ああ、そうだな」

　言いながら、湊は、ミコトに依い頼らいされた事件、つまりはミコトに惚ほれられるきっかけになった事件を思い出し、苦笑する。



    

  
    
      「アレは骨が折れる作業だった。自じ称しよう、超ちよう能のう力りよく者のお前の超能力の正体を見破って、さらにその超能力を利用して、お前が利用されてた宗教団体を潰つぶさなきゃいけなかったんだ。どんなボランティアだよ。まったく……」

「そうね。アレは大変だったわ。湊くんにはまず、私の発火能力の正体を見破って貰わなきゃいけなかったし、そこからさらに、私を自由にしてくれる作戦を考えて貰わなきゃいけなかった。ほら、すでに私は湊くんを頼って、湊くんに救われているわ。そして、あの事件がきっかけで、私達は学校から停学処分を受けている」

　ミコトはそこまで話すと、「ほらね」と肩かたをすくませる。

「ほらね、って何がだよ？」

「停学処分を受けている女子高生って、結構フワフワしていると思わない？」

「おいおいおい、ざけんじゃねえよ。俺が言ってるフワフワっていうのは『地に足がつかない』だとか『浮うわついてる』だとかの社会的な浮ふ遊ゆう感かんのことじゃないんだよ。お前どんだけ俺の理想を汚せば気が済むんだよ」

「もうっ。湊くんも案外わがままなのね。まあ、そこも愛すべきところなのだけど」

「そもそも、あの事件はお前に頼られたから解決したんじゃない。色々とトラブルに巻き込まれた結果、行きがかりじょう解決しただけなんだ」

「でも、私は湊くんに助けられたわけだから、結果は同じよ。ラッキーね、こんな美人に惚れられるなんて」

「違う。その逆だ。俺は不運なんだ。俺の周囲では、常にトラブルが発生して、そのトラブルがさらに別のトラブルを呼ぶんだ。今回だって、色々な事件に巻き込まれた結果、お前というストーカーにつきまとわれることになった」

　湊は真しん剣けんな面おも持もちで説明する。いつもこうなんだ、と嘆なげきたくなる。

　何をやっても、狙ねらい澄すましたかのようにトラブルに巻き込まれる。今までの人生そんなことの連続だ。

「たしかにね。たしかに湊くんは運がないわね……ところで、私が湊くんを愛し始めてから三日が経過したのは知ってるかしら」

「ああ、お前が俺に兵糧攻めを始めてから三日たつな」

「一日目に湊くんと私がもうすこしで結ばれそうになったのを覚えている？」

「もちろんだ。お前に依頼された事件を解決してすぐに、お前に妙みような薬を盛られて、知らないホテルに監かん禁きんされたんだ。なんで男の俺の貞てい操そうが危なくなるんだよ？」

「あの時はもう少しで、湊くんと愛し合えたのに残念だったわ。とにかくね、私としては、そろそろ湊くんとの関係をそのぐらいにまでステップアップさせたいのよ。その為には、このチェーンロックが邪じや魔まなのだけど、湊くんはどう思う？」

「俺はこのチェーンロックが愛いとおしくてたまらない。どうせこの扉を開けたら、また俺を監禁するんだろ？」

「やめてくれない？　愛おしいなんて言葉、私以外に、たとえものであっても発しないでくれない。まあ、いいわ。ともあれね、湊くんがこれ以上照れ隠かくしをするなら、多少強引な手段を使う必要もあるわね」

「また監禁されると分かっていて、このチェーンロックを外すと思うか？」

「湊くんの意思は関係ないのよ」

　ミコトは目め尻じりに皺しわをつくり微笑む。

「湊くんは運がないから、だいたい湊くんにとって都合の悪いことが起きる。この場合、たとえばチェーンロックの留め具が緩ゆるんでいて、何度か扉を開け閉めすれば留め具が壊こわれたり、ね」

「ふん、そんな荒こう唐とう無む稽けいなことが……」

　あり得なくない、と内なる自分が呟つぶやいた。むしろその可能性は大いにある、と。

　ミコトは「試す価値はあるわ」と言葉を吐くと、一度、扉とびらを閉め、そのあと勢いよく扉を開けた。すると、チェーンロックが悲鳴を上げるような音を出す。

　見てみると、ミコトが扉を動かす度に、チェーンロックを固定している留め具が緩んできていた。

「ほらね。湊くんはそういう星の下に生まれているのよ」

「嘘うそだろ」

　湊は泣きだしたくなった。なんでこんな時にチェーンロックの留め具が緩むんだよ。

　どうする、とまた内なる自分がささやきかけてくる。

「ちょっと待って。ちょっと待って。今部屋に入られるとまずいんだよ」と湊は必死に訴うつたえた。「今、部屋が散らかってるんだよ」とでまかせを口にする。

「その嘘に意味はないわね。なぜなら、私がここにいるのは、湊くんのお世話をするためだからよ。部屋が散らかっていようが何一つ問題ないわ」

　言いながら、ミコトがさらに扉を動かした。すると、チェーンロックを固定していた留め具のネジが一本、外れた。

　それを見たミコトは、何かしらにおける勝利を確信したのか、扉を動かす動作を止め、余よ裕ゆうを見せつけるように白い歯を見せた。

「そうね。五分だけ待ってあげる」

「本当か？」

「ええ。ただし条件があるわ」

「条件？」

「五分待ってあげる代わりに、部屋に入ったらまず湊くんの耳みみ掃そう除じをしてもいいかしら。やっぱり彼氏の耳掃除は彼女の仕事だと思うし」

「冗じよう談だんじゃないっ。耳って言ったら脳と直接繋つながってる器官じゃないか。そんな場所の掃除をミコトに委ゆだねるなんて、命を掴つかまれてるみたいなもんだ」

「だったら、今すぐ、この扉を壊して部屋に入るわよ。部屋に押し入って、無理矢理、湊くんの耳掃除をするわ」

「おい、結局、耳掃除されるんじゃないか」

　湊は押おし黙だまり、どうする？　と悩なやむ。悩むが、答えは一つしかない。

「はあ、……わかったよ。その条件でいい」

「そう。ありがとう。それじゃあ五分後にね」

　ミコトが扉を閉め、部屋に静せい寂じやくが戻もどる。魚眼レンズを覗のぞくと、ミコトの後頭部が見えた。綺き麗れいな丸みをおびており、ゆっくりと揺ゆれている。

　もう駄だ目めだ。さっさとここから逃にげだそう、と湊は考えを新たにする。

　湊はすぐに行動に移した。

　足あし下もとにある安物の靴くつを履はき、床ゆかが汚れるのを構わずに、下宿の四よ畳じよう半はんを横断した。被かぶっていた布団を床に落とす。

　部屋が散らかっていると言ったが、実際は綺麗なものだった。生きていく上で必要最低限のものしかない。

　箪たん笥すを開ける。中から紙箱を取りだした。工具箱代わりにしている箱だった。中から針金とマイナスドライバーを取り出す。

　まず部屋にあるトイレの前まで移動する。トイレのドアノブについている鍵かぎの溝みぞに、マイナスドライバーをあてがい、回した。トイレが施せ錠じようした状態になる。

　次に、扉とは反対側にある窓へ向かう。窓の鍵になっているフックに針金を巻き付け、隙すき間まから針金の端はしを外に出す。

　窓を開け、窓の外に設置してある柵さくの強度を確認したあと、柵の上に乗るように外に出た。窓を閉め、さきほど隙間から出した針金を上に引っ張る。すると、針金に引っ張られたフックはゆっくりと動き、窓が施錠した状態になる。

　とりあえず密室にしてみた。ミコトが部屋に入ってきたら、自分は今トイレに入っていると思うはずだ。

「これですこしは時間が稼かせげるはずだ」

　言いながら、湊は、本当にそんなに都合のいいことが起きるのだろうか、とも思っていた。俺に限って、目もく論ろ見み通りにことが運ぶことがあるのだろうか。

　頭を振ふり、不ふ吉きつな考えを振り払はらう。視線を下に向けて、地面を確認する。湊の部屋は二階にあり、窓から外に出ようとすると、それなりの高さから飛び降りる必要がある。

　二階から飛び降りるのに抵てい抗こうがあるわけではなかったが、入念に地面を観察する。湊の場合、飛び降りた先に、獰どう猛もうな犬がいて襲おそわれたり、あるいはスズメバチの巣が近くにあり、スズメバチの襲しゆう撃げきを受ける可能性がゼロであるとは、言い切れなかった。

　飛び降りる先に、何も危険がないことを確認した湊は、背後に迫せまっているミコトの恐きよう怖ふに後押しされるように、飛び降りた。

　一瞬の浮遊感の後、身体からだに衝しよう撃げきが走り、足の裏に鈍どん痛つうがくる。

　足の痛みを我が慢まんして、小走り気味にアパートを後にした。一刻も早くミコトから距きよ離りをとりたい。

　湊は、この不幸続きの人生は、言ってしまえば将来に対する投資のようなもので、いつかは今まで体験してきた不運を覆くつがえして余りある幸運が自分の元に降ってくるのだ、と納得していた。

　と言えば、過言だ。



　　　　２



　倒とう壊かいしかけの下宿から脱だつ出しゆつした湊は、のどかな田園風景を眺ながめながら田舎いなか道を歩いていた。一応、湊の住んでいる土地も東京都に属しているのだが、東京の東の端ともなると、昔むかし懐なつかしい景観を保っている場所は多い。

　空はポツポツと白い真ま綿わたのような雲が浮うかんでいる程度で、すんだ青空が広がっている。五月の割には日が暖かく、ワイシャツとジーパンという軽装で逃とう走そうしてきた湊の肌はだを優しく暖めてくれていた。

「雨が降りそうでなくてよかった。不幸中の幸いだ。それにしても腹がすいたなあ」

　さあ、これからどうしようか、と悩む。

　本来であれば、都心に向かう逃走経路をとりたかったが、ミコトと自分の位置関係上、それは難しかった。都心に向かう道に出るためには、どうしても、アパートの玄げん関かん側に回らなくてはいけない。そうなれば、まず間ま違ちがいなく、自分はミコトと鉢はち合わせることになるだろう。そういう人生なのだ。

「この道はどこへ続いてるんだろ？」

　湊は、視線の先を見ながら呟く。今、湊は東に向かって歩いている。視線の先にはただただ田園風景が続いていて、その先には大きな山が見えた。鬱うつ蒼そうとした山だ。ほとんど人の手が入っていないのではないだろうか。

　これはなかなかまずくないだろうか、と湊の中にある不安が頭をもたげてきた。このまま、この道を進んだところで、人で賑にぎわう場所に出られる気がしない。

「くそっ。普ふ通つうだったら、俺みたいな年ねん齢れいの人間は毎日『だるい』とか言いながら、学校に行って、友達とだべって、実りのない日常を送るもんじゃないのか。なんで俺だけ、こんな平日の日中に、人じん跡せき未み踏とうの山に入りそうになってんだよ」

　湊の頭の中に、登山、遭そう難なん、飢き餓が、凍とう死し、野犬の餌えさ、という水が流れるかのような自然さで滅ほろびてゆく自分の姿がありありと浮かぶ。

「どうしよう。引き返そうか？」

　このまま大自然の洗礼を受けて迅じん速そくかつ確実に死を迎むかえるぐらいなら、引き返してミコトと遭そう遇ぐうした方がマシではないだろうか、と考え、すぐにその案を否定した。

「進んでも地じ獄ごく、戻っても地獄、か。いつも通りの展開とはいえ、弱ったな」

　湊が、何かいい作戦はないだろうか、と逡しゆん巡じゆんし、周囲に視線を走らせていると、奇き妙みようなものが目の端に映うつった。

　田んぼの周囲をかこむように、水路が走っている。水路には雑草が背を伸のばしている。その雑草と雑草の隙間から、何かが動くのが見えた。

「なんだ？」

　目を細め、警けい戒かいしながら確認する。がさごそと動いていたのは箱だった。小さな段ボール箱だ。

　汚きたならしくも親近感を覚える箱が、不規則な動きを見せていた。

「いやなもん、見つけちゃったなあ」

　湊は誰だれに対してでもなく呟く。このタイミングで、こんな怪あやしい箱を見つけてしまうとは、つくづく自分の不運に嫌いや気けがさす。このまま無視したい気持ちにもなるが、中身も気になった。悩んだ末、結局、箱の中を確認することにした。

「なんだろう？」

　慎しん重ちような面持ちで、箱の中をのぞき込む。箱の中には、毛布が一枚入れられており、その上にぬいぐるみが置かれてた。

　茶色い犬のぬいぐるみだ。あまり犬に興味がないので犬種までは分からないが、明るい茶色の毛がくるくるとカールしている。つぶらな瞳ひとみが印象的だった。

　犬というよりは、テディベアに近いかもしれない。

「なんで、こんなところにぬいぐるみが？」

　ぬいぐるみを繁しげ々しげと眺めていると、突とつ然ぜん、ぬいぐるみが「アンッ」と甲かん高だかい声を出した。

「へ？　これ生きてるの？」

　子犬は、尻しつ尾ぽを振りながらこちらに駆かけよってきた。愛想良く、飛びついてくる。

「ここで蛇へびも鬼おにも出なかったのは、運がいいのか、悪いのか……」

　湊は、一いつ時ときの幸運は次の不幸への布ふ石せき、という言葉を思い出しながら子犬を見下ろす。
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「最悪だ……最悪すぎて気絶してしまいそうだ」

　湊は田舎道を歩きながら、途と方ほうに暮れていた。段ボール箱に入っている子犬を見つけてから、子犬が自分の後をついてくるのだ。

　背後を見やると、子犬が嬉うれしそうについてきている。なんとか子犬を振り切ろうと走ったりもしたが無む駄だだった。

　子犬は無限とも思える体力を発揮して、ぴったりと湊の後をついてきた。先に息が切れた湊は、道の外れに古ぼけたベンチがあるのに気づき、そこに腰こしを下ろすことにした。

　冷たいベンチの感かん触しよくが、尻しりに伝わってくる。

「なあ、お前。飼主を探すなら余よ所そに行った方がいいぞ。俺に飼われるって事は、不幸になるって事と同じなんだ」

　湊は子犬を諭さとすように言ってみる。本ほん音ねだった。捨て犬が、ほとんど浮ふ浪ろう者しや同然の自分に拾われたところで、事態が好転しているとは言いがたい。むしろ、『不運』と『ミコトというストーカー』というオプションがつく分だけ、事態は後退している。

　犬にいくら説明しても無駄か、と湊は苦笑しながら息を整えた。

　ずいぶん遠くまで走ったので、山がかなり近くまで迫っている。

「ただでさえミコトにつきまとわれて参ってるのに、なんで子犬にまでつきまとわれなきゃいけないんだよ。はあ、どうすればいいんだよ。なんでこんなに進しん退たい窮きわまってるんだよ」

　俺の人生、常に進退窮まりっぱなしだ、と湊はため息を吐つく。他人が味わう予定の天中殺を、無意識のうちに自分が肩かた代がわりしてるんじゃないのか、とすら思う。

　ぐったりと項うな垂だれていると、ポケットに入っている携けい帯たいが振しん動どうした。取り出し、ディスプレイを見る。知らない番号だった。というより知っている番号などない。

　不幸続きの人生で、友人をつくる余よ裕ゆうなど皆かい無むだった。まさに過不足なしの皆無だ。そんな自分に携帯電話など無用の長物だと思っていたのだが、ある時、携帯が必要になる機会があった。

　下宿のアパートを借りる際に、固定電話か携帯電話かのどちらかが必要だった。その時、近くの携帯ショップで一番安い機種を買ったのが、今、手にしている携帯だった。

　携帯はまだ振動している。無視しようとも思ったが、なんとなく気分転てん換かんのつもりで、通話に応じた。通話ボタンを押し、携帯を耳にあてがう。

「もしもし」

『もしもし湊くん？　私よ』

　冷たく、抑よく揚ようのない声が携帯から流れてくる。明らかにミコトの声だった。おいおいおいおい冗じよう談だんだろ、と身構える。

「ミ、ミコトだよな」

『ええ、そうよ。湊くんの彼女の磐姫ミコトよ。今、あなたの部屋のトイレの前にいるのだけど、トイレから声が聞こえてこないってことは……』

　そこでミコトの声が止やむ。しばらく耳をそばだてていると、ボンッという小さな爆ばく発はつ音が聞こえ『やっぱりね』と納得するような声が来た。

「おいっ。なんだよ今の爆発音は？　まさかトイレの鍵を爆ばく破はしたんじゃないだろうな」

『したわ。ああ、少し、湊くんの部屋にあった、小麦粉を借りたわよ？　少し火力のいる薬品を使ったから』

「小麦粉と、火力が論理的に繋つながるなんて斬ざん新しんな発想だな」

『あらそう？　湊くん。粉ふんじん爆発って知らない？　小さな粒りゆう子しが密集する場所で、火をつけると大きな炎ほのおが上がるってやつよ。火力が欲しい時には便利よ？』

「なんでもかんでも爆破しやがって、常識がないのか？」

『湊くんを手に入れる為ためなら、私はどんなことでもするわ。持ち得る技能を全て使ってね。爆破もするし、何かを燃やす必要があれば燃やすわ。常識なんて些さ末まつごとよ』

　湊は顔をしかめる。神様は一体何を考えてんだよ、と空を見た。どうしてミコトに、爆破と炎を操あやつる技術を与あたえたんだよ。

「なんで俺の携帯の番号を知ってるんだ」

『あなたの彼女だからよ』

「違ちがうし、答えになってない」

『部屋の隅すみに携帯電話の契けい約やく書しよが落ちていたわ。駄だ目めよ？　プライベートな情報を不用心な場所に置いておくのは。でもこれからは大だい丈じよう夫ぶ。私が湊くんの全てを管理してあげるから。それで今どこにいるの？』

「俺がその質問に答えると思うか？」

『答える必要はないわ。なぜなら、湊くんが答えなくても、湊くんを襲おそう不運が、湊くんの居場所を教えてくれるから』

　ミコトの言葉を合図にするように、足下にいた子犬が自己主張をするように「アンッ」と鳴いた。

「おい静かにしてろって」

『犬の鳴き声？　湊くん、子犬でも拾ったの？』

「拾ったんじゃない。つきまとわれてるんだ」

『へえ、いいじゃない。私は動物は好きよ。これで一つ分かったわ。今、湊くんは子犬と一いつ緒しよにいるのね』

「そんな情報を手に入れたところで、俺の居場所が分かるわけない」

　余裕めいた口調で話し終えた時だった。

　突然、目の前に大型のバスが停車した。なんの前置きも、脈みやく絡らくもなく、突とつ如じよとして目の前にバスが出現した。湊にはそう思えた。

　バスは大型車特有のエンジン音を響ひびかせて停車し、空気の抜ぬけるような音をたてて、扉とびらが開いた。

「……嘘うそだろ？」

　見てみると、湊の座っているベンチの隣となりに、大きな丸い看板のついた柱が立っていた。風雨にさらされ、ひどく錆さびていたので、最初はなんなのか分からなかったが、どうやらそれは、バス停の時刻表だったらしい。一時間に一本程度、ここにバスが来るらしかった。

　なんで、こんなところにバス停が？　と湊は狼狽うろたえる。

　こんなクマしか通りそうにない道に、なぜバス停が設置されているのだ。というかなぜ、この状じよう況きようで一時間に一本しか通らない大型のバスが、都合悪く停車するなどという不運が自分のもとに降ってくるんだ？　意味が分からない。

『へえ。湊くん、今バス停にいるのね。この近くにバス停なんてあったかしら……ああ。そういえば昨日、グーグルマップで湊くんの下宿周りの映像を見ていたのだけど、古びたバス停が一つあったわね。このあたりでは唯ゆい一いつのバス停じゃないかしら。つまり湊くんは今そのバス停にいるのね。湊くん、待ってなさい。すぐに私もそこに……』

　湊は「あ、電波が悪い」とわざとらしく言うと、躊ちゆう躇ちよなく通話を切り、バスに飛び乗った。なぜか子犬も湊を真ま似ねるように飛び乗ってくる。

　ここまで自分の思い通りに事が進まないのは、腹立たしさを超こえて、愉ゆ快かいさを覚えるほどだ。

「愉快だけど……笑えないよなあ。ああ、腹すいたなあ」

　バスの後部座席に座り、湊はうんざりしたような声を出した。これからどうしようか。とりあえず目先の恐きよう怖ふが先行して、バスに飛び乗ってしまったが、状況は好転しているとは言いがたかった。

　俺は完かん璧ぺきに追おい詰つめられている。

「これ以上、状況が悪化したら取り返しがつかないぞ」

　バスの車内を見み渡わたし、不運の種を探した。何が元で、状況が悪化するかわからない。車内には人の姿もなく、とくに変わった様子はない。

　バスは木が鬱うつ蒼そうと生おい茂しげる山道を登っている。山道の割には振動が少ないことに気づき、窓の外に目をやった。

　地面が舗ほ装そうされていることに驚おどろく。ついさっきまで、土が剥むき出しだった地面は、赤い煉れん瓦がブロックで綺き麗れいに舗装されていた。

「なんでこんな山の中を煉瓦ブロックなんかで……」

　嫌いやな予感がよぎった。普ふ通つうあり得るのだろうか、と首をひねる。こんな人も入らないような山の斜しや面めんを舗装している時点で違い和わ感かんを拭ぬぐえないのに、その舗装がアスファルトではなく赤い煉瓦ブロックなのだ。

　なんとも言えない恐怖を覚える。こんな東京の辺境にある山の中に、突如として、洒落しやれた煉瓦ブロックの道が出現するとは。

　とてもじゃないが、まともな場所へ向かっているとは思えない。

「おいおいおいおい、冗談じゃないぞ。このバスはどこに向かってるんだよ？」

　慌あわてた湊は、車内の前方にあるパネルを見る。

　パネルには『楓ふう香こう蘭らん女学院前』と書かれている。どうやらこのバスは、どこかの学校へ向かっているらしい。

「なんて読むんだよ。ていうか、こんな所に学校なんてあったのか」

　苦情にも似た感想を言いながら、これからどうしようか、と考えていると「次はふうこうらんじょがくいん前、ふうこうらんじょがくいん前、終点です」というアナウンスが聞こえてきた。

「勘かん弁べんしてよ……なんでこんな山のてっぺんが終点なんだよ。俺はてっきり、山の向こう側に続いてると思ってバスに乗ったのに」

　これじゃあ、自分から追い詰められたようなものじゃないか。

　終点ということは、このバスはこのまま山道を折り返して、同じルートを通るはずだ。降りずに乗っていればミコトと鉢はち合あわせる可能性が極めて高い。

「ちょっと待ってよ。つまりここで降りるしかないじゃないか。こんな場所で？」

　誰だれか嘘だと言ってよ、と願わずにはいられない。

　湊が料金表を見て、乗車賃を用意していると、窓から見える風景がひらけた。日光を遮しや断だんしていた木々がなくなり、窓から刺さすような日の光が入ってくる。思わず目を細め、手を目の上にかざした。すぐに目が慣れ、視界が戻もどる。

　目の前に広がる光景に湊は「こう来たか」と天を仰あおぐ心境になった。

　まず湊の目に映ったのは大きな噴ふん水すいだった。煉瓦ブロックが大きな円形状に敷しき詰められたスペースの中央に、純白の石材で作られた噴水が設置されている。

　支柱から流れ出ている水が、太陽の光に反射して、ガラス細工さながらに輝かがやいている。

　さらに噴水の奥に目をやると、噴水と同じ石材で作られた西洋の宮きゆう殿でんを連想させる門が構えていた。門を支える柱には、細やかな彫ちよう刻こくが施ほどこされている。ロイヤルガーデン、という言葉が自然と頭に浮うかんだ。

「嘘だろ。どう見ても普通の学校じゃないじゃないか。なんで、逃にげる為に乗ったバスの終点が山のてっぺんで、そこに女子校があって、しかもその女子校が明らかに普通じゃないんだよ？」

　どんだけだよ、と湊は思った。どんだけ、俺は神様に嫌きらわれてるんだよ。

　鬱うつ々うつとした気分で、子犬を頭に乗せ、運賃を払はらい、バスを降りようとする。しかし、運転手が湊に向かって「ちょっと」と言って湊を呼び止めた。

「なんですか？」

「お金が足りないよ」

「え？　今きっちり一人分の乗車代を払いましたよね」

「君の頭の上にいる子犬、君のペットだろ。動物は『手回り品』って言って、お金を払わないといけないんだよ」

「……そうなんですか」

　こんな小さなところにまで、不運の種をまき散らすなんて、不運の神はどれだけ俺の人生を入念にチェックしてるんだよ。



　湊が『手回り品』の料金を払い、バスを降りると、運転手は満足げな顔でバスをＵターンさせ、来た道を引き返して行った。

「ああ、もうっ。どうすればいいんだよ？　せめて、この学校が男子校だったら中に入ることもできたかもしれないのに。女子校じゃあ、たぶん警備が厳きびしいから入れない」

　どうする？　どうする？　と必死に考えを巡めぐらせる。

　ミコトから逃げるためには、もうこの学園の中に入るしかない。しかし、普通に考えて女子校が簡単に部外者、ましてや身元不明の男を敷しき地ち内に入れるとは思えなかった。

　門を見やる。やはりヨーロッパあたりの古城を目まの当たりにしているような気分になる。

「どうすればいいんだ？」

　噴水の脇わきを抜け、六段ほどの階段を上り門に近づく。学園の敷地内への出入口らしき黒い鉄の門が見えたので、特に意図はなく、そちらに向かって歩く。

　人が立っている、と気づいたのはその直後だった。

　鉄製の門の脇に、少女が腕うで時計を見下ろしながら佇たたずんでいた。すぐに、誰かと待ち合わせをしているのだろうと察する。

　腕時計から目を離はなし、顔を上げた少女を見て、湊は思わず息をのんだ。

　想像を超える美少女だったのだ。外人なのか、それともハーフなのか、腰こしまである軽くウエーブした金きん髪ぱつは、金糸のように輝いている。白い肌はだに浮かびあがる二つに碧へき眼がんは、コバルトブルーの穏おだやかな海を連想させた。血色のいい唇くちびるは、わずかに持ち上がり微び笑しようをつくっていた。

　身につけている服も、ベージュと茶を基調にしたフリル付きのスカートと、丈たけの短い赤いブレザーとでも言えばいいのか、ともあれ、そういう組み合わせの出いで立ちだった。洒落っ気けと厳おごそかさを兼かね備そなえた、ありていに言えば、湊好みの服装だった。

「フワフワして可愛い子だなあ……」

　さきほど、ミコトに説明した自分の好みの異性の特とく徴ちようを思い出し、独りごちる。

　少女は湊の存在に気づくと、白い歯を見せた。周囲の空気をふんわりとさせるような綺麗な笑みだ。

　ゆったりとした仕草で、湊に近づいてくる。本能的に、湊の視線が少女の胸に移動した。控ひかえめな胸らしい。

　お前は少女の胸を見て何を想像しているのか、と叱しつ責せきする冷静な自分がいることに気づき、ばつが悪くなる。

　少女は湊の前で立ち止まると「可愛らしいワンちゃんですわね」と透すき通るような声で、言ってきた。

　見た目も完璧なら、声も完璧で、言葉使いも完璧なのか、と湊は苦笑する。持てる者は全てを持っている。

「捨て犬だったんです」

「そうなんですの。それで拾って育ててらっしゃるのね」

「そういう訳じゃないんだけど……妙みように懐なつかれちゃって」

「利発そうなワンちゃんですわね」

「そうですか？」

「ええ、とっても。探たん偵ていさんのパートナーにぴったりですわ」

「え？」

　湊の表情が強こわばった。今、この子なんて言った？

「はじめてお目にかかります。わたくし、宮みや沢ざわ茜あかねと申します。この度たびは遠路はるばる、この楓香蘭女学院にご足労いただき、まことにありがとう存じます」

「えと、俺の名前は樋口湊っていいます」

　間ま抜ぬけな自己紹しよう介かいをしながら湊は、おいおいおいおいおいおい、マジかよ、と混乱していた。勘弁してよ。

　宮沢茜と名乗った少女は、俺のことをなんて言ったか。『探偵』と言わなかったか？

　俺って探偵だったっけか？　頭の悪い疑問が過よぎり、すぐに、この少女は自分と誰かを勘かん違ちがいしているという結論が導き出された。

「まさか本当に『業界屈くつ指しの代理探偵さん』がわたくしの依い頼らいを引き受けて下さるなんて、いくら感謝してもしたりませんわ。随ずい分ぶんとお若い方だったんですね。もしワンちゃんを連れてらっしゃらなかったら、分からないところでした」

「あっちゃー」

　あり得ないだろ、と湊は泣き笑いしたくなる。なんで、子犬に懐かれただけで、探偵に勘違いされるんだよ。しかも、なんで、その勘違いされた探偵に『業界屈指の代理探偵』なんていう厄やつ介かいな枕まくら言こと葉ばがついてるんだよ。

「ちょっと待って、実は俺……」

　そこまで口にしたところで、グウッ、という大きな音が聞こえた。自分の腹の音だと気づき、赤面する。

「あらあら、探偵さん。お腹がすいてらっしゃるのですか？」

「ご、ごめん。ここ二日ぐらい何も食べてなくて」

「お忙いそがしいのですね。でしたら、依頼のお話ついでに、お食事でも如何いかがでしょうか？　それとも、やはり探偵さんはご多た忙ぼうでらっしゃるから、お急ぎでしょうか？」

　いや、停学処分中の身であるので、時間は腐くさるほど有り余っているし、実際に、ミコトという激げき烈れつなストーカーの求愛を受け、貴重な時間という名の人生のチップを腐らせている、と口を開きそうになったところで、ちょっと待て、と自分にブレーキをかけた。

　このまま、この少女の誤解を解いて、その後どうするのか考えていなかった。

　自分は思っている以上に窮きゆう地ちに立っている。もう、逃げられるとこまで逃げたのだ。これ以上の退路はない。あるとすれば、この学園の中ぐらいだ。

　ミコトが自分を捕つかまえるまで、それほど時間が残されているとも思えない。

　だったら少しでも延命処置をすべきではないか。『業界屈指の代理探偵』には悪いが、このままこの誤解を利用して、楓香蘭女学院の内部に逃げる方がより時間が稼かせげる。その間にまた別の策を考えるべきだ。

　それに最悪でも、食料にはありつける。

　良心よりも、本能的な欲よつ求きゆうに負けた湊は、大きく深呼吸をした。覚かく悟ごを決める。俺なら大だい丈じよう夫ぶだ、と自らを鼓こ舞ぶする。今まで、そのようにして、大丈夫であったためしなど皆かい無むではあるが、そう思うほかない。湊は茜の青い瞳ひとみを見つめると「それで依頼の話なんだけど」と探るように言った。罪悪感が、胸のうちにねっとりとした膜まくのように広がる。

　茜は微笑を保ったまま「恐おそれ入いります」と返事をする。

　茜は、スカートの端はしを摘つまみ持ち上げた。細く綺き麗れいな足首が見える。片方の足をもう片方の足の後ろに回す。そのまま首を傾かしげるように傾かたむけた。

「ようこそ、楓香蘭女学院に」

　茜は、屈くつ託たくのない笑顔をつくり、穏やかな口調で言った。



　　　　４



　楓香蘭女学院の敷地は広大だった。あの巨きよ大だいな門は、伊だ達てや酔すい狂きよう、あるいは見み栄えでつくったものではないらしい。敷地内のあちこちに大きな建物や、利用目的不明の神しん殿でんのような建築物が建っているのが目に入った。

　そもそも、学区内を車で移動しなければならない時点で、常識的な学校の様相をとどめていない。

　茜と共に校門をくぐった湊は、すぐに車に乗せられた。レトロな車だ。レトロだが、古くはない。高級車のはずだが、車体についているエンブレムは湊の知識にないものだった。

　俗ぞくにいうお金持ち、というのはもっと分かりやすい高級車に乗るものではないのか、と湊が訊たずねると「質や利便性のおたかたかなのをもとめた結果ですわ」という婉えん曲きよくで上品かつ、少々聞き取りづらい返事が返ってきた。

　車が停まったのは、洋館のような屋や敷しきの前だった。車から降り、屋敷の一室に通された湊は、目を皿のように丸くした。

「……ご飯だ……」

　湊は、『子こ猫ねこが咆ほう哮こうした』とでも言いたげな、あり得ない現象を目の当たりにしたような口調で言う。

　湊の目の前には、高級そうな洋間が広がっており、その中央に大きなテーブルがあった。着目すべきは、そのテーブルにのっている料理だった。和食や中ちゆう華か、洋食など、古今東西の料理が並べられていた。

　食しよく欲よくを刺し激げきする香かおりが、湊の鼻び孔こうを刺激する。

「ふふ、ええ、ご飯ですよ。湊様、お腹がすいていると仰おつしやっていたので、急いで用意して頂きました」

「湊様!?」

　湊は素すっ頓とん狂きような声をあげる。今、この少女は俺のことを『湊様』と呼んだか、と感動を通り越し半ば放心した。

　生まれてこの方、幸福とは言いがたい人生を歩んできた。周囲の人間が、順じゆん風ぷう満まん帆ぱん、とは言えないまでも、難破しない程度の船で、人生という航路を進んでいるのに対し、自分は、すでに沈ちん没ぼつすると確約されたような泥どろ舟ぶねで、魔まのバミューダトライアングルに迷いこみ、存在しない出口を求めて彷徨さまよっているようなものだった。

　それが、現状はどうだ。いつも通り、謎なぞめいた事件に巻き込まれている、ということにさえ、目をつぶれば、立派な屋敷に通され、美お味いしそうな料理でもてなされ、あまつさえ『湊様』などという敬けい称しようで呼ばれている。

「……くぅ」

　自然と、涙なみだが出てくる。

「湊様、どうかなさいましたか」

「ううん。なんでもない。まさか、ここに来て、こんな下へも置かぬ扱あつかいを受けるなんて思ってもみなかったんだ」

「下へも置かぬって、面白い表現を使われますのね。理知的ですわ。それに、その下へも置かぬ扱いも当然ですよ。湊様はこの学園に招かれたゲストなんですから。さあ、お料理が冷める前に、お召めし上あがりになって下さい。ワンちゃんのご飯も用意しておりますし」

「それじゃあ、遠えん慮りよなく。二日ぶりのカロリーだ」

　湊は上じよう機き嫌げんで、テーブルに近づくと、椅い子すに腰こし掛かけ料理を食べ始めた。二日ぶりの食事であるから、なるだけ、胃に優しい和食から食べることにする。小皿に野菜の煮に物ものを取り分け一口、口に入れた。

　味のあるものがこれほど美味であることに感動する。この二日、カルキ臭くさい水道水が主食だったため、薄うす味あじの和食ですら、かなり濃こく感じた。一度、口に食べ物を入れると、もう手は止まらなかった。とにかく、本能の赴おもむくままに、次々と料理を口に運んでいく。

　視線を下に向けると、子犬も湊の足あし下もとで、ドッグフードを一心不乱に食べていた。

「お口に合いましたか？」

「えと、あのごめん。はしたないとこ見せて」

　清せい楚そな少女に、とんだ醜しゆう態たいをさらした気分になり、謝罪する。飢うえた豚ぶたの方が、まだ上品な食べ方をするのではないだろうか。

　少女は、不快な表情を見せる素そ振ぶりもないまま、「お気になさらず。わたくし、人が食べてる姿を見るのが好きなんです」と鷹おう揚ように応じた。

　テーブルの向かい側に座り、肘をついて組んだ手の上に顎あごを置きながらこちらを見る茜に、湊は顔を上気させた。

　いったい、この状じよう況きようはなんなのだろうか。今までに経験のない感情だった。鼓こ動どうが高鳴り、血圧が上がる。聖母さながらに、微笑ほほえむ茜を前にしていると、この不運だらけの人生は、この時のためにあったのではないか、とすら思える。

　茜を直視することができない。

　湊がしどろもどろしていると、茜は唐とう突とつに口を開いた。

「探偵さん、というのはやはり、本などを読んで沢たく山さん知識を持っているものなのですか？」

　唐突な質問に、湊は我に返った。質問の意味を理解し、「ああ」と応じる。すぐに、そうだった。俺は今、探偵だったのだ、と嘘うそをついていることを思い出す。

「ううん、どうだろう。人並み以上には読むけど、けっこう偏かたよった知識が多いね」

　事実だった。生まれてから尋じん常じようならざる量のトラブルを抱かかえてきた。そのトラブルを解決するためにはそれ相応の知識が必要だ。だから、湊は日ひ頃ごろから様々な本を読むようにしていた。どのタイミングでそれらの知識が役立つかは分からないのだ。

「小説などはお読みにならないのですか」

「娯ご楽らく的な意味合いでは本は読まないな。あまり有益な情報が少ないし、それに……」

「それに？」

「俺は小説の主人公以上に劇的な毎日を送ってるからね」

「やはり、探偵さんの日常は劇的ですのね」

「そういう訳じゃあないんだけどね……何かおすすめの小説とかある？」

「そうですね。小説よりはエッセイに近いですけど『畜ちく犬けん談』なんていかがですか」

「畜犬談？」

「太だ宰ざい治おさむの小説というかエッセイの中に『畜犬談』というものがありますの。犬を恐きよう怖ふの対象としている太宰が、犬に襲おそわれないように犬に媚こびを売るんですけれど、それが災わざわいして野良の子犬に懐なつかれてしまうんです。その事を面白おかしく綴つづった作品があります。とてもハートフルで笑える話ですの。『犬に好かれるくらいならば、私はいっそ駱らく駝だに慕したわれたいほどである。どんな悪女にでも、好かれて気持ちの悪いはずがない、というのはそれは浅せん薄ぱくの想定である』です」

　茜が、『畜犬談』からの引用文を口にした。高貴な育ちの少女は、薦すすめる小説も上品だこと、と思う。まさか太宰治の作品を薦められるとは思ってもみなかった。別段、興味があったわけでもないが、茜の引用した言葉には共感できるところがある。

「たしかに、どんな悪女にでも、好かれて気持ちの悪いはずがないのは浅薄の想定っていうくだりは正しいね。少なくとも全く嬉うれしくない愛はある」

　言いながら、湊はミコトのことを思い出す。あの少女は今どこまで迫せまってきているのか、想像もつかない。

　食欲が満たされてくると、頭に栄養が回り、思考がはっきりしてくるのを感じた。さび付いていた歯車に油がさされるように、思考がなめらかになってくる。それに伴ともない、今の自分の状況をはっきりと認識できてきた。

　とにかく俺は、『代理探たん偵ていの偽にせ物もの』として、この茜という少女の依い頼らいを解決しなくてはいけない。自らの保身もその理由のひとつだが、これだけ純じゆん粋すいかつ清楚な少女の期待を裏切ったら、今後の人生の汚お点てん、あるいは心の傷になりかねない。

　白状すると、この少女に気に入られたかった。

「それで依頼の話なのですが」

「……やっぱりそう来るか」

「え？」

「う、ううん。なんでもない」

　茜は、指先を綺麗にそろえた手を上品に叩たたくと、依頼の内容を切り出した。

「湊様には、この学園で発生している、少しばかり、ややこしい問題を解決して頂きたいのです」

「ややこしい問題？」

　湊は、料理を口に運ぶのをやめ、身を固くした。ややこしい問題とはいかなるものなのか、問題など大きさの違ちがいはあれ、どれもややこしいものだが。

「どこからお話しすればいいのかしら」

「必要最小限でいいよ。茜たちの内情とかは知らせなくていい。そういうのを知っちゃうと色々動きづらくなることもあるし」

　あまり相手側が抱えている事情や、秘密を知るのは好きではなかった。そこからまた新たなトラブルの種が見えてくるからだ。

「恐おそれ入いります。湊様には、ある人物の超ちよう能のう力りよくの正体を見破って頂きたいのです」

「超能力？」

「ええ。この学園は名家や財ざい閥ばつのご息女が多く通かよっています」

「だろうね」

「簡単に申し上げますと、今そのご息女たちが洗脳というか、籠ろう絡らくというか、ともかくそうされているという恐れがありまして。ここちかちかに、この学園の生徒の紹しよう介かいで、学園に常勤講師としてシスターをお迎むかえしたのですけど。そのシスター、この学園に赴ふ任にんしてらしてから、学園の生徒たちの悩なやみを次々に言いあてて、自分には人の気持ちを透とう視しする力があるって仰っていて……」

「怪あやしさ全開だね。生徒の紹介っていうのも中々気がきいてる。ようは、最初に学園の外で生徒を一人騙だまして、この学園に潜せん入にゆうしてきたわけだ。そこから、学園の生徒たちを騙してちょっとしたカルト宗教みたいになってるってことだよね」

「その通りですわ。すでに少額ながら被ひ害がいも出ていますの」

「もうすでにそこまで事態が悪化してたんだ。まあでも、普ふ通つうに考えて超能力なんて嘘に決まってるわな」

「わたくしも同意見ですわ」

　茜が、握あく手しゆでも求めてきそうな勢いで同意する。

「また今回も超能力系かあ……面めん倒どうだなあ」

「また？」

「うん。ついこないだも女の子に泣きつかれて、ある宗教団体を潰つぶしたんだ。あれは骨の折れる作業だった」

　しかも、その骨の折れる作業の果てに待っていたのは、報ほう酬しゆうではなくミコトのどす黒い愛情なのだから目も当てられない。

「まあ。すでに類似するような案件を処理してらしたなんて、頼たのもしい限りですこと」

「と、ともかく俺の仕事は、そのシスターの超能力の正体を見破らなきゃいけないってことだろ？」

「ええ、その通りです。依頼した時に仰っていた通り、簡単なお仕事ですわ」

　そんな事を言ったのはどこのどいつだよ、と湊は苦情を言いたくなる。簡単な問題なんて、この世にはない。世界は複ふく雑ざつ怪かい奇きかつ理り不ふ尽じんな問題で溢あふれている。

「……面倒くさい」

「何か仰いまして？」

「ううん。なんでもないよ」

　湊は首を横手に振ふった。とりあえず、自分がすべきことは理解できた。が、理解すればするほど、億おつ劫くうな気分になり、この場から逃にげ出したくなる。

　湊が、どうしたものか、と悩んでいると、携帯の振動音が聞こえてきた。湊の携けい帯たいではない。どこからだろう、と首を捻ひねり音のでどころを探す。すると音は茜の着ている服の中からだということが分かった。茜の腰こしのあたりから、バイブレーションの音が聞こえてくる。

　携帯の着信音のはずなのに、なぜか茜は携帯に出ようとしない。茜の顔を見やると、均整のとれた目の淵ふちが、わずかに痙けい攣れんしていた。

「携帯にでなくていいの？」

「え、ええ。かかってきている電話の用件は承知していますし」

　茜は歯切れ悪く言い、誤ご魔ま化かすように「そうでした。湊様にお渡わたしするものがありましたの」と部屋の隅すみに置いてあった黒いトランクを寄よ越こしてきた。

　トランクを開けてみると、光こう沢たくのある素材でつくられた黒いスーツが入っていた。

「これは？」

「もうすぐ、シスターが根城にしている教会へ向かいます。そこで湊様には謎なぞ解ときをして頂くわけですけれど、その前にお召めし物ものをこのスーツに着き替がえて頂きたいのです。この学園の基本姿勢は、関係者以外立ち入り禁止ですので。特に男性は特別な申しん請せいをしなくてはなりません」

「まあ、そうだろうね。普通は女子校に男が入るなんて、あまりいいとは言えないし。しかも、ここは超ちようのつくお嬢じよう様学校だから、尚なお更さらだろうね」

　別段、驚おどろくに値しない。むしろそれが自然に感じる。だからこそ、なぜ外部の人間に敏びん感かんなこの学園が、自じ称しよう超能力者のシスターなど雇やとうという愚ぐをおかしたのか分からなかった。

「今回は、わたくしの紹介で、湊様を一時的に学園にお迎えしたのですが、生徒の方たちにとってはなぜ湊様が、この学園にいらしたのか、その事情が分からないわけです」

「それもそうだろうな。子こ鹿じかの群れの中に汚よごれた豚が突とつ如じよとして出現するようなものだし」

　冗じよう談だんのつもりで言ったのだが、茜は否定しなかった。

「そこで湊様は、わたくしの実家で働いてくださっている使用人で、わたくしにある物を届けるために、一時的に学園にやってきている、ということにさせて頂いております」

「届けるって何を？　不運とか？」

「まあ、湊様が学園に入れるようにするための大義名分ですので、あまり細かく考えられる必要はないかと存じますが」

「分かった。訊きかれたら適当に返事しておくよ。それでこのスーツは、その使用人が着る服ってわけだ」

「その通りですわ。湊様には学園に滞たい在ざい中、わたくしの執しつ事じとして振る舞まって頂きたいのです。探偵さんの仰おつしやる通りなら、夜までには事件を解決して頂けるでしょうから、それほど長い時間にはならないと思います。どうかご理解していただければ」

「君の執事になれるなんて光栄だよ」

「まあ、探偵さんは口もお上手ですわね」

「そりゃまあ、これだけ大量に嘘を吐ついてれば、上手にもなるわな」

「え？」

「な、なんでもないよ」

「それでは……」

　茜は立ち上がり、扉とびらに向かった。扉を開け、屋や敷しきの廊ろう下かに出る。振り返り、周囲の空気を軽くさせる笑顔をつくった。

「わたくしは、廊下で待っていますので、執事服に着替えたら出てらして下さい。まもなく、放課後ですので、教会に学園の生徒も集まってきていると思います。そこで、シスターの悪事を見事阻そ止しして頂ければ、依頼は終しゆう了りようですわ。規定の報酬をご用意します」

「規定の報酬？」

「ええ、依頼料と、さらなる謎の斡旋ですわ。さすがは、探偵さん、常に知的探求にみちてらっしゃる」

「……さらなる謎の斡旋って……」

　ふざけるなっ、と湊は叫さけび出したくなった。なぜこの期に及およんで、さらなる謎、ひいては不運に身を投じなければならないのか。ただの自殺行こう為いではないか。一体、『業界屈くつ指しの代理探偵』は何を考えているのか。

「報酬のキャンセルって無理ですか？　とくに後半」

「ご冗談を。この学園には、謎や怪かい異いがたくさんありますから、きっと湊様も満足して下さるでしょう」

　茜に軽く聞き流され、扉が閉まった。子犬はまだ、えさの入っていた器を舐なめている。子犬に向かい「冗談じゃなかったんだけどな。冗談じゃない、が本ほん音ねだ」と言い、肩かたをすくめてみる。

　さて、と湊は無理矢理、気持ちを入れ替かえた。

　超能力の正体を見破るとは、また面倒なことになってきた。



　執事服を着て、屋敷を出た湊は、また車に乗せられ教会まで移動した。屋敷から、十数分の距きよ離りにある教会は、かなり古いものだった。

　車から降り、教会に近づくとその全容が見えてくる。

　大きなドーム形の建物の上に小さなドーム形の建物が載のっているシンプルな形だった。装そう飾しよくは、天使の彫ちよう刻こくがほどこされた柱と、建物の正面上部にとりつけられたガラス細工の十じゆう字じ架かぐらいのもので、派手さはない。

「なかなか、貫かん禄ろくのある教会だね」

「とても年ねん齢れいを重ねた教会ですから。旧学区内の建物ですの。シスターがこの学園にくるまでは『閉まらずの教会』なんて呼ばれてましたの」

「旧学区内？」

「はい、この学園は歴史が長く、また、敷しき地ち面積も広大でして、時代時代で学区も移り変わっているらしいのです。学園の敷地の至いたるところには、目的不明の建物もたくさんありまして、この『閉まらずの教会』もその一つですわ」

「なんか、学校の七不思議の拡大版みたいだなあ。いや遠大版かな。それで、この中に、シスターがいるの？」

「ええ。放課後になると、ここで生徒たちの相談にのってらっしゃるんですの」

　湊は携帯の電源を入れて、時間を確認した。夕方の五時前だった。

「なるほど」

　湊は、教会の正面にある扉を見る。『閉まらずの教会』という名の通り、観音開きの大きな扉は開いていて、その奥に一いつ般ぱん的に見られるサイズの扉が見えた。あちらの扉を開閉して、教会に出入りするようだ。

　さて、どうしたものか、と考えたところで意味はない、と湊は開きなおる気分だった。

　湊が教会を見上げていると、手の中にある携帯が振しん動どうした。ミコトからだ。もはや通話に応じる気にもなれない。即そく座ざに携帯の電源を落とす。

「考えている余よ裕ゆうはない、か」

　俺は今、ミコトによる一切の妥だ協きようを排はいしたストーキングの脅きよう威いにさらされているのだ。

　生き残る道は一つだけだ。自分が探たん偵ていでない、という事実を知られることなく問題を解決して、この学園の中で時じ間かん稼かせぎをする。そのあとで、何か言い訳をつくり学園を去る。

　それに今いま更さら、『実は偽にせ物ものでした』と白状したところで、明るい展望は望めまい。すでに食べるものは食べてしまった。食べたものは元通りにはできない。それではただの食い逃げではないか。

「どうかなさいましたか？」

　茜が怪け訝げんそうな声で訊たずねてくる。その声を聞き、湊は我に返った。

「なんでもない。それじゃあ教会に潜せん入にゆうしよう」

「いよいよですね」

「落ち着いてるね」

「滅めつ相そうもない。緊きん張ちようで胸がどうにかなってしまいそうですのに」

　俺は頭がどうにかなりそうだ、と心の中で返答した。債さい鬼きのごとく迫せまり来るミコトの重圧に耐たえながら、まだなんの情報も得ていない偽超能力者の正体を見破らなくてはいけない。

「あら、ワンちゃんもついてきちゃいましたのね」

　茜に言われ、足下に子犬がいるのに気づく。こちらの事情も知らずに尻しつ尾ぽを振って愛あい嬌きようを振りまいているのだから気楽なものだ。

　子犬を抱だき、頭の上にのせた。足下にいられては、いつ踏ふむか分からない。

「それでは、華か麗れいな推理を期待していますわ」

「……ストレスで吐きそうだ」

「え？」

「なんでもないよ。任せてよ」

　茜に対して、やに下がり、安やす請うけ合あいをする自分に驚く。

　美少女というのは、その存在だけで男を巧こう妙みように操あやつる能力があるらしい。これほど明確なＹ染色体の呪のろいも珍めずらしい。

　やるしかない、と自分を鼓こ舞ぶし、教会の扉を抜ぬけると、小さなエントランスが広がった。奥まで進むと、革張りで重厚感のある扉があった。

「じゃあ、中に入るよ」

「お願い存じます」

　湊は、自身の中にある不安や恐きよう怖ふを払はらいのけるように、ドアを引いた。直後、湊の耳から音が消えた。

　正確には音が消えたのではなく、大音量の音楽が湊の耳に入りこみ、脳が本能的にそれを拒きよ絶ぜつして、手で耳を塞ふさいだのだと気づいた。

「な、なんだ!?」

　教会に流れる音楽が賛美歌だと気づくのに時間はかからなかった。女性の声が幾いく重えにも重なりメロディーを奏でている。実際に唄うたっているのではなく、あらかじめ録音されているものを専用の機材を使って流しているのだと分かった。

「事前に情報は頂いていましたが、酷ひどい音ですね」

　茜が顔をしかめる。映画館の中で会話するような煩わしさがある。

「まあ、カルト宗教がよく使う手ではあると思う。特とく殊しゆな音楽を使って、相手の思考力を奪うばうんだ。簡単に言えば、洗脳しやすくなる。アメリカとかじゃあ、特許も取られてる。これがそうだという確信はないけど」

「そうなんですの？」

「そうなんですよ。とりあえず様子を窺うかがおう」

　湊は、一番近くにある長なが椅い子すに座った。それに続くように茜も隣となりに座る。教会内は電気がついておらず、薄うす暗ぐらかった。ただ壇だん上じようだけがライトに照らされている。

　壇上へ向かうように左右に並べられた長椅子には、二十名ほどの少女が座っている。ほとんどが茜と同じ服を着ているようだ。

　少女たちは一様に、壇上に立っている、修道服を身に纏まとった女性を見つめていた。

　黒く長い髪が印象的な女性だ。一いつ瞬しゆん、ミコトが先回りして現れたのかと思い、とまどった。が、よく見てみると、ミコトよりも背が高く、中性的な印象を受けた。

「あれが例のシスター？」

「はい。シスター・マリアです」

「なんか抜け目なさそうな人だな……」

「なにか仰いまして？」

「ううん、なんでもないよ。それよりも」

　湊は視線を壇上に戻もどす。

「ちょうどパフォーマンスが始まるところみたいだ」

　シスターは閉じていた目をすっとひらき、「皆みなさん」と言った。深みのある声だ。

「本日も、皆さんの迷いの連れん鎖さを断ち切りたいと思います。チョキッと」

　ここからでは分からなかったが、マイクかなにかで自分の声を大きくしていた。

「やけに深みのある声こわ色いろで話しますのね？」

「たぶんわざとじゃないかな。高い声より低い声の方が説得力が高くなるんだ。流れてる音楽といい、マイクを使って声を拡張してることといい、色々と小細工を弄してる。ただ、あのチョキッとってなんなんだ？」

　これはなかなか面めん倒どうな相手だぞ、と湊はすでに疲ひ労ろうを覚えていた。だが、今更ひきかえすわけにもいかない。神経を集中させ、シスターの動きを観察する。

　シスターはゆったりとした動作で壇上から降りると、一番前の長椅子に座っている少女に声をかけた。

「あなた」

「わたくしですか？」

　声をかけられた少女は、おどおどしながら立ち上がった。後ろ姿なので顔は分からない。しかし着ている服は茜と同じものということは、この学園の生徒に違ちがいない。

「ええ、あなたです。私の頭の中に、あなたが誰だれかと喧けん嘩かしているイメージが入ってくるのですが……」

　少女は息をのんだ。すぐに首しゆ肯こうして「ええ、つい先日、帰郷した際に実家のお父様と将来のことでもめてしまいまして」と語る。

「可哀そうに。そのことをずっと気にしているのですね。それが原因で、様々な失敗もなさってるようですし」

「なぜ、そのようなことまで分かりますの？」

　少女は驚きよう愕がくするような声を上げた。同時に周囲に座っている女子生徒たちも、ざわつく。

「私はなんでも知っている。今日にでもお父様に電話をなさい。そうすれば、あなたの悩なやみは全て断ち切られます。チョキッと」

「は、はい。わかりました。そのようにしてみます」

「ええ、私の言う通りにすれば万事が上手くいきます。パパッとね」

「だから、チョキとかパーとか何なんだよ？　あれだけはどう考えても不必要だろ」



    

  
    
      　湊は、イライラする気持ちを必死に抑おさえながら、シスター・マリアの行動を見守った。

　シスター・マリアは少女の元から離はなれると、少し離れた場所に座る黒くろ髪かみ少女の元まで移動した。

「あなた、体の調子が優すぐれなくはない？」

「え、ええ。たしかに最近寝ね不ぶ足そくで……」

「寝不足で美容のことに悩んでるんでしょ？　あら？　あなたのおじいさんが病院のベッドの上で横たわってるビジョンが入ってくるのだけど」

　シスター・マリアは目を瞑つぶって黙だまった。眉み間けんに皺しわを寄せ、掌てのひらを少女の額にあてたかと思うと「おじいさんの体に黒いもやが見えます。病名は癌がんでしょうか？」と静かに言う。

　後ろから見ていても、黒髪の少女が絶句しているのが分かった。肩かたがわずかに震ふるえている。周囲の生徒たちも、より強くざわめきだした。こそこそと「すごいですわ」だとか「仰おつしやっていること全てがあたってらっしゃる」と上品な賞賛の言葉を囁ささやいている。

「あなたの家系は、健康的な問題を抱かかえる家系のようですね？　このままだと、一族は衰すい退たいの一いつ途とを辿たどるでしょう」

「どうすればいいのでしょうか？」

「私の言う通りになさい。そうすれば負の連れん鎖さは断ち切られ、全てが上方修正されます。他の皆さんも、遠えん慮りよせずに私に相談して下さい。どんな悩みも私が解決してさしあげます」

　シスター・マリアがそう言うと、一人二人と、少女が立ち上がり、シスター・マリアの元に向かう。それに誘ゆう導どうされるように他の少女たちもシスター・マリアの元まで歩いて行き、すぐに人ひと垣がきが出来上がる。

「ちっ。絵に描かいたようなカルトじゃないか」

「でもなんであの方たちの悩みを言いあてられたのでしょうか？」

「ぜんぜん言いあててないだろ」

「え？」

「一人目にしたって、二人目にしたって一度だって言いあててない。人間、今まで喧嘩したことのない奴やつなんていると思う？」

「いえ。よほどのことでもない限りどなたでも経験はあると存じますが」

「だろ？　誰だって喧嘩の経験ぐらいあるんだよ。あの電波入ったシスターは不正解のない質問しかしないんだ」

「不正解のない質問？」

「コールドリーディングって言って、どうとでも取れる質問を重ねていって、相手の情報を聞き出す技術だよ。偽占い師がよく使う手だ。誰だって喧嘩の経験くらいあるし、それで後こう悔かいしない人間もいない。あいつは抽ちゆう象しよう的な質問をぶつけて相手の具体的な悩みを聞き出したんだ。実際、具体的な悩みを言ったのは、シスターじゃなくて相手の少女だった」

「ですけれど、二人目の方の場合はどうなんですか？　あの方のお爺じいさまのご病気をお当てになられましたよ？」

「ホットリーディングだよ」

「ホットリーディング？」

「コールドリーディングとは反対に、事前に相手の情報を調べておいて、さもその場で言いあてましたっていう演出をするんだ。身内の病名を当てるぐらいなら誰にでもできる。こっちも偽占い師がよく使う手だよ。意外と単純でしょ？」

「色々と技術があるんですのね。さすがは湊様、聡そう明めいでらっしゃるわ」

　茜に褒ほめられて悪い気がするわけもなく、湊は状じよう況きようもわきまえずに得意げになった。

「それだけじゃない」

「といいますと？」

「あいつは人の不安を煽あおって、そこにつけいるのに長たけてるんだ。二人目の女の子はコールドリーディングで、自分が寝不足だという情報を言わされた。そのあと美容で悩んでいると言いあてられたわけだ」

「そこも不思議でしたの。なぜあのシスターはそのようなことを言いあてられましたの？」

「さっきも言ったけど、言いあてたんじゃない。言いあてたと勘かん違ちがいさせられたんだ」

「え？」

「俺の通かよってた高校じゃあ、美容の問題を抱えていない女子は一人もいなかった。どいつもこいつも自分の容姿を力ちから尽ずくで磨みがこうとする無む謀ぼうな奴ばかりだった。普ふ通つうはそうだろ？」

「え、ええ。わたくしも少なからず悩みはありますが」

「だろ？　寝不足だから美容について悩んでいるわけじゃない。なのに、あいつは女子の習性を利用して、寝不足と美容の問題を無理やりくっつけたんだ。さらにはホットリーディングで手に入れた祖父の病気の話を持ち出して『家系全体の健康問題』にまで発展させた。そして、自分に頼たよるように仕向けた。後は簡単だ。あの少女に指示を出すだけで、望むままの行動をとらせることができる。あり得ない値段で魔ま除よけの壺を買わせたり、ね」

　湊は両りよう肩かたを上げて説明した。

「さらにこの一種独特の空間も、少女たちの思考を麻ま痺ひさせる効果があるみたいだしな」

「そうなんですの？」

「暗示術の鉄則には、相手の思考力が衰おとろえている時に堕おとせっていうのがあるんだ。ヒトラーもこの状況と似たようなものを使って民衆を操ってたらしい」

「ヒトラーってあのヒトラーですか」

「うん。そのヒトラー。一日の疲ひ労ろうがピークになる放課後に、大音量の音楽を聴きかされながら、暗くら闇やみの中で光を背負った女性に、拡張した声を聞かされるんだ。誰だって疲ひ弊へいして判断力が鈍にぶるさ。あのシスター、チョキだとかパーだとか、アホみたいな台詞せりふを吐はいてるが、なかなか場慣れしてるぞ」

　湊がおおよそのシスター・マリアの手口を言い終えると、茜が「すばらしいですわ」と褒め称たたえてきた。

「やはり湊様は優ゆう秀しゆうな探たん偵ていさんですのね」

「いやあ」

　湊は得意満面に頭をかく。本当は探偵ではなく、ただの不運な男子高校生です、とはもはや言えない。言う気もない。言える勇気もない。

「それにしても……」

　シスター・マリアの超能力の正体は分かった。分かったが厄やつ介かいだった。シスター・マリアの超能力には『タネ』がないのだ。

　正しくは、『物的証しよう拠こになるタネ』がない。コールドリーディングにしろ、ホットリーディングにしろ、理り屈くつをいくら説明したところで、使った本人に使ってないと言われてしまえば、それで終しゆう了りようだ。

「なんだって俺が、こんな面めん倒どうくさい奴を相手に……」

　悪態をつき、シスター・マリアが偽超能力者である、という事実を暴あばくにはどうすればいいのか考える。最低でも、シスター・マリアに超能力を失敗させ、なおかつ、その失敗が言い訳のきかないものにする。その二つの条件は絶対に必要だ。

　どうする。何か良い作戦はあるだろうか、と思案する。ここは慎しん重ちように構えるべきだ。下手に動いて、マリアの超能力を見破れなかったら、このまま学園追放だろう。そうすれば、ミコトと感動的な再会だ。

　焦あせる湊の思考を乱したのは、「フィリア様じゃありませんか？」という少女の声だった。

　声が聞こえた後、少女達のささやき声が聞こえてきた。頭の回転が鈍にぶくなる、と湊は舌打ちをする。

　フィリア様と呼ばれた少女は、「みなさん、ごきげんよう」と返事をした。どうにも聞き馴な染じみのある声だ。まるで茜の声のように綺き麗れいに澄すんでいる。

「ん？」

　顔を上げ、声の聞こえてきた方を見る。湊の視界に、茜そっくりの美少女が、シスター・マリアに話しかけている光景が映った。

　茜そっくりの美少女は、シスター・マリアに「たしかにあなたのお力はすばらしいと思うのですが、それは超能力とは言えないのではないでしょうか」という言葉を出だしにして、さきほど湊が説明したシスター・マリアの超能力のタネについて説明しはじめた。

「おいおいおいおい、嘘うそだろ。なんの作戦もなしに、超能力のタネを立証できる相手じゃないんだぞ。誰だれだよあいつ？」

　営業妨ぼう害がいだ、と憤いきどおり、同意を得るように隣となりにいる茜を見やった。しかし、湊の視線の先には、茜の姿はない。

　もう一度、シスター・マリアに話しかけている少女を見る。やはり、茜そっくりの美少女だ。茜の容姿と酷こく似じしている。もうそれは茜と言ってもよかった。

　というか茜だった。

「おいおいおいおいおい、冗じよう談だんだろ？　なんで茜があんなとこにいるんだよ」

　なぜ茜があのような軽率な行動を？　というかなぜ茜は『フィリア様』などという意味不明のニックネームで呼ばれているのだ？

　様々な疑問が、湊の頭に浮うかぶ。しかし、その疑問を解消する余よ裕ゆうはなかった。急いで茜を止めないと、自分たちにとって不利な状況になるのは明白だ。

「くそっ。なんだってこのタイミングで茜が『フィリア様』なんて不思議なあだ名で呼ばれるんだよ。そのせいで対応が遅おくれたじゃないか」

　いつもながらの不運に嘆なげきながら慌あわてて立ち上がる。長なが椅い子すの間を横歩きで抜ぬけ、茜に声をかけようとした。

　湊が茜に言葉を飛ばそうと、口元に手をやった拍ひよう子しに、頭の上にいた子犬が落ちそうになった。反射的に子犬を受け止め体勢を崩くずす。すると今度は、長椅子の脚あしに自分の足をひっかけて盛大に転てん倒とうした。その際、長椅子の背もたれの角がみぞおちに当たり、呼吸ができなくなる。

「っ……あ…か………ね……すとっ…ぷ」

　かろうじて言葉を発するが、湊の声は教会内に流れる大音量の音楽にかき消されるだけだった。

　みぞおちを押さえ、耐たえがたい痛みが去るのを待った。呼吸を整え立ち上がる。

　大げさな仕草で驚おどろいてみせるシスター・マリアの姿があった。

「コールドリーディングやらホットリーディングやらは分かりませんが、つまりあなたは私の力を疑ってらっしゃると？　私ショックで、胸がググッとします」

「くそ、やっぱり手て遅おくれか、俺の方がショックで、胸がググッとする」

　冗談めかして言ってみるが、冗談では済まなかった。どうやら茜は、シスター・マリアにコールドリーディングやホットリーディングなどの説明をしてしまったらしい。

　遅ればせながら、シスター・マリアと楓香蘭女学院の生徒たちに近づいていく。するとようやく湊の存在に気づいたのか、生徒たちに動どう揺ようが走った。

　一人の生徒が「あら、どうしてこんなところに殿との方がたが？」と質問してくる。

　が、そんなことを気にかける余裕はない。「俺……いや私は茜……えと、茜お嬢じようさまの執しつ事じです」と早口で説明し、半ば強引にシスター・マリアと茜のもとまで歩いていった。

「ああ、湊様……さん。ちょうどよかったわ。この方がなかなか認めてくれなくて……」

　茜が安あん堵どと焦しよう燥そうを混ぜたような声で訴うつたえてくる。これからどうする、と考えを巡めぐらせる。

「当然です。犯罪者に『あなたは犯罪者か？』と訊たずねても、首を縦に振ふる訳がありません」

　使用人とはこういう口調でいいのだろうか、と疑問に感じながら強気な言葉を発した。こちらが不利な状況にあるとは、周囲の人間に悟さとられてはならない。

　湊を視界に入れたシスター・マリアは少し驚いたように目を見開いた。

「まさかこの学園に殿方がいらっしゃるとは……あなたがこの方に浅ましい知識を入れ込んだのですか？」

　シスター・マリアに乗せられるように、周囲の生徒たちも非難めいた視線を湊に向けた。

「その通りです。そして、これらの技術を使えば、超能力なんて非現実的なものに頼らなくても、相手の抱かかえている事情を見み抜ぬくことは可能です。客観的に見て、茜お嬢さまの仰おつしやったことの方が信しん憑ぴよう性せいが高いかと」

　できる限り、周囲の生徒たちにマリアに対して疑念を抱いだく方へ仕向けるように言葉を選ぶ。少しでも、マリアに対する疑ぎ惑わくを強調したかった。

「たしかに客観的に見れば、私の方が不利かもしれませんわね」

「しかもです」

　湊は矢や継つぎ早ばやに言葉をくりだす。

「お嬢さまの話によると、少額ながらすでに、この学園の生徒から金品を受け取っているらしいじゃないですか？　そうですよね、お嬢さま？」

「え？　あ、はい。この学園の生徒数名から、霊れい験げんあらたかな品々を渡わたす見返りに、金品を得ていたという情報があります」

「典型的な詐さ欺ぎですね」

　意外な事実に驚いたのか、教会にいる生徒たちに小さな動揺が走る。シスター・マリアはといえば、別段、この状じよう況きように窮きゆうしている風でもなく、微び笑しようすら浮かべて「ああ、そのことですか」と口を動かした。

「そのことでしたら、一つ誤解があります。私は生徒たちから金品を受け取っていません。私の渡す品物の効果を実感したら、その喜びを他の人に分け与あたえなさい、と言ったまでです。そして、その喜びは海外の恵めぐまれない子供たちに渡されました」

「つまり、募ぼ金きんさせた、ということですね」

「させた、のではなく、生徒が自ら進んで、した、のです」

「ものは言いようですね。今はただ寄付をさせているだけかも知れませんが、将来的には自分に金銭を渡すようにするつもりかもしれない」

「あなたの意見はただの推測でしかありません。根こん拠きよもないですし。今、あなたが行っていることは魔ま女じよ狩がりに等しい、蛮ばん行こうです」

　おいおい、ふざけんじゃねえよ、と罵ば声せいを浴びせたくなる衝しよう動どうを必死に押さえ込んだ。

　湊が怒り心頭に発していると、シスター・マリアが余裕めかした口調で「私が、あなたたちの疑念を断ち切ってあげましょう」と言ってくる。

「疑念を断ち切る？」

「あなたたちの前で、私が本物の超能力者だということを証明してみせましょう」

　そう来たか、と湊は鼓こ動どうが速くなるのを感じた。どうする？　と考えを巡らせる。シスター・マリアが、自分の超能力を証明してみせよう、ともちかけてくることは予想できていた。

　いわば、シスター・マリアとの勝負だ。超能力の正体を見極められるか否か。

「そうですね。……茜お嬢さまが納得する形で、超能力を使って頂けるのでしたら」

「ええ、もちろん」

「それで、その内容は？」

「実は私、聖母マリアの声を聞くことができるんです」

「マリアだけに、ですか」

　湊は苦笑混じりに言った。どんどん色々な設定が出てくるな、とげんなりする。

「声が聞こえるから何なのですか？」

「正確には、聖母マリアと繋つながることができるのです。つまり、聖母マリア像に祈いのられた言葉を聞くことができる、というのが正しい表現でしょうか。この教会の二階にも、聖母マリア像があるのですが。そこで、あなたのご主人様に、祈りの文もん言ごんを呟つぶやいてもらい、遠くに待機している私が、その言葉を言いあてる、というのはどうでしょうか？」

　シスター・マリアが言った瞬しゆん間かん、教会内に響ひびき渡っていた音楽が止まった。どうやらシスター・マリアには仲間がいるらしい。

　そう思っていると、一人のメイドが姿を現した。赤い短たん髪ぱつの利発そうな女性だ。何をしゃべるでもなく、シスター・マリアの脇わきに立った。

「この子は私の補ほ佐さ役を務めてくれているイヴという少女です。愛想はあまりありませんが有能なんですよ」

　シスター・マリアは説明口調で話すと、耳に手をやった。

　何をする気だ、と構えるが、どうやら耳に当てていたイヤホンを取り外しただけのようだ。イヤホンからヘッドセットが伸のび、その先にマイクがついている。

　おそらく今まで、このマイクを使い声を拡張していたのだろう。

　シスター・マリアは、そのマイクつきイヤホンを丸めると、イヴに手て渡わたした。

　イヴは、それを受け取った後、無言でこちらに会え釈しやくすると腕うでをあげ、教会の壁かべを指さした。今まで気づかなかったが、たしかに階段があった。壁に沿うように延びており、その先には手すりのついた回かい廊ろうがあった。こちらを見下ろすことができるようになっている。

　できる限り情報を集める。その階段の脇には、地下へ続いていそうな通路があることに気づく。が、とくに有益な情報とも思えず、意識の外に追いやった。

「二階、というより回廊ですね」

「私の提案をのんでくれるなら、このまま階段を上って行ってください」

　どうしたものか、と悩なやむ。聞いた限りでは、怪あやしいところはない。強いて言うなら、マリア像に盗とう聴ちよう器きのようなものが仕し掛かけられている可能性があるぐらいだろうか。

　茜を見て、視線だけで「どうする？」と訊ねる。茜は軽く頷うなずいて「湊さんがよろしければ」と返事をしてきた。

　この案を受け入れなければ、自分たちは間接的にではあるが、シスター・マリアが本物の超ちよう能のう力りよく者だということを認めたと周囲の人間に思われるかもしれない。ここはシスター・マリアの挑ちよう戦せんを受けるしかない。

「茜お嬢さま、いかがしますか？　とくに問題があるとは思いませんが」

「そうですわね。その案、お引き受けいたします」

「そうですか。それではこちらへどうぞ。チョキッとすませましょう」

　シスター・マリアとイヴは、湊たちを先導するように歩き出した。湊たちはそれに続く。

　シスター・マリアについて階段を上って行く。途と中ちゆう、茜に小声で「シスター・マリアはいったいどうやって、マリア像の前で行われた祈りを読み取るのかしら」と訊ねられた。

「たぶんだけど、もし、盗聴器や盗とう撮さつの類たぐいじゃないなら、さっきのコールドリーディングやホットリーディングの延長みたいな手口で来るんじゃないかな」

「つまり、どうすればシスターに勝つことができるのですか？」

「ううん、そうだな。例えば、シスター・マリアの手口の弱点は、具体的な内容を的中させられないってことなんだ。だから、茜しか知らないような、情報を呟けば、他の人には的中させようがないわけだからあるいは……そういう秘密ってある？」

「……ええ、いくつか」

「じゃあ、その中から周囲にばれてもダメージが少ない秘密を選んで、言えばいいんじゃないかな」

「……なんだ、チョロいじゃない。探たん偵ていを雇やとうまでもなかったわね」

　何者かの悪あく辣らつな台詞せりふが聞こえ、湊は背後を見やった。そこには、聖女と形容できる茜の姿しかない。

「どうかなさいましたか？　湊様」

「い、いや。なにか綺き麗れいな声で、汚きたない言葉が聞こえてきたような……例えるなら、聖女が突とつ発ぱつ的にヘヴィメタルを歌い出したような激げき烈れつな衝しよう撃げきが……」

「？」

「ううん。なんでもないよ。きっと気のせいだろうな」

　湊はかぶりを振り、再度、階段を上り始める。

「ちっ。鈍どん感かんそうな顔して意外と鋭するどいわね……」

「おやおやおや？」

　湊は再度、振り返り、声の所在を確認する。しかし、やはり声を発した人物は見当たらない。茜を見ながら、まさかな、とあり得ない可能性を否定する。

「どうしました？」

「なんでもない。なんでもないはずだ」

　階段を上りきると、回廊に出た。予想していたよりも簡素な空間だ。鉄製の手すりに囲まれた廊ろう下かと表現したほうがいいかもしれない。

　下を見やると、楓香蘭女学院の生徒がこちらを見上げていた。視線を戻もどし、回廊を目で追っていく。ちょうど反対側にマリア像が見えた。ガラスでつくられているのか、透とう明めいなマリア像は暗くら闇やみの中輝かがやいている。

「超能力を披ひ露ろうして頂く前に、あのマリア像を確かめても？」

「ええ、もちろん」

　シスター・マリアの許可を得て、マリア像のもとまで歩いて行く。さきほどまで聞いていた大音量の音楽のせいで耳が痛かった。

　透明なマリア像を手で触さわって入念にチェックした。マリア像そのものには何の細工もしていない。透明なので、内部に盗聴器を仕掛けるのも不可能だ。

　マリア像の周囲も確認したが、呟き声が聞こえる範はん囲いには何も仕掛けられてはいない。

「なにもなかったでしょう？」

「ええ。とくに怪しい仕掛けなどはありませんでした」

「では、さっそくですが。この紙にあらかじめ茜さんが、マリア像の前で祈る言葉を書いておいてください。答え合わせの時に使いますので」

　イヴ、と呼ばれた短髪のメイドは無言のまま紙とペンを手渡そうとした。

「そちらのほうも確認してもよろしいですか？」

「ええ」

　イヴから紙とペンを受け取り、確認する。なんの変へん哲てつもない普ふ通つうのペンだ。紙にも異状はない。

「茜お嬢じようさま、大だい丈じよう夫ぶなようです」

「ありがとう」

　茜はそう言って、紙とペンを受け取った。しばらくの逡しゆん巡じゆんのあと、意を決したようにペンを走らせる。

　湊は、シスター・マリアたちの視界を遮さえぎる位置に移動した。シスター・マリアは茶化すように「あなたは優ゆう秀しゆうな執しつ事じですね」と言ってきた。

　茜は、自分がマリア像の前で呟く内容を書き終えると、紙を半分に折って湊に手渡した。

「よろしくね」

「お預かりします」

　湊は紙を受け取り、胸ポケットに入れた。シスター・マリアは、興味なさげにそれを眺ながめている。自信の表れのように感じ、気分が悪かった。

「それでは、茜お嬢さま。あのマリア像の前で紙にお書きになった内容を呟いてきてください。私はここで、この二人を見張っております」

「ええ。よろしくね」

　マリア像へと歩いていく茜の背中を見送り、すぐにシスター・マリアとイヴに目をやる。今のところ怪しい動きはない。

　しばらくの沈ちん黙もくが続いたあと、湊の頭の上に乗っていた子犬が「ううっ」と唸うなりだした。

「どうしたんだ？」

「グルルッ」

　子犬らしからぬ挙動に戸と惑まどっていると、唐とう突とつにシスター・マリアが「ふふふ、なるほど。可愛らしい悩みだこと」と笑い出した。

「もう、茜お嬢さまがマリア像に何を呟いたのか分かったのですか？」

　バカなっ、と心の中で驚おどろく。シスター・マリアはまだなんの動きも見せていない。同様にイヴも無表情を保ったまま、微び動どうだにしていなかった。

「ええ、聞こえてきましたよ。マリア像に祈られる茜さんの言葉が。ググッと」

　シスター・マリアが手をあげ、髪かみを掻き上げるように耳元に近づける。

　湊はすかさずその腕を掴つかむ。このタイミングで、手を耳元にやるのは露ろ骨こつに怪しかった。

「少し調べさせて頂いてもよろしいですか。もしかしたら、こちらの腕に何かを仕込んでいる可能性もありますので」

「別に構いませんよ。腕だけでいいのですか？」

「どういうことです」

「執事さんが怪しいと思う場所があるなら、隅すみ々ずみまで調べて頂いて構いませんよ。胸でも、おしりでも、ね」

　マリアは意味深な言葉を吐はき、くつくつと笑った。

「腕だけで結構です」

　不快感を隠すように言い、シスター・マリアの腕を調べた。特に何も仕込んでいない。

　そうこうしている間にも、マリア像の前で呟つぶやきを終えた茜が帰って来た。

「ふふ、お帰りなさい。それでは早速、一階に戻り答え合わせをしましょうか？」

　シスター・マリアは、静かな口調で言って階段を下りていった。湊たちもそれに続く。

「湊様、どうでしたか？」

「俺が見ている範囲では、怪しい行動はなかった。もしあの状じよう況きようで、茜の呟きを盗ぬすみ聞きすることができたなら、それこそ本物の超能力ってことになる」

「そうですか。少し安心いたしました」

「たぶん、あいつは一階に下りたら、どうとでも取れる言葉で茜が呟いた言葉を言いあてるはずだ。その時は強く否定するんだ。曖あい昧まいな態度だけはとったら駄だ目めだ」

「はい。肝きもに銘めいじておきますわ」

　一階まで下りてきた湊たちに、生徒たちの視線が集まる。嫌いやな静けさを破るように、シスター・マリアが口を開いた。

「それでは皆みなさん。これから茜さんがマリア像にどういう祈いのりの言葉を言ったのか、その答え合わせをし、皆さんの疑念を断ち切りたいと思います。チョキッと」

「くそっ。だから何なんだよ『チョキッと』って。腹立つな」

「発表の前に訊たずねたいのですが、本当に皆さんの前で、答えを言ってもいいのですか？」

　肩かたを並べる茜と湊に顔をよせ、マリアがぼそりと呟いた。不敵な笑いを浮うかべ、こちらを試すような口調で切り出す。

「茜さんの右側のおしりには、小さなほくろがあるようですね。それが今の彼女の美容の悩みです。私からできるアドバイスは『それは短所ではなく、むしろ長所です』といったところでしょうか」

「……おいおいおいおい、ちょっと待てよ」

　あまりにも具体的すぎるシスター・マリアの答えに、湊は当とう惑わくした。

　なぜシスター・マリアはここまで詳しよう細さいに、茜の悩みを言えるのか。これでは本当に、直接茜の声を聞いたようではないか。

「……嘘うそ、でしょ？」

　茜の霞かすむような声が聞こえる。湊がそちらの方を見ると、顔面を真っ赤に上気させた茜が、肩を震ふるわせていた。

「あ、茜？」

　まさか、もしかして、もしかするのか、と湊は表情を強こわばらせる。これほど細やかな内容を言いあてられるはずがないはずなのに、茜の顔を見ていると、ずばり言いあてられたとしか思えない。

　茜は震える体を懸けん命めいに押さえながら小さく「なんで……」と零こぼした。

「あ、あたしっ……いや、わたくしは、本当に小さな声量でしか祈っていません。なのに、なんで……」



    

  
    
      「だから言っているでしょう？　私の超ちよう能のう力りよくで聞き取ったのです。どうです。これで私の力を信じる気になりましたか」

　シスター・マリアは勝ち誇ほこった顔をつくった。湊は言葉に窮きゆうする。一体どうやって茜の呟きを聞き取ったのか、見当もつかなかった。

「どうします？　一応、答え合わせしてみますか？　執事さんの胸ポケットに入っている紙には、今、私が言った内容が書かれているはずです。それでは皆さん、答えを発表し……」

「わっ、わっ、わっ。駄目、駄目。絶対に駄目！」

　茜が恥はじも外聞もなくわめく。

　茜の言葉を聞き、湊は押おし黙だまった。茜の取り乱しようをみれば、シスター・マリアとの勝敗は一いち目もく瞭りよう然ぜんだ。生徒たちもそのことを察したのか、ひそひそとささやき合っていた。

「ちっ。答え合わせの必要はありません。今日のところは、これで失礼させて頂きます」

「今日のところは、ということは、執事さんは、まだ私の力に納得していないようですね。月並みな言葉ですが、天につばすると自分に返ってきますよ。もし、あなたがたの身に不幸なことがあれば、ここにいらして下さい。私が救って差し上げます」

「結構です。茜お嬢さま。参りましょうか」

　魂たましいが抜ぬけたような表情で「なんでばれたの？　私の秘密」と呟いている茜を促うながし、教会の扉とびらを抜けた。扉を閉める直前に、シスター・マリアと、それに近づいていく生徒たちが目に入り、俺はあんなチョキだとかグーだとかパーだとか言ってる奴やつに負けたのか、と忸じく怩じたる思いになった。

「茜、ごめん。力になれなかった」

　扉を閉め、まず茜に謝罪した。ただでさえ『業界屈くつ指しの代理探たん偵てい』の振りをして、茜を騙だましているのに、さらに依い頼らい失敗までやらかしてしまった。これはもう杏あん仁にん豆どう腐ふの角で殴なぐり殺されても、文句はいえまい。

　こちらの謝罪に気づいていないのか、茜はぶつぶつと聞き取れない独り言を呟いている。

　さきほどまでの、気品溢あふれる態度とは百八十度違ちがうことに、戸惑いを覚えた。

　外を見ると、もうとっぷりと日が暮れていた。街灯の光が夜道を照らしている。

　教会のエントランスを抜けたあたりで、「せんぱーい！」という気の抜けた幼げな声が聞こえてきた。

　視線を茜から、正面に向ける。教会の前には小さな道路が通っており、その道路を横断するように白線が引かれていた。信号もある。

　その道路の向こう側で、茜と同じ制服を着た少女が、茜に向かって手を振っていた。遠目で見ても分かるほど、幼い外見をした少女だ。肩のあたりで切りそろえられたブラウン色の髪が特とく徴ちよう的だった。体の各パーツは細く繊せん細さいなのに、瞳ひとみだけはくっきりと大きい。

　そのバランスが、余計に少女の幼さに拍はく車しやをかけていた。

　湊が、中学一年生ぐらいだろうか、と少女の年ねん齢れいを予想していると、隣となりでふさぎ込んでいた茜が「あ、くるみじゃない」と虚うつろな瞳に少しだけ光を灯して、言った。

「くるみ？　それがあの女の子の名前なのか？」

「う、うん。そう」

　砕くだけた口調で茜が頷うなずく。緊きん張ちようの糸が緩ゆるんだのか、自分を操っている糸が切れてしまったように、言葉使いに警けい戒かいがない。まるで人格が変わったようだ。

　くるみ、と呼ばれた少女は、信号が青になるのと同時に、まるで主人の元に駆かけつけようとするペットのような素早さを見せて、道路を渡わたり、そのまま茜に抱だき付いた。

　くるみを受け止めた茜は、体勢を崩くずしながらもなんとか持ちこたえ「いったい今までどこ行ってたの？」と訊ねた。

「それが酷ひどいんですよ。くるみの言葉使いが悪いからって、今まで補習を受けさせられてたんですよ。くるみ疲ひ労ろう完敗です」

　それは疲労困こん憊ぱいではないだろうか、と思いながらも湊は二人のやり取りを眺ながめる。

　くるみは、茜との抱ほう擁ようを十分に楽しんだのか、体を茜から離はなすと「おや？」と訝いぶかしむ声を出した。

「フィリア様モードから鬱うつモードに入ってるじゃないですか。マイナーな雰ふん囲い気きがぷんぷんです。あの頭のおかしいシスターはどうなったんですか？」

「マイナーじゃなくてネガティブな雰囲気って言うんじゃないのか？　なんかさっきから発する言葉、発する言葉がことごとく惜おしいぞ。つうか、フィリア様モードって何だよ？」

　湊は思わず、訂てい正せいを入れていた。

「そう、それです」

　くるみはそう言って湊に一いち瞥べつをくれると、茜に視線を戻もどした。その直後、すぐに湊に視線を戻し「何なんですか。この男は」と非難めいた言葉を飛ばしてくる。

「何なんですかって……くるみが今日の為ために雇やとってくれた『業界屈指の代理探偵』さんじゃない。何を言ってるの？」

　茜が怪け訝げんそうな顔色をつくる。湊の背中に冷たいものが流れた。まずいぞ、と内なる自分が警けい笛てきをならしてくる。しかし、どう対処していいのか分からない。

「こんな人、くるみ知りませんよ。くるみが雇った『業界屈指の代理探偵』はこんな幸さち薄うすそうな顔じゃないです。業界の中でも三本の指が入る美女ですよ」

「ふぇっ。嘘でしょ？　そんなの聞いてないわ」

　それはそうだろう、なにせ「そんなこと言った覚えはない」のだ。

　湊は後頭部を掻かきながら「はは……」と空笑いし、「色々、訂正はあるんだけど」ともごもごと口を動かした。「三本の指が入る、じゃなくて、三本の指に入るだろ。三本の指をどこに入れる気だよ」

「そう、それです。そしてお前は、三本の指に入らない『偽にせ物ものの代理探偵』です」

「湊様？　嘘、ですよね。湊様が偽物だなんて。だってあんなに専門的な知識をもってらっしゃるんですから」

　茜が霞む声で訊ねてくる。どうすれば、この少女を傷つけずに、かつ、自分の命の安全が保証されるのだろうか、と懸けん命めいに考えた。不可能だ、と即そく座ざに結論が出る。

「アレだよね。どうせ同じプレゼントを貰もらえるなら、本物のサンタでも偽物のサンタでも関係なくないかな」

　我ながら何様のつもりでこの台詞せりふを口にしたのか、まったく分からない。



    

  
    
      　二章『嘘うそがばれた薄はつ幸こう執しつ事じ、嘘つき少女に延命交こう渉しようをする』

　　　　＝穴の中にいるなら、掘ほり下さげるのはやめよ
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　世界は絶望に満ち満ちている。少なくとも俺の周囲には異常なまでの密度で、絶望がひしめいている。

　自分が偽物の代理探偵だという事実が暴かれた湊みなとは、さきほど、豪ごう華かな食事が振る舞まわれた屋や敷しきの一室にいた。両手を後ろ手に拘こう束そくされ、床ゆかに座らされている。まるで犯罪者扱あつかいだな、と苦笑する。

　ストーカーから逃のがれるために、偶ぐう然ぜん辿たどりついた学園に他人の振りをして潜せん入にゆうし最後には嘘がばれて拘束される。自じ嘲ちようを通り越して諧かい謔ぎやく的ですらある。

「この屋敷には他に誰だれかいないのかな。できれば助けを呼びたいんだけど」

「誰もいませんよ。女子寮りようの隣となりの敷しき地ちにある先せん輩ぱいの屋敷の一室ですからね。本来なら偽物ごときが入れる部屋じゃないんですけど、他に部屋はありませんから。というか、なんでそんなに余よ裕ゆうぶってるんですか？　くるみ呆あきれます。もうちょっと肩かた幅はばの狭せまい態度は取れないんですか？」

「うん、俺の肩幅はこれ以上にもこれ以下にもサイズ調整はできないな。肩かた身みの狭い、だろ。てか、肩身が狭いでも、ちょっと違う気がする」

「そう、それです」

「弱ったな……さらに面めん倒どうくさくなってきた」

　誰に対してでもなく呟つぶやく。まさかここに来て、死し刑けい執しつ行こう人がミコトから茜あかねにタッチするとは思ってもみなかった。

「何をしても無む駄だですよ。往おう生じよう際ぎわが悪いですね」

　くるみは棘とげのある口調で言い、湊を見下ろした。そのあと部屋の片かた隅すみに置いてある椅い子すに座って項うな垂だれる茜を見やり「先輩も先輩ですよ」と苦情を口にした。

「あ、あたし？」

「そうです、先輩です。どうやったら『業界屈指の代理探偵』と『なんだかよくわかんない男』を間ま違ちがえるんですか」

「だ、だって。犬を、犬を連れてたんだから仕方ないでしょ」

「犬をって……まだまだ子犬じゃないですか。どう考えても探偵の愛犬としての貫かん禄ろくなんて皆かい無むじゃないですか。いわく感とか覚えなかったんですか？」

「こんな女の人しかいないとこに、男の人が現れるなんて、そんな難解な展開、ジョイスすら書かないわよ」

「誰ですか？　ジョイスって。困ったら文学ネタに走るのはやめて下さい」

　くるみは、ぴしゃりと言い切った。

　まるで、母親に怒おこられる子供だな、と湊は頬ほおをゆるめた。出会った時に感じた気品や厳おごそかさからは、驚きよう異い的な勢いで遠ざかっている。

　湊は「いわく感ってなんだよ？　疑ぎ惑わくと違い和わ感かんが混じってるだろ。言葉は混ぜても意味が強くなることはないぞ」と律りち儀ぎに訂正を入れて「その辺は、俺の方に非があるんだよ。俺がわざと『業界屈指の代理探偵』に成りすましたんだ」と白状した。

「わざと、ですか？」

「そうだよ」

「そんなことするリミットがどこにあるんですか。くるみ疑問です」

「メリット、だな。いやリミットもあったにはあったんだけど……追われてたんだよ。それでこの学園まで追おい詰つめられていて、そこにちょうど、茜がやってきたんだ。話を聞いていると、どうやら俺を誰かと間違えているらしかったから、それを利用させて貰ったんだ。後ろに追っ手も迫せまってたし、他に逃にげられる案もなかった」

「つまり、メリットもリミットもあったってことですね」

「面倒くさいけど。そういうことだよ」

「それをくるみに信じろと？」

「信じて貰うしかないよ」

「仮に、お前の言うことが正しかったとしてですね。お前の心ない嘘のせいで、先輩は大混乱ですよ」

「そうよ、過不足なしの大混乱よ」

　茜が咳せき払ばらいをして、こちらを見てきた。

「まず、あなたは、あたし達の雇った『代理探偵』ではない。これは間違いないのね」

「ああ」

「ちっ。なんのための敬語だったのよ」

「え？　今舌打ちした？」

「してないわよ。ちょっと黙だまってて」

　その言葉使いを聞き、茜の湊に対する興味や関心が、吹ふき消されるろうそくの火のように消失するのがわかった。



    

  
    
      「くるみ、それで今、私たちが雇った『業界屈くつ指しの代理探たん偵てい』さんはどうしてるの？　もう一度、依い頼らいすることは可能？」

「無理の無理無理です。あの人はかなり気分屋で、しかも時間にはうるさいですから。約束の時間を守らない人の依頼は受けてくれません」

「なんで、こんなことに……」

　茜が絶望的な顔色で呟く。悲ひ壮そう感や焦しよう燥そう感を首からかけているようだ。その感情が、湊に対する怒いかりや恨うらみに変化するには、さほど時間が必要ないように思われた。

「えと、その、殺される前に命ごいさせて貰うけど、助けて下さい。靴くつぐらいなら舐なめるんで」

　湊は、床に頭をつけて、迅じん速そくに謝罪の体勢に入った。これ以上に進しん退たい窮きわまるのを回かい避ひするのに恥はじも外聞もなかった。

「今いま更さら謝られても後の祭りよ。どうして最初に本当のことを言ってくれなかったの？」

「空腹だったんだ。敵に追われてたし。学園の中に逃げ込めて、おいしいご飯も食べられるって聞いたんで、そりゃあ嘘もつくだろ？」

「ちょっとっ。なに開き直ってるのよっ」

「多少なりとも情状酌しやく量りようの余地があると思うんだけど……」

「はんっ。なに、開き直ってるんですか。その貧相で幸さちの薄うすそうな顔をどうにかしてから出直してこいってやつです。だいたい、くるみは先輩の近くに男がいること自体が気にくわないのです。先輩の隣りにいていいのは、先輩の二の腕うでは、くるみだけで十分です」

「右みぎ腕うでじゃないのか？　二の腕だとただのぜい肉だから、邪じや魔ま者ものだろ？　というか、酷ひどい言われようだな。結局、お前は男の俺のことが嫌きらいなだけじゃないか」

「そう、それです。そしてその通りです。先輩に近づく男は、例外なくくるみの敵です。だいたい、お前が、くるみたちの敵である可能性はゼロじゃないんです。あのシスター・マリアの仲間かもしれません」

「おいおい、勘かん弁べんしてくれよ。それはさすがにえん罪だ」

「それはどうかしら。そもそも、なんでただの『普ふ通つうの高校生』が、コールドリーディングだとかホットリーディングだとか、ヒトラーの人心掌しよう握あく術だとか知ってるのよ。おかしくない？」

　茜が疑いのまなざしを向けながら言った。嫌いやな質問をしてくれる、と湊は過去のトラウマを呼び起こされる気分になる。記き憶おくの扉とびらが、ぱたぱたと音をたてて開いていき、湊を苦しめた。

「……それは説明したくない。ただ、俺の運のない人生に関係はあるよ。今まで、犯罪と名の付くものにはことごとく巻き込まれてきたからな。嫌でもそういう知識がつくさ。それに、もし俺が茜の敵なんだとしたら、どうして、あのマリアの詐さ欺ぎの手口を説明する必要があるんだよ」

「まあ……、それはそうよね。あたしが、間違えなかったらあんたはこの学園に入れなかったわけだから、悪意のある敵ではないはずね。悪意のない敵ということもあるけど」

「そうなんですかねえ」

「そうだよ。仮に俺が敵であっても、悪意はないんだ。茜、この分からず屋にもっと言ってやってくれ。確かに俺は茜を騙だました人間ではあるけど、それと同時に色々なトラブルに巻き込まれている被ひ害がい者しやでもあるんだ。場合によっては一つの法ほう廷ていで、被ひ疑ぎ者しやと原告のダブルヘッダーを務めることのできる不思議な存在だと」

　早口でまくしたてる湊に動じるわけでもなく、くるみは平然と「まあ、調べれば分かりますけどね」と制服のポケットから茶色い財布を取り出した。

　見覚えのある財布だ。すぐにそれは自分の財布であることに気づく。

「あっ。お前いつの間にっ」

「拘束した時にです。財布の中を確認しましたが、学生証が出てきました。これであなたについて調べさせてもらいます」

「おいおいおい、俺にも一応な……」

「テレパシーはありませんよ」

「ああ、もちろんだ。俺にはそんな能力はない。俺にあるのはプライバシーだ」

「そう、それです。ともかく、あなたは先せん輩ぱいを騙したんですから、自分の身の潔白を証明する義務があるんです」

　それを言われると弱い、と湊は言葉に窮きゆうした。湊の沈ちん黙もくを肯こう定ていと解かい釈しやくしたのか、くるみは茜に「では先輩行きましょうか？」と笑顔で言い、扉に向かって行った。

「身元が判明するまでの辛しん抱ぼうよ。さすがにあなたにこれ以上、責任を追つい及きゆうしても仕方ないしね」

「あんまり怒ってないんだな。突とつ然ぜん、言葉使いが変わったからもっと激げき怒どしてるんだとばっかり」

「あたし、あまり怒り方が分からないの。身の潔白が証明できたら、この学園から解放するから」

　どこまで根が純じゆん粋すいな少女なのだ、と湊は平服したい気持ちになった。それと同時に、ん？　学園からの解放？　と、致ち命めい的てきな言葉も聞き逃のがさない。

「ちょっと待ってくれ。今、この学園から追い出されたら、俺はミコトの餌え食じきに……」

「わかってるわ。でも仕方ないでしょ？　この学園にあなたの居場所はないしね」

「おい、やっぱり怒ってるんじゃないのか？」

「こんな奴やつ、ほっといて、早く行きましょう」

　くるみが茜の手を引いて部屋から出て行き、部屋の空気が静かになる。

「やばいぞ。これは非常にやばい」

　よく考えれば、もっと考えて行動すべきだった、と湊は今更ながらに後こう悔かいした。さきほどの教会での一件が、最初で最後のチャンスだったんだ。あの時に、きっちりとシスター・マリアの超ちよう能のう力りよくを見み抜ぬいておけば、今いま頃ごろ、温かい食事と布団が待っていたのだ。

「それが今や、温かい食事どころか、ミコトとの劇的な邂かい逅こう目前だ。くそっ。どうやってマリア像の前で呟つぶやいた内容を聞き取ったんだよ。今からでも、その仕掛けが分かれば、なんとかこの学園にとどまれるはずだ」

　とは言うものの、やはりいくら考えても分からない。ただ超能力でないのは確かだった。マリア像の前で呟かれた内容を言いあてる、などという限定的な力を超能力と認めていいわけがない。

「絶対に、タネがあるはずなんだ。なあ？」頭の上にいる子犬に話しかける。

「あんっ」

　そうか「あんっ」なのか、と無意味に納得し天てん井じようを見上げた。豪ごう華かなシャンデリアの先せん端たんが見える。もしかしたらシャンデリアが落ちてきて、自分の頭を粉ふん砕さいするかもしれない、というビジョンが浮うかんだ。妄もう想そうの類たぐいではなく、今までの経験から導きだされる経験則とでもいうべき予感だった。

　体を転がし、移動する。遊んでいるとでも思ったのか、子犬が楽しそうにじゃれついてきた。髪かみの毛を噛かみ、引っ張ってくる。

「いてっ。おい、やめろよ。別にこれは遊んでるんじゃないんだ」

　そう言って諭さとしてみるが、子犬はお構いなしにじゃれついてきた。今度は移動する目的ではなく、子犬から逃れる為ために転がる。

　すると、逃げた先に、さきほどまで茜が座っていた椅い子すがあり運悪くぶつかった。ぶつかった椅子は、バランスを崩くずし転倒して、近くにあったテーブルに当たる。どちらも高級そうな漆うる塗しぬりの家具だ。

　テーブルがわずかに揺ゆれる。テーブルから何かが落ちてきて、湊の頭にぶつかった。

「あいだっ。なんなんだよ。なんでこんなところにテーブルなんてあるんだ？」

　部屋にテーブルがあるのはごく当たり前のことだが、湊はそう毒づかずにはいられない。

　自分の頭に当たったのは携けい帯たいだった。特注品なのか、木目柄の上品なデザインをした携帯だ。二つ折の携帯だが、落ちたショックで開いた状態になっている。

　湊が「誰だれの携帯だ？」と言うのと、携帯電話が振しん動どうするのは同時だった。

　タイミングを見計らったような振動のしかただ。

　絶対にろくでもない電話に違ちがいない、と湊は確信する。少なくとも、俺が聞いたらいけないタイプの電話だ、と。すぐにでも携帯の電源を切りたかったが、残念なことにというか、当然なことにというか、湊は身動きが取れる状じよう況きようではなかった。

「おい」

　湊は、藁わらをも掴つかむ思いで、子犬に語りかけた。子犬はちょこんと座り、首を傾かしげている。

「いいか、今、そこで振動している携帯の電源を切ってくれ。右の方のボタンを適当に押せば電源が切れるはずだ」

　湊が真しん剣けんな面おも持もちで訴うつたえると、子犬は目に精せい悍かんな光を灯し、使命感を帯びた頼たのもしさすら見せて、携帯に近づいていく。

　子犬は、携帯の左側のボタン、すなわち通話ボタンを押した。

「ああっ、もうっ。なんでこんな時に頼たよれる存在が犬だけなんだよ」

　固かた唾ずをのんで、携帯を見守る。数秒の間を置き、『もしもし』という女性の声が携帯から流れてきた。『もしもし。聞いてるんですか？　先生』

「先生？」湊は、眉まゆをひそめる。

『なに居留守してるんですか？　その後の原げん稿こうの調子はいかがですか？　もう締しめ切りまで時間はありませんよ」

　なんの話だ？　と湊が疑問に思っていると、突然部屋の扉が開き、茜が姿を現した。

「湊さん、あたし、この部屋に携帯を忘れて行かなかった？」

　茜がそう言って、湊を見やると、湊の近くに落ちていた携帯から『ともかく、原稿の締め切りはもう延長できません。きっちり約束は守って下さいねっ。先生の本は愉ゆ快かいなほど売れてないんですから、これ以上、原稿が遅おくれるようなことがあれば、刊行延期ではなく、刊行中止で業界追放ですっ』という荒あら々あらしい言葉が流れ、通話が切れた。

「……今の聞いた？」

　ドスのきいた声が、湊の耳に入ってくる。こんな恐おそろしい声を出す人間は、よほど凶きよう悪あくな面つら構がまえに違いない、と考え、周囲を見み渡わたすが、部屋にいるのは茜ばかりだった。

「ねえ、まさか、なんだけど。今のやくざ屋さんのような声は茜が出したの」

「あたしの質問に答えて。今の電話の内容を聞いた？」

　見ているこちらが凍こおり付くような、能面さながらの冷たい顔に、湊は顔を引きつらせた。

「き、聞いてない、と言ったら信じる？」

「信じると思う？」

「信じると思うと思う？」

「思わない」
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「もうっ。あんた本当になんなの？」

　茜が、心底呆あきれたような顔つきで言ってくる。湊は困ったように頭を掻かき、返答しあぐねていた。

　くるみの調査により、とりあえず東京辺境にある公立高校の停学中の学生である、ということは証明され、拘こう束そくは解かれていた。どうやったかは知らないが、自分が孤こ児じで現げん役えきの苦学生である、という情報まで掴んでいた。

「どうやったら、誰かに追われてる最中に子犬を拾って、バスに乗らなくちゃいけなくなって、しかもバスの行き先がこの楓ふう香こう蘭らん女学院で、その楓香蘭女学院には問題が発生していて、その問題を解決に来た『業界屈くつ指しの代理探たん偵てい』と間ま違ちがわれて、先輩の先走りのせいで問題の解決に失敗して、最終的には『先輩が小説家だ』っていう最重要機密に辿たどりつくんですか。くるみ、びっくり仰ぎよう天てんです」

「ほんとにね。あたしもびっくり仰天よ」

「ああ、俺もびっくりだ。驚きよう愕がくだよ。まさか茜の人格がここまで変へん貌ぼうするなんて。普ふ通つう、出会って半日で相手の呼び方が、『湊様』『あなた』『あんた』って三回も変わるか？　こんなに劇的な人格の変化は、俺初めて見たよ。もしかして、二重人格？」

「そんな訳ないでしょっ。ジキルとハイドは好きだけどね。あたしはあたし、よ」

「あんだけ清せい楚そな雰ふん囲い気きだったのに、俺の中での茜の株が急落してる」

　今一番驚おどろき、焦あせっていることがそれだった。外見こそ、聖女もかくや、というほど洗練された少女なのに、その少女の口から出てくる言葉が、田舎いなかのアホな女学生を彷ほう彿ふつとさせるものばかりだ。決してあってはならぬギャップだろう。

「それはこっちの台詞せりふよ。こっちはあんたのことを『業界屈指の代理探偵』だと思って、丁てい寧ねいに接していたのに。このあたしがよ？　それがいざ、蓋ふたを開けてみれば『ただの運の悪い学生』だなんて。ただの嫌いやがらせ以外の何物でもないわ」

「おいおいおい、嫌がらせは言い過ぎだろうが。だいたいそっちが、人ひと間違いなんて愚ぐを犯すから、こういう状況になってるんじゃないか」

「あんたが、変な敵に追われてるのが悪いに決まってるでしょ。何なのよ、『運が悪い』って。言い訳にしても稚ち拙せつすぎない？　幼よう稚ち園えん児じでももっと高度な言い訳するわよ」

「言い訳じゃない。俺が並んだレジは、かならず進まなくなるし、薬局に薬を買いに行っただけなのに消費税５％還元セールで店が混雑していて、なかなか薬が買えなかったり。そういうことばっかりだよ」

　湊は今まで経験してきた、数々の不運を思い出し肩かたを下げた。

「今回もそうなんだ。別に俺は茜が小説家だという事実を知りたかったわけじゃない。なのに、だ。なのに、俺は何もしていない……てわけじゃないけど、ともかく、何もしようとしてないのに、茜の秘密を知ってしまうっていう結果になっちゃったんだよ」

「そんなことってありえるの？」

「ありえるんだ。俺だって納得してないけど、事実、俺がここにいる」

「はいはい先輩。ちょっとくるみ意見があります」

　くるみが背筋を伸のばし、手を挙げる。

「この人の主張が嘘うそか真まことかはおいといてですね。さっさとこの人を学園の外に追い出した方がよくないですか？　手元においておく利点がないです」

「あっ。お前っ、俺のこと茜から遠ざけたいだけだろ」

「ばれました？」

「そうね。こんな奴が近くにいるとあたしの運気まで下がりそうだし。それにあんた、この学園の外に敵が迫せまってるのよね」

　茜の顔に天使の微び笑しようがもどる。怒いかりの矛ほこを収めて、友好的な関係を築こうとしてくれているのかもしれない、などとは思わなかった。今から獲え物ものを狩かろうとしている殺人犯も笑顔はつくるものだからだ。

「おいおいおい、お前まさか、ここに来て俺を学園の外に追放する気かよ。さっきの俺の土下座を返せよ」

「当然よ。罪には罰ばつを。『罪と罰』。小説のタイトルにもなってるぐらい当たり前の言葉の組み合わせなんだから。あたしの怒りの鉄てつ槌ついをその身でもって食らうがいいわ」

「おい、さっき怒おこり方がわからないとか言ってた奴はどこだよ。そいつを出せよ」

　どうする、と湊は頭を回転させる。

　今いま更さら、このように腹黒い少女と別れることに、未練もなければ罪悪感もなかったものの、今すぐにこの学園を追い出されるのは非常にまずい。

　何か、手はないだろうか。せめて、この場を切り抜ぬけるぐらいの策があれば。

　そもそもなぜ、茜はこれほどまで劇的に人格を変貌させたのか。もはや変貌というより進化と言ってもいいぐらいだった。

　自身が作家であるという秘密がばれただけで、こうまで豹ひよう変へんされたのではたまったものではない。

　つまり、作家という秘密の顔の裏には、何か知られたくないことがあるということだ。

　答えから、式を導き出すように、湊は記き憶おくを逆算していく。なぜ、茜は作家であることを隠かくしているのか。なぜ、この学園の生徒であるはずの茜が、シスター・マリアの事件を解決しようとしているのか。なぜ、くるみは今いるこの屋や敷しきを『先せん輩ぱいの』と表現したのか。なぜ、そのことに違い和わ感かんを覚えず、受け入れてしまったのか。

　なぜ、なぜ、なぜ、と疑問が、沼ぬまの底から浮き出る気き泡ほうのように、あふれ出てくる。

　この疑問を論理的につなぐ解とは。

　そこまで考えを巡めぐらせて、湊はひらめくものがあった。試してみる価値はある、と茜を見上げた。

「茜。お前、この学園か学園の生徒に何か隠し事ごとしてないか」

「な、なんのことよ」

「この学園でのお前の立場を悪くするものだよ。なあ、フィリア様」

「なっ」

　フィリア様、という単語に、茜は明らかに狼ろう狽ばいした。顔から笑みが消え、浮うき足あし立だちそうになるのを必死にこらえるように、全身に力が入る。

「なるほどな」

　湊は納得するように笑顔をつくった。「フィリア様っていうのは、茜の肩かた書がきとか、役職とかそういうものなんだな？」

　台詞にこそ疑ぎ問もん符ふをつけていたが、これは確信に近かった。そうすれば、だいたいの説明がつく。

「なんでただの生徒である茜が、『代理探偵』を雇やとってまで、シスター・マリアの事件を解決しようとしているのか、不思議だったんだ。でも、このフィリア様っていう呼こ称しようが、この学園における茜の肩書きなら色々と納得がいく」

「ど、どういうことよ」

「皆みなまで言わせたいなら、言ってやる。この屋敷は普通の学校でいう部室みたいなものだろ？　じゃなきゃ、そこにいる語ご彙いに乏とぼしい奴やつが『先輩の屋敷』なんて奇き妙みような表現をするはずがない。じゃあ、なぜ、一いつ介かいの生徒にこんな屋敷が丸々与あたえられてるか？　お前がかなり特別な人間だからだ。それに、あの教会で、シスター・マリアの超ちよう能のう力りよくに待ったをかけたとき、他の生徒たちは、戸と惑まどいはしたが、混乱はしてなかった。ようは、茜がそういう行動をとってもおかしくない立場の人間だってことだ。そして、その立場を表すのが『フィリア様』っていう単語だろ？」

　湊は、矢や継つぎ早ばやに自分の憶おく測そくを口にした。茜の顔から血の気が引いていくのが分かり、首の皮一枚繋つながった、と内心で快かい哉さいを叫さけんだ。これで、この少女に、一時の感情にまかせた間接的な殺人を犯させることを阻そ止ししたことになる。

「あんたのその理り屈くつが正しいとして、それがどうしたっていうのよ。そんなことが露ろ呈ていしても、あんたが学外追放を受ける事実は変わらないわ」

「はははっ。おいおいおい、なんでお前はそんな強気でいられるんだ？」

「？　逆にあたしがあんたに問いたいわ。なんでそんな強気でいられるのよ」

「決まってるだろ。なんで茜が作家であることをひた隠しにしてるのか想像を巡らせれば、答えは簡単に導き出されんだよ。茜、お前、自分の立場を利用して小説を書いてるだろ？　さっきの締め切りの電話を思い出してピンときたよ。ここから先は、鶏にわとりが先か卵が先か、の話だけどな。いずれにせよ、あんたは学園で特別な立場にあって、その立場を利用していることを隠している」

「ちょっと、先輩。こいつ本当に何者なんですか？　なんでこんなにバンバン推理を的中させてくるです」

「そんなこと、あたしが聞きたいわよっ」

　茜の語調が強くなる。嫌な予感がよぎったのか、目め尻じりを痙けい攣れんさせながら「あんた何考えてるのよ」と来た。

「今の俺たちの相関図を簡単に説明するとな。お互たがいのジョーカーを握にぎり合っているってことだよ。俺は学園の外に出たくない。なにせ、寸すん暇かを惜おしんで、こちらを付つけ狙ねらう熱ねつ狂きよう的な敵がいるからな。そして、茜は、俺のことを学園の外に追い出すことはできない」

「なんでよ？　あんたの物理的な生せい殺さつ与よ奪だつなんて『明暗』を執しつ筆ぴつしている時の夏目漱そう石せきをひねるより簡単よ」

「強がるなよ。俺だってお前の社会的な生殺与奪を握ってるんだ。いいか、もし俺を今学園の外に放り出してみろ。俺は俺の敵にあらゆる交こう渉しようを持ちかけて延命処置にかかる。その後は、お前が自分の立場を利用して、小説を書いていることを広めてやる。当然、色とりどりかつ、夢のような虚きよ飾しよくを織り交ぜてな。場合によっては、お前がポルノ小説を書いているってことにしてやる」

「し、失礼ねっ。あたしが書いてるのはミステリーよりの児童文学よ。ペンネームだって『あかね　そら』だしタイトルだって『少年探偵団』だし、どこにも淫いん靡びな要素なんてないわ」

「そうか、なるほど。新しい情報をありがとう」

「あっ。あんた。まさかあたしを誘ゆう導どうしたわね。それでも男なの！」

「今は男女平等の時代なんだ。それ以前に、国民は文化的で最低限度の生活を営む権利があるって憲法で保障されてる。俺だって生きるために必死なんだよ。手段を選んでなんてられるか」

　湊は若じやつ干かんの弁解を述べる。神しん妙みような面おも持もちを保ったまま、「それで、どうする」と、解答をせまるクイズ番組さながらの台詞せりふを口にする。

「俺は不運の神に愛されている自信がある。これまでに巻き込まれた事件も『誘ゆう拐かい』『強ごう盗とう』『窃せつ盗とう』『放火』『殺人』六法全書にひっかかる大たい抵ていのものは経験がある。それでも、今まで、全部を解決して生きてきたんだ。この状じよう況きようで、シスター・マリアの事件を解決できる可能性があるのは俺だけだぞ」

「うっ」

　茜が、言葉に詰つまる。何かを計算するように口を一文字に結んだ。ゴキブリを素手でわしづかみにしろ、と強要されたような表情をつくり、露ろ骨こつに息を吐はいた。

「……わかったわ。まずは話し合いましょう」

「はあ、助かった……」

　湊は、小さく安あん堵どの息を吐く。



「あーあ、面めん倒どうくさい。なんであたしがこんなことをしなきゃなんないのよ」

　茜が革張りの椅い子すにもたれかかり、世のすべてを倦うむような態度をとる。いよいよ、茜という少女の本ほん性しようが暴ばく露ろされはじめている、と湊は苦笑した。

「面倒くさいのは俺だ。それで、まずはこの徹てつ頭とう徹てつ尾び、意味不明な状況の説明からしてくれないか」

　拘こう束そくを解かれた湊は、縛しばられていた手首をさすりながら訊きいた。茜は、湊の質問を聞いているのかいないのか、霞声を発する。

「別に、あたしだって好きで聖処女ピユアネス・フイリアをやってるわけじゃないわよ」

「聖処女ピユアネス・フイリア？　おい待てよ。なんだよそれ。また新しい単語が出てきたぞ。そういうことを細かく説明しろって言ってんだよ」

　憮ぶ然ぜんとする湊に対して、茜は「面倒くさいわねえ」と億おつ劫くうそうな台詞を口にし、「くるみ、説明してちょうだい」と指示を出す。

「はいな。まったくフッシーは理解力がないですね。聖処女ピユアネス・フイリアはフィリア様の正式名めい称しようですよ」

「フッシー？　それは俺のことか？　人のことを赤い服を着た髭ひげのおっさんを乗せる緑色の恐きよう竜りゆうみたいな呼び方するなよ」

「フッシーと聞いて赤いおっさんを乗せる緑色の恐竜を連想するなんて、フッシー何歳ですか？　ちょっと感覚古くないですか？」

「余計なお世話だ。それで何なんだよ、フッシーって？」

「くるみはネーミングセンスはプロの漫まん画が家にも劣おとるとも勝らないものを持っているのです」

「もっと志こころざしを高く持てよ？　勝るとも劣らない、だろ。劣りっぱなしじゃないか」

「さきほどフッシーは、『自分の元に不運がやってくる』と言いましたね？」

「ああ、言ったし、それは事実だよ。この状況がその証しよう拠こだ」

「どうでしょうか？　フッシーに不運が吸い寄せられるのではなく、フッシーが不運そのものなんじゃないんですか？」

「お前、人が一番考えないようにしていたことをっ」

　湊は口元を歪ゆがめる。くるみの言った話は荒こう唐とう無む稽けいにもほどがあるものだが、だからと言って否定するには材料と根こん拠きよに乏しかった。

「それいいわね。それを採用しましょう。それだと、この状況にも納得がいくわ。あんたはきっと『パンドラの箱』なのよ。この世の災さい厄やくをすべて詰め込まれた箱。太だ宰ざい治おさむの小説のタイトルにもなってるわ」

「人を災厄そのものみたいな言いかたするなよ。つうか、あんたって呼ぶな。俺は湊だ」

「あんたなんてあんたで十分よ。あんたはあたしの執しつ事じな訳だから、あたしがあんたをどう呼ぼうがあたしの勝手よ」

「おいおいおい、ざけんなよ。誰だれがお前の執事になるって言ったよ。そんな物好きここにはいねえよ」

「いるじゃない、ここに。あんたが着てる服は何？　うちの使用人が着る服よ」

「だったら、俺が着てた服を返せよ。すぐに着き替がえるから」

「捨てたわよ。あんな服」茜があっけらかんと言い切る。「あんなばっちいの」

「ばっちくねえよ。きっちり洗せん濯たくはしてる。ただ見た目が、ぼろ切れの親しん戚せきに見えるだけだ。というか何で勝手に捨てるんだよ」

「だって必要ないでしょ。あんな巧こう妙みように服の振ふりをしたぼろ切れを着て、この学園をうろついてみなさい。可及的速すみやかに学外追放よ？　あんた今、学園の外には出れないんでしょ」

「勝ち誇ほこったような顔するなよ」

「勝ち誇ってるのよ。とにかくね。あんたは黙だまってあたしの手伝いをしてくれればいいの。聖処女ピユアネス・フイリアの使用人として」

「ちっ。とにかく話題が戻もどったな。それで何なんだよ。聖処女ピユアネス・フイリアって？」

「簡単に言えば、この学園で一番人気のある生徒ってことですよ。毎年、全校生徒の中から投票で決められるんです。この学園でもっとも清らかな淑しゆく女じよは誰か？　それで今年は先せん輩ぱいが選ばれたわけです」

「きわめて不本意だわ。なんであたしが聖処女ピユアネス・フイリアなんかに……」

「俺だって不本意だよ。なんでお前が聖処女ピユアネス・フイリアなんかに」

「そこで、先輩が文筆業をしている、という事情が出てくるわけです」

　くるみは、何が得意なのか、鼻の穴を大きく膨ふくらませながら説明する。

「フッシーはもう聞いたかもしれないんですけど、この学園、何が不満なのか不思議な事件をやたらと引き寄せるやんちゃな性格なんです」

「やんちゃ、っていう言葉の使いどころが間ま違ちがってるとは思うけどな。それで？」

「で、それに目をつけた先輩は、学園で起きる事件や事故を調査して、それを元に小説を書いていたわけですよ。そしたら先輩の行動が噂うわさになって、いつの間にか、学園の生徒たちが色々と悩なやみ相談をもちかけるようになったんです」

「そしたら、今年の投票であたしが聖処女ピユアネス・フイリアに選ばれたのよ。普ふ通つうだったら、その年の生徒会長とかが肩かた書がきだけ兼けん任にんするんだけど、今年になってから、ひっきりなしに生徒たちからの悩みがあたしに寄せられるようになって……」

「でも、それって茜にとっては好都合なんじゃないのか？　元々、学園の事件や生徒の悩みをネタに小説を書いてたわけだろ？　だったら今の状況に何の不満があるんだ」

「不満しかないわよっ」

　茜が声を荒あらげ、椅子から立ち上がった。

「あたしにだって、好みはあるわ。今までは、自分で解決できそうな事件や悩みしか受け付けてなかったの。それが今年になってから、厄やつ介かいな事件からどうでもいい悩みまで、のべつまくなし、次々とやってくるのよ。おかげで原げん稿こうを書く時間はなくなるわ。睡すい眠みん時間は減るわ……。あげく、今年度に入って初めての事件が、あの『グーチョキパー』大好きの自じ称しよう超ちよう能のう力りよく者のジャンケン・マリアよ？　人のことおちょくってるの？」

「んだよ。ジャンケン・マリアって？　ネームセンスなしだろ」

　興奮なのか高こう揚ようなのか、とにかく感情を高ぶらせ、肩かたで息いきをする茜を見ながら、湊は呆あきれた顔を作った。

「そんなにその聖処女ピユアネス・フイリアが嫌いやなら、選挙で選ばれた時に、断ればよかったんじゃないのか？　『あたしが人助けをしてるのは、小説を書くためで、心からの善意ではありません』って」

「できるわけないでしょ。そんなのあたしのプライドが許さないわ。あたしは周囲から理想のお嬢じようさまって認識されてるのよ」

「理想って言うのは、届かないから理想なんだな」

「うるさいわね」

「なんか自業自得のお手本のような状況だな。で、茜の本は、その労力に見合った売り上げがあるのか？」

「も、もちろんよ。それこそ飛ぶ鳥を落とす勢い……」

「残念ですけど」とくるみが肩をすくめる。「絶望的に売れてません。デビューしてから一度も重版したことないですしね。重版処女ですよ。ちなみに、現実でも処女です。非の打ち所のない究極完全態処女アルテイメツト・ヴアージンですよ……」

「ちょっと、くるみっ。なに余計なこと言ってんのよ」

　茜は赤面しながら、くるみの口を無造作に押さえた。こちらを睨にらみ付けるように目を細め、「とにかく、明日あしたから本格的にジャンケン・マリアの調査をするわよ。また明日、ここにくるから今日はもういいわ」と言い残すと、くるみを連れ、足早に部屋を後にした。

　一人部屋に残された湊は、なんだかますます厄介なことになってきたぞ、と心の中で言い「そうか、茜は究極完全態処女アルテイメツト・ヴアージンなのか」と頷うなずいた。

　それにしても、事件をやたらと吸い寄せる学園に、事件をやたらと吸い寄せる俺を呼ぶとは、不幸の神様もおいたが過ぎる。
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　茜とくるみが女子寮りようへ帰り、一人になった湊は携けい帯たいを確認した。電源を入れ、ディスプレイを見る。

「やめてよ、こういうの」

　湊はうめくように呟つぶやいた。着信が四十件あった。ミコトと最後に通話してから、数分に一回の割合で、電話がかかってきている。

　ごくごく普通に常じよう軌きを逸いつしている。

「くそっ」

　携帯電話をソファーに叩たたきつけた。鈍にぶい音がなり、携帯がソファーに沈しずむ。

「なんで俺の周りにはまともな人間がいないんだっ」

　とにかく出会う人間、出会う人間、そのことごとくが奇き妙みような人格を抱かかえていたり、不可思議な事情を持っていたりする。そして狙ねらい澄すましたかのように、自分と関わることになるのだから、笑えない。

　ソファーの端に目をやると、子犬がすやすやと眠ねむっていた。この子犬になりたい、と願わずにはいられない。

　湊が疲つかれたように、ソファーに腰こしを下ろし、いい加減にしろよ、と思っているとちょうど携帯が振しん動どうした。四十一件目の着信だ。むろん、ミコトからだ。

　憂ゆう鬱うつな気分に耐たえながら、湊は携帯の着信を拒きよ否ひにする。しばらくすると、また携帯が振動した。今度は通話ではなくメールだ。

　嫌な予感を覚えながら、メールの文面を確かめる。

──湊くんへ。

　　今、湊くんがいると思われる風香蘭女学院の前にいるのですが、警備が堅かたく、中々、上手く潜せん入にゆうすることができません。湊くんのことだから、また厄介なトラブルに巻き込まれていることと思いますが。心配しないで下さい。私が湊くんのことを助けてあげるから。

「おいおいおいおい、これはどういうことだよ。なんで俺がこの学園にいることを確信してんだよ。まるでその現場を見てるみたいじゃないか」

　湊が苦言を呈ていすると、また携帯が振動した。メールだ。もはや億おつ劫くうな気分になることすら面めん倒どうくさく感じ、文面を確かめる。

──湊くんへ。

　　なお、さきほどの文面は私の想像で綴つづられたものです。気にしないで下さい。

「絶対にどこかで見てるだろ！」

　湊の叫さけびが屋や敷しきに広がる。



　　　　４



「ちょっとっ、いつまで寝ねてるのよ。さっさと起きなさい」

　翌朝、湊の目を覚まさせたのは、茜の罵ば声せいだった。声質は透すき通るように、綺き麗れいな声なのに、語調は限りなくマッチョなうめきなのだから目覚めは最悪だ。

　眠い目をこすり、ベッド代わりに使っていたソファーから起き上がる。周囲を見み渡わたすと、見慣れない瀟しよう洒しやな内装が目に付いた。

　寝ぼけながら、昨日の出来事は夢ではない、と認識を新たにする。空の色は、膜まくをはったように暗い群ぐん青じよう色だった。

「おい、まだ空が白んでるじゃないか。いったい何時だよ」

「もう五時半よ」

「まだ五時半だ」

　再度、ソファーに寝ね転ころぶ湊を、茜は慈じ悲ひのかけらも見せずに蹴けり上げる。脇わき腹ばらに鈍い衝撃が来た。湊は、顔をしかめながら渋しぶ々しぶ起き上がる。

「おい、暴力を振るうなよ。俺はな、短たん絡らく的な行動をとる奴やつが嫌きらいなんだ。そういう奴に限って、人様に迷めい惑わくをかける」

「あたしもね。昨日から急に嫌いなタイプの人間ができたわ」

「後学のために教えてくれよ」

「小説の世界でもないのに、やたらと不運な出来事に遭そう遇ぐうする奴よ」

「奇き遇ぐうだな。俺だって、そいつのことはあまり好きじゃない。同情はするけど」

　お互たがいに、たまった鬱うつ憤ぷんという名の膿うみをしぼりだしたところで、湊は「それで、こんな朝早くどうしたよ？」と訊たずねた。

「あのね。あんたは知らないかもしれないけど、この学園では、この時間から活動するのが普通なの。時間のゆとりは心のゆとりに繋つながるのよ」

「締しめ切りに迫せまられてる作家の言葉とは思えない」

「分かってないわね。作家が本当に切せつ羽ぱ詰つまるのは、締め切りが近づいてくるタイミングより、締め切りが遠ざかるタイミングよ……いや、そうじゃなくて、そろそろあたしも仕事をする時間なの」

「仕事？　作家の仕事か？」

「んなわけ、ないでしょ。あたしは一応学生だから兼けん業ぎよう作家よ。軍医総そう監かんまで昇のぼった森鴎おう外がいみたいなね」

　茜が胸を張りながら言う。起き伏ふくの乏とぼしい胸が強調された。この胸のどこに、この尊大さが入っているのか疑問でならない。

「なに、ぼんやりしてんのよ」

「え？　あ、いや」湊は、しどろもどろになりながら「茜はどこまで、自分を大きく見せようとするのかな、と思って。森鴎外なんてビッグネーム、俺だって知ってる」と言った。

「知ってても、森鴎外が軍医だって知ってる人は今時すくないわ。それに、森鴎外が仕事の合間をぬって執しつ筆ぴつしていたのに、文筆業をしていることを周囲から揶や揄ゆされてたりとか」

「そういう知識は豊富なんだな。そんだけ色々なこと知ってて、なんで、ジャンケン・マリアの超ちよう能のう力りよくを見破れないんだ？」

「知識の方向性の違ちがいよ」

「それで、こんな朝早くから仕事ってなんの仕事だよ」

「聖処女ピユアネス・フイリアの仕事よ。昨日、生徒から悩み相談されるって言ったでしょ。こんな朝早くでも、一日、一人か二人は相談にくるのよ。この屋敷は、あんたが言った通り、聖処女ピユアネス・フイリアがその活動で使う部室みたいなものよ。この部屋に悩みを抱えた少女がやってくるわけ。まったく、わたしは便利屋でもなければ、聖人でもないのに……」

「だろうな。お前は便利屋でもなければ聖人でもなく、売れない作家だ」

「嫌みのつもり？　いい？　純文学の中では死後に名を上げて、売れる作家もおおいのよ。葛か西さい善ぜん蔵ぞうなんて今や教科書にも出てくるし」

「お前の書いてる小説は、純文学なのかよ」

「……エンタメよ」

「だったら俺が言った嫌みを素直に受け止めろよ」

　くだらないやりとりをしていると、扉とびらがノックされる音が聞こえてきた。途と端たんに、茜は居住まいを正し、漆しつ喰くいの机とセットになっている椅い子すに座る。透き通るような声こわ色いろでどうぞ、と言った。

　扉が開き、くるみが姿を現した。その背後には、見知らぬ少女が立っている。茜と同じ服を着ているということは楓香蘭女学院の生徒のようだ。今まで、何一つ苦労をしてきておらず、今後もする予定もない、純じゆん粋すい無む垢く丸出しの清せい楚そな少女だ。

「グッドバーニングです」

「グッドモーニングだろ？　なんだよ、よく燃えるって？」

　湊がすかさずつっこみをいれると、隣となりで座っていた茜が「こほん」と咳せき払ばらいをした。見てみると、こちらを睨みつけている。目の色だけで「上品に振ふる舞まえ」と語っていた。

「失礼しました。おはようございます。くるみお嬢さま。今日はどのような用件で？」

「お客さんですよ。屋敷の前でおろおろしてたんで、連れてきました」

「そうですか。くるみ、ご苦労様。それで、いったいわたくしにどういう用事かしら」

　清楚な少女がそんな言葉を口にする。湊はそれが一いつ瞬しゆん誰だれなのか分からないほど目を奪うばわれた。すぐに冷静な自分が「それはさきほどまでやさぐれていた少女だよ」と親切に教えてくれた。

「……黙だまるか、演技をし続けていれば、理想の女の子なのに……」

　独り言を聞かれたのか、茜の目が鋭するどくなり、こちらを見み据すえてくる。湊は咳払いをし、誤ご魔ま化かす。

　くるみの背後に佇たたずんでいる少女は、気き恥はずかしそうに目を伏ふせ、もじもじしながら口を開いた。

「ええと。フィリア様、ごきげんよう」

　少女が、こちらに目をやりながら言ってくる。せわしなく目を動かし、落ち着きがない。まるで珍ちん獣じゆうのような扱あつかいだな、と湊は苦笑いを浮うかべた。

「ええ、ごきげんよう」

「その、フィリア様はわたくし達の悩なやみを聞いて、的確なアドバイスをして下さるとうかがったのですが……」

「わたくしが力になれることでしたら、よろこんで」

　嘘うそだ、と湊はすぐに分かった。表情こそ、天使のような微び笑しようを作っているが、それは顔の筋肉を無理矢理動かしてつくった技ぎ巧こう的な笑みだ。巧妙に、億劫そうな雰ふん囲い気きを隠かくしている。

　その事実を知らない少女は、安あん堵どの息を吐はき、「実は……」と切り出した。

「わたくしには、仲良くさせて頂いている友人がいるのですが、その方とおつきあいしていることを、身内には秘密にしていたのです」

「それはどうしてですか？」

「はい、その友人のお家とわたくしの家は、あまり仲がよくなくて……」

「無理に説明する必要はありませんわ。だいたいの事情は察しました」



    

  
    
      「ありがとう存じます。そういう事情もあって、その友人と仲良くさせて頂いていることは隠していたのですが、先日、帰郷した際に、両親に携けい帯たいを見られてしまい、その方と親しくしているとばれてしまいまして……」

　なるほど、と湊は内心で頷うなずく。やはり、それなりの家で育った少女というのは、経済的な自由はあっても、人間関係については束そく縛ばくされるのか。

「家族の方はなんと仰おつしやってるの？」

「その方との縁えんは切れと……」

　そこで少女は、目に涙なみだを浮かべた。目め尻じりにしわが寄り、そこに涙がたまっていく。こういう世界には、交友の自由もないのか、と少女に同情する気持ちになる。

「その方とは会ったり連れん絡らくし合ったりすることはできないのですか？」

「ええ、友人は、一つ上の先せん輩ぱいですので、なかなか自然に会うことは」

「大変だなあ」

　そこまで言ったところで、どこからか、子犬が湊に向かって投げられ、顔面を直ちよく撃げきした。強い衝しよう撃げきによろめき、倒たおれ込む。子犬は遊んでいると思っているのか、嬉うれしそうに尻しつ尾ぽを振っている。見てみると、茜が鬼おにの形相でこちらをにらんでいるのが目に入る。

「あ、あの、さきほどから気になっていたのですがそちらの殿との方がたは？」

　少女がおどおどした調子で訊ねた。さきほどから、ちらちらとこちらを見てきたことは知っていたが、よほど男が珍めずらしいのだろう。実に居い心地ごこちが悪い。

「こちらは、わたくしの使用人の樋ひ口ぐち湊です」

「使用人？　フィリア様がこの学園に男性の使用人を？」

「す、すこし事情がありまして」

　茜は、取り繕つくろうように笑顔で「本当にその方と連絡を取り合う術はないのかしら」と話を元に戻した。

「ええ、携帯は両親に取り上げられてますし……あっ、同じ部活で週に一回、ピアノの発表会があります。でも、両親の依い頼らいで他の人たちから監かん視しされてるみたいですし、直じかに会話することは……」

「そう、弱りましたわね」

「弱ったですねえ」

　茜とくるみが、顎あごに手をやり逡しゆん巡じゆんしている。それを見て湊は、なぜこのような問題で悩むのか理解できなかった。これだけの条件がそろっていて、なぜこの問題を解決する方法が分からないのか、その理由が分からない。

　三人寄れば文もん殊じゆの知ち恵え、のはずだが、これでは永遠に文殊に肉にく薄はくすることは不可能ではないか？

　湊がぼんやりと三人を眺ながめていると、茜が椅子から立ち上がり、「少し、空気を入れ換かえますね」と言って、窓際に立っている湊に近づく。

　すれ違いざまに茜に肩かたを組まれたことに動どう揺ようする。ラグビー選手が円えん陣じんを組むように、むりやり腰こしをかがめさせられる。ひそひそと、小声で話しかけられた。

「ちょっとあんた、何してんのよ」

「何してるって、お前に言われた通り、執しつ事じの振りをしてんだよ」

「まったく気がきかないわね。で？」

「で、ってなんだよ。文脈考えろよ」

「何か手はないわけ？　あの子が友達と意い思し疎そ通つうする方法とか」

「なんでそれを俺に訊くんだよ」

「あんたがあたしの使用人だからよ。あんたの知識はあたしのものだし、あたしの知識はあたしのものなの」

「堂々とジャイアニズムを披ひ露ろうするなよ」

　湊は苦情を言ったあと、小さくため息を吐ついた。これ以上、不毛なやりとりをするのもばからしい。湊は「それじゃあ、適当に俺に合わせろよ」とささやくと、体勢を戻もどし、少女を見た。

「なるほど暗号とは良いお考えですね。茜お嬢じようさま」

「「暗号？」」少女とくるみの声が重なる。

「ええ。せっかくピアノという道具があるのですから、ピアノを使いそのおつきあいしている方にメッセージを送ればいいとは、さすが茜お嬢さま、聡そう明めいです」

「そ、それは、どのようにすればよろしいのかしら？」

　少女が袋ふくろ小こう路じの暗くら闇やみに、光が差した、と言わんがばかりに訊たずねてくる。

「あまり、私はピアノのことに詳くわしくないのですが。音楽である以上、ドレミファソラシという音でできているのでしょう？」

「ええ、単純に一つの音階では、♯や♭もありますから、休きゆう符ふを含ふくめれば十二個ぐらいですね」

「湊さん。この子に方法を説明してあげて」

　茜が調子を合わせて言ってくる。湊は「はい、お嬢さまに代わり、私が、暗号についてご説明しましょう」と断りを入れ言葉を続ける。

「その十二種類の音に１から12までの数字を割わり振ふれば、相手にメッセージを伝えられませんか？」

「数字を割り振る、ですか？」

「湊さん、説明してあげて」

　お前はそれ以外に台詞せりふが思い付かないのか、と湊は口に出したくなる衝しよう動どうを堪こらえた。

「分かりました。どなたにでも分かるように説明いたします。まず、あいうえおの五十音のすべてに数字をつけます。『あ』なら『一・１』で『か』なら『二・１』と言った具合に。なので例えば『あ、い、し、て、い、ま、す』だと『一・１』『一・２』『三・２』『四・４』『一・２』『七・１』『三・３』となるわけです。これにさきほど音おん符ぷに割り振ふった数字を当てはめると……」

「ド、ド、ド、ドの♯、レ、ドの♯、ミ、ミ、ド、ドの♯、ファの♯、ド、レ、レとなるわけですのね」

　少女が顔を輝かがやかせながら言ってくる。

　湊は「まあ」と気け圧おされながらも返事をし、「暗号をどのように相手に伝えるかによりますが、これを使えば相手にメッセージを伝えることも可能かと存じますが」と続けた。

「ありがとうございます。早速試してみますわ。フィリア様、素敵な執事さんですわね」

　少女は嬉き々きとしてそれだけ言い残すと、足早に退いた。奇き妙みような空気が室内に漂ただよう。

「素敵な執事さんだとさ」

「ただの運の悪い男なのにね。それにしてもよく、一いつ瞬しゆんであんなこと思いついたわね」

「くるみも驚おどろきです。脱だつ毛もうします」

「はげるなよ。脱だつ帽ぼうだろうが。まあ、こればっかりは経験の差だろうな」

「その経験ってなんなのよ」

「……秘密だよ。まあ、ざっとこんなもんだ。見直したか？」

「いばらないでよ。ただたんに運がない人生を歩んで来ただけでしょ。お願いだから、この学園にいる間に不幸なことを引き寄せないでよ」

「お願いしている人間の態度ではないな。そればっかりは約束できない。運がないから首は縦に振れない。がんばってんだけどな」

「直木三十五みたいな開き直りしないでよ」

「例えがわかんねえよ。なんなんだよお前は」

　湊が苦情を言い、肩をすくめる。そのあと「それで、これからどうするよ」と訊ねた。

「どうするって何がよ？」

「ジャンケン・マリアについてだよ。ただ漫まん然ぜんと過ごしてても、状じよう況きようは好転しない」

「そんなこと分かってるわよ。まったく行動を起こさない人物が主人公の小説に、ドラマは生まれないしね。とりあえず、このまま学校に行ってジャンケン・マリアに騙だまされてる生徒から話をきくわよ」

「なんだよ、きくわよって。まるで俺も行くみたいじゃないか」

「みたい、じゃなくて行くのよ。あたし達は常に人材不足に悩なやまされているの」

「その人材不足に俺を組み込むなよ。いい迷めい惑わくだ」

「そんなこと言ってもいいの？　昨日は脅おどされて焦あせったけど、よく考えれば、『自分の秘密』と『自分の命』、天てん秤びんにかければどっちが重いか分かりそうなものだけど」

「ちっ。たぶんアホの子だから、永遠に気づかないと思っていたのに、気づいてしまったな論理の階層の問題を」

「いい、イニシアティブを握にぎってるのはあたしよ。あんたは、あたしの言うとおりに動いてくれればいいの」

　茜が釘くぎを刺さすように言う。堂々と天てん井じよう知らずに肥大していく傲ごう慢まんさに嫌いや気けがさすものの、反論する材料が見当たらない。

「だいたい女子の学舎に、男の俺が現れるのも、混乱しないか？　羊の群れに狼おおかみが現れるようなもんだ」

「大だい丈じよう夫ぶですよ。男と言っても所しよ詮せんは使用人ですからね。たぶん、好こう奇きな目で見られても、恐おそれられることはないと思いますよ」

「そういうもんか？」

「そういうもんよ。この学園の生徒は、使用人＝自分たちに尽つくしてくれる安全な人っていう認識しかないしね」

「だからジャンケン・マリアにころっと騙されるんだろうな」

「とにかくね。さっさと登校するわよ。たぶん、なんとかなるんじゃない？」

「なんでお前はそういい加減なんだ。ていうか俺が登校するのは決定事じ項こうかよ」

　言いながら、お嬢さま学校とはいかなる場所なのか、湊はそれなりに興味があり、あわよくば、何か劇的な事件の進展も起きるのではないか、と期待した。

　と言えば、過言かもしれない。
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「本当に、誰だれ一人、俺のことを怖こわがらないんだな」

　学園が運行するトロッコバスに揺ゆられ、楓香蘭女学院の校舎にやってきた湊は、そんな感想を漏もらした。さきほどから何人もの女子生徒とすれ違ちがっているが、全員がちらちらとこちらを見て、楽しげにひそひそと何かを語るが、特別警けい戒かいしている風でもなかった。

「だから言ったでしょ？　誰だれもあんたのことなんて怖がらないって」

「それは、それで、妙みような気分だけどな。怖がられないけど、やたらと視線を感じるし。あと妙な気分と言えば……」

「ぺちゃくちゃ五う月る蠅さいわね。それになんでその子犬も一いつ緒しよに連れてきてるのよ」

「しょうがないだろ。ついてくるんだから。それに五月蠅くなるのも仕方ないだろ？　色々新しん鮮せんなんだよ。この校舎、外観と中身がまったく違うしな」

　事実だった。校舎の外観は赤あか煉れん瓦がで作られていた。落ち着いた雰ふん囲い気きがある。上から見れば校庭を囲むように、校舎が延のびているのだろう、と想像した。学舎の端はしには、角櫓やぐらのような建物が建っており、それが学舎と学舎を繋つなぐ形になっている。

　蒼そう古こな建築物を思わせるものだった。しかし、いざ校舎の中に入ってみれば、かなり現代的な内装だった。白い材質で作られた廊ろう下かと壁かべは、以前映画で見た宇宙ステーションを連想した。校舎内は廊下にもエアコンが完備されているのか、快適な室温に調節されている。

　また、談話室も用意されており、茜と湊はそこにいた。

「なんて言うのか、俺が知ってる高校ではないな」

「あたり前じゃない。この学園の学費、いくらだと思ってるのよ。まず一いつ般ぱん人じゃ払はらえないわ」

　茜が、新聞の記事でも読み上げるような口調で言う。持てる者の自じ慢まんではなく、ただの事実を告げる口調には、好感が持てた。

「嫌いやみなく聞こえるのが凄すごいよな。でも俺はこの学園にいると自分のちっぽけさを痛感する。俺程度の人間が、この国に与あたえている経済効果なんて、海の中に子こ猫ねこのミルク皿に入る水をそそいでるだけなんだよ」

「難しい表現するわね。そんなに、自分がちっぽけな存在なのだと思いたいなら、一度『薤かい露ろ行こう』を読むべきね」

「かいろこう？」

「ええ。夏目漱そう石せきが書いた小説の題名にもなってるけど、そっちじゃなくて、挽ばん歌かの方よ。古代中国で霊れい柩きゆう車しやの綱つなをひく人達がうたった歌なんだけど、どれだけ人間がちっぽけな存在か分かるわ」

「やめとくよ。悲観的になるのは趣しゆ味みじゃない。つうかお前、本当に色々知ってるな。なんでそんなに文学に詳しいんだよ」

「好きこそ物の上手なれ、よ」

「好きでも売れない物がある」湊は口ずさむように言う。

「……殺すわよ」

「ふと思ったんだけどさ。茜は普ふ通つうのエンタメを書いてるのに、なんで文学にばかり詳しいんだ。普通の、の定義によるかもしれないけど、普通の小説は読まないのかよ」

「読むわね。ただ読み過ぎるのも禁物よ。無意識のうちに他の人の影えい響きようを受けちゃうしね」

「そういうもんか。小説に関しては慎しん重ちようなんだな。現実じゃあ、見切り発車するのに」

「そういうもんよ。じゃあ、普通の小説の話をしてあげるわ。『セカチュー』っていう小説があったでしょ？」

「セカチュー？　ジコチューの親しん戚せきか何かか？」

「違うわよ。『世界の中心で愛を叫さけぶ』よ。あれは今こそベストセラーだけど、発売当初はそれほど売れてなかったの。つまり、あたしの小説もその可能性が……」

「知ってるか？　奇き跡せきっていうのは実現しないから奇跡っていうんだ」

「……本当に死にたいの」

　どうでもいい会話を続けていると、談話室の扉とびらの方から『失礼します』という清せい楚そな声が聞こえてきた。視線を向けると、予想通り、楓香蘭女学院の女子生徒の姿があった。

　少女が姿を現すと、茜はやさぐれた雰囲気を潜ひそめさせ、神こう々ごうしさすら滲にじませ「ごきげんよう」と言った。もはや、詐さ欺ぎ罪で訴うつたえられても文句はいえない激変ぶりだ。

「ごきげんよう、フィリア様。くるみさんから伺うかがったのですが、なにやらわたくしにお聞きになりたいことがあるとか」

「ええ、そうですの。わざわざ足を運んで頂いてありがとうございます」

「とんでもありませんわ。フィリア様直々にご用があるだなんて光栄です。それでご用件は？」

「ええ、先日、シスター・マリアから何か特別なものを渡わたされたとか」

「へえ」

　と湊は声を漏らす。茜も何も考えずに動いているわけではないようだ。この少女はマリアに騙されている少女に違いない。まずは問題の外そと堀ぼりから埋うめていくのは正解だ。

　茜の質問に、少女は満面の笑みをつくり「まあ、フィリア様もシスターに興味がおありなんですか」と言った。

「ええ、とっても」

「そうですか。シスターは本当に尊敬できる方です。わたくし達の悩みを真しん摯しに受け止めて下さって……シスターの助言通りに行動すれば間ま違ちがいがありませんの」

「そのあたりのこと詳くわしく教えて頂きたいのですが。まず、あなたがシスター・マリアに悩みを相談したのは、自発的にですか」

「ええ、ずいぶんと評判がよろしかったので。わたくし最近、やることなすことすべてがうまくいかずに悩んでいたこともあって」

「それでシスター・マリアはなんと助言を？」

「『今はそういう時期だから、ググッと耐たえるべき』だと仰おつしやってました。『何事にも終わりは来ます』と」

「ちっ。また、その口調か」湊は誰にも聞こえないように呟つぶやく。

「シスター・マリアは、そう助言をしただけですか？」

「いいえ」少女はかぶりを振ふる。「もしどうしても耐えられないというなら、シスターのお力で、運気を変えることもできる、と仰って、パワーストーンを埋めこんだロザリオを下さいました」

　少女は首からかけたロザリオを取り出し、茜に見せる。茜の肩かた越ごしに湊もそれを確認するが、特に変わったところのないロザリオだった。安価そうにも高価そうにも見える。

「このロザリオを頂いたとき、シスターは何か仰いまして？」

「ロザリオの効果は最初は小さなもので、実感しづらいものだから、日常の些さ細さいなところにまで、気を配りなさい、と仰いました」

「そうですか……。そのロザリオを頂いた際に、なにか対価のようなもの求められましたか？」

「いいえ……あ、対価、というわけではないのですが、ロザリオを頂く際に注意というかアドバイスのようなものを頂きました」

「「なんと？」」茜と湊の声が唱和する。

「たしか『幸福というのは有限の資源なので、あなたが幸せになった分、世界のどこかにしわ寄せが来ています。なので、自分が幸せになった分と見合うだけの善行をしなさい。ただあなたが不幸になっては元も子もないので、あなたが余分に持っているものを他の人に分け与えなさい』と」

「それで、あなたはどうしたのですか？」

「えと、私が余分に持っているものと言えば、下品なお話ですがアレぐらいなものなので、海外のボランティア団体に少しばかりの心付けをさせて頂きました」

「そうですか。とても参考になりましたわ。ありがとうございます。やはりシスターは素敵な方ですね」

　茜が心にもない台詞せりふを口にすると、少女は満足したのか大きく首しゆ肯こうした。「少しでも参考になったのなら幸いですわ」と言い残すと、茜に会え釈しやくをし、退室しようとする。

　ふと疑問に思うことがあり、湊は少女に声をかけた。

「なにか？」

「シスターのことで最後に少し質問が。シスターはあなたに何か不思議な力を見せましたか？　なにか、こう、超ちよう能のう力りよくのような手品のようなそういうものを」

　少女は記き憶おくを辿たどるように視線を上に向け、しばらくのあと、「いいえ」と言った。「わたくしはロザリオを頂いただけですが」

「そうですか」

「もう、よろしくって？」

「あ、いえ。あと一つだけ。この子のことをどう思いますか？」

　湊は、頭の上にのせている子犬を指さし、訊たずねる。少女は笑顔を見せながら「可愛らしいワンちゃんですわね」と来た。

「今、この子の里親を探しているのですが、如何いかがでしょうか。恵めぐまれない子犬に愛の手を」

「申し訳ありません」少女はにべもなく断る。「わたくし、犬アレルギーですの」と言い、今度こそ退室した。

「で、何か分かった？」

　人の気配が完全に消えるのを待って、茜が訊ねてくる。さきほどの聖女の笑顔は消え、慈じ悲ひや慈じ愛あいからは遠く離はなれた存在になっていた。

「何か分かったかってなんだよ。ほとんど茜が質問してたんじゃないか」

「そうよ。情報を集めるのは、あたしやくるみやあんたの役割で、手に入れた情報から、考えを巡めぐらせるのはあんたの役割よ」

「おいおいおい、ふざけんなよ。俺の役割だけ二つもあんじゃねえか。結局全部、俺がするのかよ。どっかのガキ大将でももう少し良心的な論理で来るぞ」

「うるさいなあ。はじめからそういう約束でしょうが、それで、何かわかった？」

　まさにとりつく島もない、と湊は辟へき易えきする。こちらが懇こん切せつ丁てい寧ねいに理を尽つくして説明しても、この理り不ふ尽じんな役割分担を覆くつがえせる可能性といえば、これはもうウナギに乗って空を飛べと命令されるよりも困難なレベルだ。

「ちっ。まあいいや。はじめから茜に論理的な推理は期待してない。さっきのやりとりで分かったことはいくつかあるんだけど、まず、ジャンケン・マリアは騙だます相手の罪悪感を利用して、金を巻き上げるんだな」

「罪悪感？」

「ああ、さっきの子も言ってただろ。あのジャンケン・マリアは『幸福は有限の資源で、誰だれかが幸せになった分だけ、誰かが不幸になる』って。つまり、『お前を幸せにしてやるけど、その分、不幸になっている人間もいるってことを忘れんなよ』ってことだよ」

「幸福が有限の資源なら、あんたの人生いったいどうなってるのかしら」

「俺が訊ききたいぐらいだ。神様もしわを寄せすぎだ」

「まあ、あんたのことはおいといて。それにしても、なんとも婉えん曲きよくな脅おどしね」

「だけど効果覿てき面めんだったわけだろ？　実際にあの子は、ジャンケン・マリアの言うことを信じて、海外に募ぼ金きんしたんだし」

「理り屈くつは分かったけどさあ。でも、それって騙された本人が『幸せになった』と実感して初めて行われることでしょ？　ジャンケン・マリアはどうやって、あの子を幸福にしたわけ」

「だからこその『日常の些細なところにまで、気を配りなさい』って台詞だよ。どんなに運気の落ちてる人間でも、どこかで運のいいことがあるはずなんだ。今日の外出は天気が良くてよかったな、とか、今日は一度も信号に引っかかってないな、とか」

「あんたはそんな経験あるの」

「ほとんどないな。天気に恵まれたこともなければ、信号に引っかからなかったこともない」

「普通の人なら納得できそうな言葉でも、あんたが言うと、皆かい無むになるわね」

「とにかくだな、ああやって色々な理屈を作り上げて、相手を無意識のうちに手のひらで転がしてるんだ」

「でも、この段階ではまだ、あのジャンケン・マリアは一文も得してないわよね？」

「ちょっとは、そのない頭を働かせろよ。いいか、これはまだジャンケン・マリアの計画の下地段階だよ。人は人を幸福にするのは難しいけど、不幸な目に遭あわせるのは簡単なんだ。ジャンケン・マリアの力を信じている連中が、自分の身に大きな危険が起きたらどうすると思う？　もちろん、その危険っていうのはジャンケン・マリアがわざと作ったものだけどな」

「へ、そりゃあ、自分のことを幸福にできる便利なジャンケン・マリアにすがりつくわね。『どうかわたくしを助けて下さい』ってね」

「そうだよ。そこがみそだ。そこでジャンケン・マリアは本当の目的を果たすわけだよ。俺がジャンケン・マリアなら『あなたを助けることは可能ですが、あなたを助けた分、さらに不幸になる人が現れます。でも、簡単にそれらの人を幸福にする方法がありますよ』と言うな」

「あたしがジャンケン・マリアなら、その台詞のあとに『だからいっぱいお金ちょうだい？　それでその人を幸福にするから、わたしに任せてよ』って言うわね」

　湊は、そうだとも、と頷うなずく。「ようやく、理解できたか？」

「ええ、理解できたわ。それで、最後のジャンケン・マリアが超能力を使ったか？　っていう質問はなんだったの？」

「ああ、あれは」

　湊は思い出したかのように口を開く。「とくに意図はなかったんだけど、まあ、持ち前の慎しん重ちようさというか、石橋を叩たたいて壊こわす性格が出たって感じかな」

「あのね。あんたの言い回しは、全部がくどいのよ。くどい表現を使う小説は基本的に売れないわよ」

「だったらお前の小説は、そのくどい表現の百科事典だろうよ。俺が思ったのは、ジャンケン・マリアがあの超能力を使ったのは、俺たちだけじゃないのか、ってことだ」

「だからどういうこと」

「おい、なんでもかんでも答えだけを求めようとするなよ。面めん倒どうくさい。あのな、基本的にジャンケン・マリアの手口っていうのは、偽占うらない師しや詐さ欺ぎ師しの手口と変わらないわけだ。心理学やメンタルマジックを使ったものだからな。だから、そういう知識を持った人間が現れるとすぐにネタバレしちゃうわけだよ。だからそういうときの為ために、あらかじめ、誰にも悟さとられることのない超能力もどきを用意しておいて、疑われた時にだけ、その力を使うんじゃないかな、って思ったんだ」

「ようは、あたし達みたいな人専用に用意したってことね」

「うん、そうだ。で、だな。もしかしたら基本的には、ジャンケン・マリアは俺たちを撃げき退たいした時のような超能力もどきは使わないんじゃないかな。ただでさえ、種のないトリックを得意としてる奴やつだ。種のある超能力に頼たよるのは、追おい詰つめられた時だけだろう。ジャンケン・マリアの目的と手口と奥の手が分かったってことは、あとは情報量の勝負だよ。あいつに騙されてる生徒の情報を集めれば、何か見えてくるんじゃないのかな？」

「なるほど、知ってたわ」

「嘘うそつけ」

「とにかく今日は、手分けして騙されてる人の話を聞きまくりましょう」

　茜の言葉に、湊はうんざりするような表情をつくる。『なるほど』のあとに『知っていた』という言葉が繋つながるのは斬ざん新しんだな、と感想を抱いだく。



「それで、くるみを獣けものにして、一日中調査してたわけですね」

　放課後になり、屋や敷しきに戻もどってきた湊と茜は、くるみのジト目にさらされた。あきらかに機き嫌げんを損ねているが、機嫌を損ねても、ここまで実害のない生命体も珍めずらしい。

「のけものにして、だな。お前のその表現だと、精力絶ぜつ倫りんの淫いん獣じゆうになってるみたいだ」

「失敬な。人を精力のくだものみたいに言わないでください」

「獣だな。それだとお前はとうとう、生物ですらなくなって、『私はバイアグラである』と認めたことになる」

「ちょっと、あんたたち何漫まん才ざいしてるのよ」

「漫才っていうより、国語の教育だな。茜は、国語のプロなんだろ？　なんでこいつの日本語をただしてやらないんだよ」

「ただしてやらないんじゃなくて、ただしても、やらないのよ。あるいはやれないの」

「先せん輩ぱい、くるみのことを見くびって貰もらっては困ります。本当のくるみはやれば出来る子です」

「なにその出来ない子の言い訳は？　じゃあ、くるみはなんで、そんなに学業が低空飛行なのよ。じきに飛行機から潜せん水すい艦かんに乗り換かえて、深海に旅立ちそうな勢いじゃない」

　心配なのか、呆あきれなのか、もしくは、侮ぶ蔑べつなのか、複雑な声こわ色いろをつくり茜が言う。茜とは対照的に、くるみは太平楽に「大だい丈じよう夫ぶですよ」と根こん拠きよ不明の自信を覗のぞかせた。

「くるみはですね、褒ほめられて伸のびる子なんです。でも学校の授業では、誰も褒めてくれません。必然、学校での成績は伸びることはないわけです」

「ようは永久に、伸びることのない伸びしろにすがってるってことだろ？　いいことを教えてやるよ。豚ぶたがいくら神様にお願いしても子こ鹿じかにはなれないんだ」

　湊の辛しん辣らつな言葉を無視し、くるみは「その証しよう拠こにですね」という言葉を出だしにして、制服のポケットから紙の束を取り出した。

　仕事を探すときの履り歴れき書のような紙の束だ。紙の一枚一枚に写真が添てん付ぷされている。

「なんだ、それ？」

「あたしが、くるみにお願いして、ジャンケン・マリアの被ひ害がいにあってると思われる生徒の情報を手に入れてきてもらったのよ」

「どうです」

　くるみは胸を張る。

「この学園の生徒で、学園のデータベースに侵しん入にゆうできる人がいますか。これぞ、くるみが優ゆう秀しゆうな証拠です」

「情熱の傾かたむけ方を著いちじるしく間ま違ちがえてるな」

「じゃあ、見ないんですか」

「見る見る」

　くるみから紙の束を受け取り、一枚一枚確かめていく。紙に添付されている女子生徒たちは、一様に上品な顔立ちだった。上品で、世せ間けん知ちにうとく、処世術に偏かたよりがある。そういう顔だ。ただ、知性や品性などは必要十分以上に身につけていそうだった。

「みんな明らかに上流階級の教育を受けてきたって感じだな。与あたえられるままに、知性と教養を磨みがいてきた感じだ。精神的ブロイラー、ってね」

「まあ、この学園の生徒なんてそんなもんよ。家の顔として機能すればいいように教育されるんだから。自分で考えて行動されるより、言われたまま行動する素直な子供の方が扱あつかいやすいのよ。だから、あんなジャンケン・マリアみたいな奴のいいなりになっちゃうのね。これだから考えることをやめた人は駄だ目めね」

「どの口がそんなこと言ってんだよ。すでにジャンケン・マリアの超ちよう能のう力りよくを見破るのを俺に投げてるくせに。こんな時こそ、文学の知識で自分を叱咤しろよ」

「あえて言うなら、夏目漱そう石せきの『こころ』の三章に出てくるＫの台詞せりふね。『精神的に向上心のない奴は馬ば鹿かだ』というのが出てくるわ。含がん蓄ちくがあって、あたしは好きよ」

「だったらちょっとはその台詞を見習えよ」

「嫌いやに決まってるじゃない。好きな文章や台詞通り動いていたら、破は綻たんした人格になるのは目に見えてるわ。『コップ酒、ひや酒、ビイルとちゃんぽんに到いたっては、それはほとんど戦せん慄りつの自殺行こう為いと全く同一である』ってね。お酒も文章も混ぜると危険なの」

「それはなんの言葉だよ」

「『酒の追つい憶おく』よ」

「その題名を聞く限り、お前が言ってる意味で書いてる雰ふん囲い気きではないけどな」

　湊は悪態を吐つきながら、手にある資料に目を通す。眉み間けんにしわをよせ、顔を険しくした。

「思ってた以上に、ジャンケン・マリアにたぶらかされてる生徒は多いな」

「ざっと見積もって、三十人といったところですかね。しかも、ジャンケン・マリアの奴、相手を選んでますよ。優先的に騙だましているのは、この学園でもかなり裕ゆう福ふくな財ざい閥ばつや良家出身の生徒ばかりです」

「そうなのか？　俺にはそのあたりの知識はないから分からないけど」

「名字をみればなんとなく分かるわよ。ほら、写真の下にある名字を見て」

　茜は、細い指を伸ばし、紙にある生徒たちの名前を指さした。

「『～院』だとか『～崎』とか『御』とかついてる名字ばかりでしょ。大おお仰ぎような名字は大たい抵ていお金持ちの中のお金持ちよ。まあ、目安の一つだけど」

「ふうん。あ、この子、今朝、学舎の談話室で話を聞いた子じゃないか。『土つち御み門かど』って名字か、現実ではありえなさそうな名前だな」

「そういえばまだ、情報交こう換かんしてなかったわね。どうだった？　他の生徒に話を聞いて何か分かった？」

「こっちはだいたいこの『土御門』っていう子と同じような手口で騙されてるってことぐらいしか分からなかったな」

「つまり、なにも分からなかったんじゃない。使えない使用人ね。知ってる、使用人っていう文字には『使う』って文字が使われてるのよ」

「おいなに偉えらそうにしてんだよ。そもそも俺はお前の使用人じゃない。だいたい、茜の方こそ、何か収しゆう穫かくがあったのかよ」

　そこで、茜が満面の笑みになる。自信を滲にじませ「当たり前じゃない」と得意げに言った。

「何も分からないってことは分かったわ」

「つまり、お前も何も成果がなかったってことか。トイレットペーパーの芯しんの方がまだマシな結果を残すだろうよ。アレはリサイクルできるからな」

「あんたって本当に芸術的に失礼ね。さっきも言ったけど、あたし達が集めてきた情報をリサイクルするのが、あんたの仕事なの。きっちり約束した分の仕事はこなしてもらうわ」

　はあ、と湊は大きく息を漏もらす。リサイクルしようのない情報をどうやって利用しろというのか、と暗あん澹たんたる気分になる。しかし、この、俺に対して、傍ぼう観かんとゲタを預けることに全勢力を傾ける少女と口論しても無む駄だか、と諦あきらめ、気持ちを入いれ替かえる。

　考えを改め、持っている情報からアプローチする方向を変えた。外れかけた歯車を必死に直すよりも、一度、すべてを分解して新たに組み立て直す方がいいはずだ。

「リサイクルは無理でも、リユースはできるかな」

「どういうことよ」

「茜の言うとおり、何も分からないことが分かったと考えればいい。何も分からなかったってことは、ジャンケン・マリアに騙されてる生徒たちに変化や違ちがいがないってことだろ。つまり、騙し方が画かく一いつ的なんだよ。でも、馬鹿でもない限り、同じ手口で人を騙すのはそれなりのデメリットもあることを知ってる。野球で同じコースに同じ球を投げ続ければ、いつかはホームランを打たれるみたいにな。でもそれをしてるってことは、何か目的があるはずなんだ」

「なるほどね、知ってたわ」

「嘘つくなよ」

「で、どうするのよ。その目的が分からないから、困ってるんじゃない。相手の目的も超能力の正体も分からないんじゃどうしようもないでしょ」

「いや、そうでもないよ。これで俺のあの質問に利用価値が出てくる」

　さすがに思考を停止させている茜にも意味が分かったのか、ああ、と納得するような声を上げた。

「ちょっと、なに二人で納得してるんですか。くるみ疎そ外がい感を覚えます」

「「超能力の使用場所」」

　湊と茜の声が綺き麗れいに重なる。
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　深夜になり、屋敷を抜ぬけ出した湊は、一人で例の教会を訪れていた。蒼古たる貫かん禄ろくのある教会は、夜の闇やみにとけこみ、不気味な存在感を放っている。

　屋敷からここまで、徒歩で小一時間かかった。いったいこの学園はどのぐらいの敷しき地ちがあるのか、とげんなりする。土地の狭せまい日本でこの無む駄だ遣づかいはどうだろうか。

　教会の脇わきに広がるなにかが潜ひそんでいそうな藪やぶ、正確には潜んでいるのは自分なのだが、その藪の中から教会の様子をうかがった。

「電気はついてなさそうだけど、門が開いてるな。誰だれかいるのかな？」

「いるとすれば幽ゆう霊れいじゃない？」

　背後から、突とつ如じよとしてわき出る言葉に、湊は肩かたを上下させた。思わぬ伏ふく兵へいに脇を刺さされるような感覚を覚え、「ひっ」と悲鳴を上げる。

「なに、男のくせに情けない悲鳴を上げてるのよ。なさけない」

「なんでお前がいるんだよ」

　背後を見やると、茜が立っていた。就しゆう寝しん前だったのか、チャイナカラーのパジャマに薄うすいカーディガン一枚を羽織っただけの姿で、目をこらしてみると、パジャマの生地越ごしに茜のボディラインが透すけていた。

「なんて格好してんだよ」

　湊はしどろもどろに言い、目をそらす。

「いかがわしい目であたしを見ないでよ」

　茜は身の危険を感じたのか、自分の体を抱だくように腕うでを組み、後ずさる。

「いかがわしい目で見られる格好しないでくれよ」

「しょうがないじゃない。この子があんたの後をついていくところを見たんだもの。着き替がえる暇ひまなんてないわよ」

　茜は、子犬を抱き胸の位置まで持ち上げる。

「お前ら寮りようにいたんじゃないのかよ。なんで、俺の後を子犬がついてきてたって知ってるんだ？」

「寮にあるあたしの部屋からは、あんたのいる屋や敷しきが見下ろせるの、そしたら、子犬が一人で歩いてるのが見えて、その先を見てみればあんたがこそこそと何かをしてたわけ」

「おい、見下ろせるって言ってただろ。なんで屋敷を見下ろせる位置から、こんなちびっこい犬を見つけられるんだよ。つうか、俺を先に見つけろよ」

「私は目がいいのよ。運動神経もいいし、見た目もいい」

「ないのは論理的な知性と品性だけだな。神様も公平だ」

「うるさいわね。それで、あんたはなんでこんな所にいるのよ」

「あれだけ結論が出てて、まだそんな疑問が出てくること自体が疑問だな。お前の脳みそはかに味み噌そかなにかか？」

「あんたのその口をどうにかしないと、前歯と奥歯を引ひき抜いて差さし替えてやるわよ」

「はあ……しょうがないから、一から説明してやる。いいか、ジャンケン・マリアはこの学園の生徒を騙すとき、一定の手順にのっとった手段を用いてるわけだ。そして、そこには不思議な力の存在を挟はさみ込む余地はない。俺たちみたいな懐かい疑ぎ的な人間にだけ、種のわからない超能力を見せつけて、有無を言わせない立場にするってこと」

「懐かい疑ぎ論ろん者は神様に対しても一応は身分証明を求めるからね」

「その身分証明を見せる場所が、この教会に限定されてたらどうする？」

「超能力の種そのものが、この教会にあるかもってことね」



    

  
    
      「まあな。昨日はあまり詳くわしくこの教会について調べられずに終わったから、ジャンケン・マリアがいない時間を見計らって調べてみようと思って」

　教会の門を見つめながら、説明する。教会は誰か使用しているのか、門が開きっぱなしだった。

「でも、あの中に誰かいるのか？」

「いないんじゃないの。昨日も言ったけど、あの教会古いから、門の開閉ができないのよ。だから終日開放してるのよ」

「そういえばそんなこと言ってたな。『閉まらずの教会』だっけ？」

「そう。この教会、ジャンケン・マリアたちが来る前は、『閉まらずの教会』なんて呼ばれてて、幽ゆう霊れい騒さわぎとかもあったのよ。まあ、昔からある教会だから、まず誰も近寄らなかったんだけど」

「そういえば、この学園は古い建物と新しい建物が混在してるよな」

「歴史の長い学園だからね。この学園、この教会以外にも色々と、いわくつきの建物があるわよ。謎なぞや噂うわさには事欠かない学園ね。噂が本当なら、あっちこっち幽霊だらけになっちゃうわ。馬ば鹿か馬ば鹿かしい。幽霊なんているわけないじゃない」

「強がってる様子はないな。茜はあんまり、オカルト的なことは信じないのか？」

「当たり前じゃない。あたしは、目の前にある現実しか認めないわ」

「つまり、自分の本が売れてない現実は認めるんだな」

「……気のせいじゃない」

　会話をしながら、門をくぐり、教会のエントランスに入る。革張りの扉とびらを開くと、賛美歌が聞こえてきた。先日のように大音量で流されているのではなく、厳げん粛しゆくな雰ふん囲い気きを損なわない程度の、ほどよい音量だった。

　教会の中は薄うす暗ぐらく、人の気配はなかった。整然と並べられた長なが椅い子すには誰も座っておらず、もの悲しさすら感じた。

「で、何を調べるの」

「とにかく、一番怪あやしいのは、あの回かい廊ろうだろうな」

　湊は回廊へ続く階段を指さす。何かを仕し掛かけるとすれば、あそこしかないはずだ。

「やっぱり怪しいのはあそこ、ね」

「そうだ」と湊は首しゆ肯こうし、二階に続く階段を上って行った。茜もそれに続く。

「夜の教会はなかなか不気味だな」

「あら、怖こわいの？」

「雰囲気の話だよ」

「でも、超ちよう能のう力りよくの正体を見破るなんて、わくわくするわよね。やってはいけない神の領域に足を踏ふみ入れるみたいな感じがして」

「よく、神様は窃せつ盗とうや殺人をしちゃいけないとかいうけど、たぶん一番してほしくないのは『自分の存在を疑うこと』だな」

「あとなぜか自殺とかも駄だ目めとか言うわね」

「下手すりゃ、死ぬらしいからな」

「下手すると、死なないっていうのも怖いわね」

「そう考えると自殺って結構なギャンブルだよな。ああ、だから自殺は駄目なんじゃないか？　たしかキリスト教ってギャンブルも禁止されてたろ。自殺ってギャンブルなんだ」

「そのへん、日本って自殺に寛かん容ようよね。三み島しま由ゆ紀き夫お、川かわ端ばた康やす成なり、芥あくた川がわ龍りゆう之の介すけ、太だ宰ざい治おさむ、ことごく自殺してるし」

「作家ってよく自殺するイメージがあるんだけど、お前はしないのか？」

「しないわよ。自殺なんて。あたしという人材を失うことは、世界にとって打だ撃げきよ」

「まあ、お前の本で、大切な資源を無駄遣いされることがなくなるわけだから、肩たたき程度の打撃ではあるだろうな」

「……殺すわよ」

　階段を上りきり、回廊になっている空間を見み渡わたす。自分たちが立っている場所のちょうど向かい側に、透とう明めいな石材でつくられたマリア像が飾かざられていた。

「やっぱり、疑わしい感じはしないんだけどな」

「もしかして、これを使えば何かわかるかも」

　茜はどこからか、トランシーバーのようなものを取り出した。スイッチを入れると、電子音が波打つような音が聞こえてくる。それをあちこちにかざしては、むう、とうなる。

「なにしてんだよ」

「盗とう聴ちよう器きとかの類たぐいが仕掛けられてないか、調べてるのよ」

「なんでそんなもん、持ってんだよ」

「知らないわよ。くるみがあたしの部屋に忘れていったの。あんたを追いかける時に、何かの役にたつかもって持ってきたのよ」

「そんなもん持ってくる暇があるなら着替えてこいよ」

「これを持ってこようとしたから、着替える時間がなかったのよ。あら、反応があるわね」

　茜の持っている探知機から、甲かん高だかい電子音がなった。茜はあちこちに探知機をかざし、反応しているものの所在をたしかめていく。

「おかしいわね。反応はあるのに、どこに移動してもその反応が強くならないわ」

「壊こわれてるんじゃないのか？」

　と言ったあたりで、湊は思いつくことがあり、茜から探知機を受け取った。それを茜にかざすと、探知機の反応が強くなる。まさかな、と思いながらも、たぶんこういう落ちなのだろう、とあたりをつけ茜のパジャマを指さす。

「お前自身に盗聴器が仕掛けられてるんじゃないのか？」

　茜は、手のひらで自分のパジャマを触さわった。ポケットの中から、小さい鉄の球のようなものを取り出す。

「なんなのよ、これ？」

「盗聴器だろ？」

「なんであたしに盗聴器なんて仕掛けられてるかって訊きいてるのよ。あ、もしかしてジャンケン・マリアがあたしに仕掛けたとか」

「いや、たぶん違ちがう。マリアがお前の部屋着に盗聴器を仕掛けるのはまず無理だ。これはたぶん、お前個人に興味のある人間の仕し業わざだろうな」

「心あたりが多すぎるわね。あたしはこの学園の聖処女ピユアネス・フイリアだし」

「もっと単純に考えろよ。お前の身近にいて、しかもお前に興きよう味み津しん々しんの馬ば鹿かが一人いただろうが」

「つまり、犯人はくるみってこと？」

「しかないだろうな。まったく期待させやがって。結局、何も仕掛けられてないんじゃないか」

　湊が肩かたを落としていると、茜の携けい帯たいが振しん動どうする音が聞こえた。茜は携帯を取り出すと、ディスプレイを見て、「くるみからだわ」と言う。

「嫌いやに見事なタイミングだな」

「あれじゃない。罪を犯した人間は、一度は絶対に犯行現場に戻もどるって言うでしょ？　盗聴がばれた犯人は、必ず盗聴相手に連れん絡らくをとるんじゃない？」

　茜は冗じよう談だんめかして言い、携帯を操作した。湊は「せっかくだし、通話をスピーカーにしてくれよ」とお願いする。

「もしもし、くるみ？」

『……盗聴……してませんよ？』

「「してるだろっ！」」

「ちょっとどういうつもり？　人の部屋着に盗聴器を仕掛けるなんて」

『くるみなりの愛ですよ。もし、先せん輩ぱいが何か危ない目に遭あったら、すぐに助けにいけるじゃないですか。くるみはですね、先輩の身を思えばこそ、心を鬼おににして先輩を……』

「んで、昨日の茜の寝ね言ごとはなんだ？」

　湊が唐とう突とつに質問する。

『ふふ、「お姉ちゃん大好きって言って」ですよ？』

「気味の悪い夢見てたんだな。誰だれに言って欲しいんだよそんなこと」

「だ、誰でも良いでしょっ！　くるみ、でたらめ言わないでよ」

　茜が顔を真っ赤に変え、目に涙なみだをためて訴うつたえた。

『でたらめじゃありません。まったく、先輩もそういう欲よつ求きゆうを抱かかえてるなら言ってくれればいいのに。くるみがいつでも「お姉ちゃん」と言ってあげますよ』

「い、いらないわよっ」

「馬鹿みたいなやりとりしてるとこ申し訳ないけど、せっかく、くるみと電話が繋つながってるわけだし、ちょっと質問いいか？」

『なんです？』

「たぶんこっちの状じよう況きようは理解してると思うけど、この教会には盗聴器の類いは仕掛けられていそうにない。お前の探知機が反応しなかったからな。探知機が反応できない盗聴器っていうのはないのか？」

『ううん。難しいですね。でも、例えばですけど、超能力を披ひ露ろうするときにだけ、設置してある機械を作動させて、そこから出力される情報を受け取る、という方法もあります。これだと、何もしていない時には、仕掛けられた機器が作動しないわけですから、そのタイミングでいくら調べても探知機は反応しませんし、超能力の正体を見破られるリスクも減ります』

「でも、あの時のジャンケン・マリアの行動にそういう節は見当たらなかったけど」

『何か受信した情報を聞くそぶりとかなかったですか。イヤホンとかそういうものを耳にはめたりとか』

「むしろその逆の行動はしてたな。耳につけてたマイクつきヘッドホンを取り外してた」

　あの時、ジャンケン・マリアは何をしていた、と記き憶おくの糸をたぐり寄せる。ジャンケン・マリアが勝負をしかけてきた時、まず、教会に流れていた賛美歌がやんだ。そして、使っていたマイクつきヘッドホンを外し、イヴに手て渡わたしていた。あれが何かの合図だということはないか、と考え、俺は馬鹿かと自分をののしった。

　そんな些さ細さいな行動を何かの合図にする、意味がない。そもそも、勝負するのが決定した時点で、合図を使う必要性がないのだ。

「マリア像の前でささやいた言葉を盗聴するには、どういう手があるんだ？」

『一番簡単なのは、フッシーの言うとおり盗聴器ですよね。ただ、小さくささやかれた言葉を鮮せん明めいに聞き取るにはよほど、精度の高いものが必要ですよ。ですが性能を上げれば上げるほど、機械は大きくなりますし。ほら軍事映画とかで見たことありませんか、パラボラアンテナみたいなマイクをつかって、敵さんの会話を盗聴してるシーン』

　軍事映画には、それほど興味はなかった湊だが、たしかにそういうシーンに見覚えがあった。普ふ段だん、映画など見る習慣もないのにどうしてこんな記憶があるのか、と戸と惑まどいなのか、感動なのか、よくわからない感情になる。

「つまり、ささやき声を拾おうと思ったらそれぐらい大変ってことか？」

『遠くから聞こうと思えばですけどね。結局、声っていうのは音ですから。音は空気の振動で、その振動は空気抵てい抗こうをうけてどんどん小さくなります。だから電話などでは、その問題を防ぐために、空気の振動を一度電圧信号に変へん換かんして、相手まで送ってるわけです』

　くるみがとうとうと語る。

「ささやかれる近くから盗聴する方法で、何かないのかな？」

　そのあたりの知識は、あまり明るくないのでくるみに頼たよるほかない。

　質問を受け、くるみは『まあ、あまり現実的ではありませんけど』と断りを入れ、小さな可能性を語り出す。

『例えば、ちょうどあのマリア像の壁かべの裏側、つまりこの教会の外がい壁へきですよね。そこにですね、すこし規模の大きいレーザー盗聴器や、コンクリートマイクを設置すれば、もしかするとです。でも、壁の向こう側のささやき声を聞き取る機器なんて、相当、値が張りますよ。そんなことまでして、この学園の生徒を騙す必要があるんでしょうか？　手段と目的の帳ちよう尻じりがあってなくないですか？』

「ううん。結局は、そうなるよな。手に入る利益より、かかる費用が大きいと意味がないよなあ。となると、ジャンケン・マリアの超ちよう能のう力りよくもどきは、やっぱり盗聴じゃないのかな。もういっそのこと超能力でいいんじゃないか？　やってることは結局詐さ欺ぎなんだし」

「あんたなにちょっと、やる気なくしてるのよ。しっかりしなさいよ。それにさっきからぶつぶつと五う月る蠅さいわよ」

「は？　ぶつぶつってなんだよ」

「さっきから、人の耳元で何かささやいてるじゃない。なに、あんたあたしに気があるの？」

「ちょっとまてっ。どうやったら、俺の位置からお前の耳元でささやけるんだよ」

「じゃあ、くるみ？」

『くるみの位置からでも不可能ですよ。くるみとは電話で繋がってるだけじゃないですか。あ、あれじゃないですか、例の噂うわさになっていた幽ゆう霊れいさんの悪戯いたずらじゃ』

　刹せつ那な、場の空気が完全に凍こおり付いた。茜の顔から血の気がひいていく。湊も現実的な意見じゃないと思いながらも、背筋に冷たいものを感じた。子犬が、「グルル」と唸うなり出し、何もない空間をにらむ。

「犬って人間には見えないものが見えるっていうよな」

「と、とにかく、今日のところは引き上げましょう」

「そうだな。とにかくジャンケン・マリアの超能力の正体が盗聴じゃないってわかっただけでも前進だしな」

『あ、二人とも、怖こわがってますね』

「「怖がってない」」

　茜は嘯うそぶきながら、携帯の通話を切った。足早に教会の出口へ向かう。それに連動するように、湊も続いた。加速度的に速くなってくる歩調に戸惑いながらも歩みを止められない。

「ちょっと、何走ってるのよ。もしかして、幽霊が怖いの？」

「怖い？　何がだ。俺は急用があるだけだよ。お前こそ、なんでそんなに、急いでるんだ」

「ダイエットよ」

「嘘うそをつくなよ」

　二人がののしりながら、教会の出口にさしかかった時、湊は足下に転がる石に躓つまずいた。

「うわっ」

「きゃっ」

　湊は体勢を崩くずし、前を走る茜の背中に激げき突とつした。茜は前のめりに倒たおれそうになり、それを回かい避ひしようと体を反転させた。しかし、完全に転てん倒とうする体勢に入った湊が再度、茜に激突し、そのまま地面に倒れ込む。

「あいたたた。ん、何も見えない？」

　湊が顔をしかめながら起き上がろうとするが、妙みように生々しい感かん触しよくが顔にぶつかった。視界が遮さえぎられ、混乱する。

「ちょっと……、あんたどこに顔を埋めてるのよ」

「は？　それがわかれば苦労しないんだよ」

　言いながら、目の前の邪じや魔まなものをどかそうと、腕うでで押すようにする。すぐに視界が戻り、顔を赤く染め、振ふり向くような角度でこちらを睨にらみ付ける茜の顔が目に入った。

　湊の背中に寒いものがよぎる。腕で押したものの正体を見た湊は、戦せん慄りつした。自分がつかんでいたのは、茜の下半身だった。どうやら、転んだ拍ひよう子しにお互たがい上下逆さまで重なったらしい。あまりにもエロティックな体勢に、弁解が思い付かない。

「死ぬ用意はいい」

「いや、今のは違う。不ふ可か抗こう力りよくだ。俺はただ石に躓いただけで……」

　湊がそう零こぼすのと何かが鼻先をかすめ、地面から、どす、という鈍にぶい音が聞こえてきたのは同時だった。

「ひゃ」

　反射的に地面を見やる。そこには大きな煉れん瓦ががあった。教会の外壁の煉瓦だ。たまたま落ちてきたのか、と考え、俺に限って？　と首を振り、すぐに視線を上に向ける。

　一いつ瞬しゆんではあるが、屋根の上に、人ひと影かげがあったのを湊は見み逃のがさなかった。あの人影が、こちらに向かって煉瓦を落としたらしい。

「なによそれ」

「見て分からないか？　れ、ん、が、だ」

「そういう意味で言ってるんじゃないわよ。なんで、こんなタイミングで煉瓦が落ちてくるかって訊きいてるの。あんたが転んでなかったら、あたしに当たってたかもしれないじゃない」

　茜は、地面に転がる煉瓦を見下ろす。無愛想に横たわる煉瓦には、殺意の欠片かけらも感じ取れない。

「もしかしたら、茜を狙ねらったのかもな」

　今しがた見た人影を思い出し、湊は独りごちる。だとしたら、犯人はマリアとイヴにまちがいない。

「ふざけないでっ。なんであたしが、狙われなきゃいけないのよ。いい迷めい惑わくだわ」

「そりゃ、向こうからしてみれば茜は邪じや魔ま者ものなわけだから、ほっとくわけないわな」

「ただの逆ギレじゃない」

「お前もな」

　湊は顎あごに手をやり、一考する。どうする、ともはやお馴な染じみとなった言葉を、頭の中で反はん芻すうする。

「今の煉瓦はたぶん警告じゃないかな。『これ以上、余計な詮せん索さくをすると痛い目みるよ』っていう。それに教会でも言ってただろ。『罰ばちが当たるかも』って。これは人じん為い的な罰なんじゃないか」

「そんなの神が許しても、神に近いあたしが許さないわ」

「誰もお前の許しなんていらないだろうから、そりゃあ、節操もなくなるわけだ。それで、どうする？」

「どうするって、何がよ」

「このままじゃあ、お前、危ないぞ。ここはいったん警告を受け入れて、身を引いたふりでもして、作戦を考えたほうがいいんじゃないか」

「身を引く？　このあたしが？　冗じよう談だんじゃないわ。なんであたしがそんな尻しつ尾ぽをまくような真ま似ねをしなきゃいけないのよ。そんなのあたしのプライドが許さないわ」

「そんな食えないプライド捨ててしまえ」

「冗談っ。あたしは一度、箸はしをつけた料理は最後まで食べる主義なのよ。今いま更さら、引けない」

「その料理をつかむ箸の気持ちになってくれ。泣けてこないか？」

「泣けてこないわ」

「そうかい」湊は肩かたを落とし、息を吐はく。

「それにね。今、あたしがここで逃にげたら。次の標的はきっと、あんたが持っているリストに載のってるジャンケン・マリアに騙だまされている生徒たちよ」

「どういうことだ？」

「あんた自分で言ったこと覚えてないの？　ジャンケン・マリアは、生徒たちを人為的に不幸にして、自分に頼ってくるように仕向けるかもしれないんでしょ。でも、あたしが狙われていれば、しばらくは大だい丈じよう夫ぶなんじゃない？　標的はあたし一人なわけだし」

　なるほど、と湊は感心する。茜の頭の中にはピーナッツバターしか入っていないと思っていたが、一応、人類の尊厳が保たれた何かは入っているらしい。

「お前、時々、鋭するどいこと言うよな」

「あたしは常に鋭いのよ。だからこれは主人としての使用人への命令よ」

「なんだよ」

　茜は一呼吸の間を開ける。すっとこちらを見み据すえてきたかと思うと、おもむろに指をこちらに向け、口を開いた。

「樋口湊。主人として命令します。あたしをジャンケン・マリアの脅きよう威いから守りなさい」

　やはりそう来たか、と湊は苦笑し、力なく首しゆ肯こうする。



    

  
    
      　三章『薄はつ幸こう執しつ事じは、主人を守ろうと希望を見いだし、自じ滅めつする』

　　　　＝希望とは未来に対するウソである




　　　　１



　さすがに学園に来て、三日目にもなると、この学園における生活リズムに体が慣れ始めてきていた。自分でも嫌いやになる順応力だ、と湊みなとは自分自身に辟へき易えきする。

　早朝に目を覚まし、屋や敷しきで茜あかねの仕事を手伝った湊は、茜とくるみにこれから行う作戦を説明した。

「本当に、かならずうまくいく作戦なんてあるの？」

　茜が、露ろ骨こつに猜さい疑ぎ心しんを滲にじませながら訊たずねてくる。

「うまくいくっていうか、なんというか……。まあ、俺の仮説が正しければな」

　言葉とは裏腹に、湊の顔は暗く沈しずんでいる。湊の頭にあるのは、サバンナに棲すむバッファローが、移動のためワニの潜ひそむ川を横断しなければならない光景だった。今の俺はまさにそれだ、と引きつった笑いを浮うかべる。

「どうしたんですか、倒とう産さんしそうになってる会社の社長に飼われてるペットみたいな顔して？」

「嫌な例えをするんじゃねえよ。気乗りはしないけど、とりあえず俺の考えた作戦の概がい要ようから説明するぞ。まず、ジャンケン・マリアがこの学園の生徒を騙している手口はほぼ同じだ。生徒の相談に乗る振りをして、不安感をあおり、幸運を呼ぶ品を渡わたす。でも最初は、金品を巻き上げない」

「今更ね。それで次に生徒が自分に相談を持ちかけてきたとき、一気に騙して大金をせしめるつもりでしょ？　知ってるわよ」

「そうか、知ってるのか。それはめでたい。じゃあ、どうやってジャンケン・マリアは、騙している生徒たちをもう一度、自分の元に集めると思う」

「昨日、あたしが言ったでしょ。騙してる生徒たちに小さな危害を加えて、不安にさせるのよ。『もしかして、私の運気が下がってるんじゃないかしら』ってね」

「お前がジャンケン・マリアだったら、俺は二日前に事件を解決出来てただろうな」

「あんた人のことを馬ば鹿かだとでも言いたいの？」

　茜が、色めきだち、噛かみついてくる。金きん髪ぱつが揺ゆれ、白い歯が見えた。

「馬鹿とまで言わないけど、まあ、愚おろかではあるよな。お前みたいな奴やつが小説に出てくると、きっと序じよ盤ばんで死ぬんだろうよ」

「なに上から目線で語ってるのよ。いい、あんたみたいな、ちょっと推理力があって、気取った男なんてね、小説の終しゆう盤ばんで死ぬのよ」

「ああ、そうかい。お前よりは長生きできそうで何よりだ」

「はいはい、くるみはどのあたりで死ぬキャラですか」

「「物語冒ぼう頭とうの死体」」

「がーん」

「おい、馬鹿みたいな掛かけ合いはこのへんにして、話を進めるぞ。昨日、お前に向かって、煉瓦が落ちてきたわけだけどな」

「ええ、落ちてきたわね。あたしはてっきりあんたの不運が伝染したのかと思ったわ」

「俺も最初はそう思った。でも、煉瓦が落ちてきた時、反射的に教会の屋根を見たんだ。そしたら人影が見えた。真夜中の教会の屋根に人影だぞ。普ふ通つうあり得ない」

「怪かい異い物ものの怪けの類たぐいではないんですか。元々幽ゆう霊れいの出る教会で有名でしたし」

「それを言い出したら、もうジャンケン・マリアの力も本物だって認めた方がいいだろうな。今までの努力が水の泡あわだ」

「超ちよう能のう力りよくなんてあるわけないでしょ。くだらない」

　茜がやけに語気を強めて言った。信念や真実へのこだわりの表明というよりは、願望を口にしているような口ぶりに、湊は違い和わ感かんを覚える。

「妙みように感情的になるな。どうしたよ？　というかお前は、初めて会った時から、そういうオカルト的なことを信じてなかったな」

「なんでもないわ。話を続けて」

「まあ、いいけどな。それでだな。もし、あの煉瓦が、ジャンケン・マリアたちの仕し業わざなら、今後、奴らがどんな目的でどんな行動をとるか、俺には予想できる」

「へえ、えらく格好つけるのね」

「いや、本当はすげえ、格好悪いから、やりたくないんだけど、今の俺にはこれぐらいしか考えつかないから仕方がないんだ」

「で、ジャンケン・マリアの行動と、それを阻そ止しする作戦はなんなの？」

「まずは、奴らの行動だけど……たぶん、茜を狙ってくるだろうな」

「まあ、当然よね。それは、昨日、結論を出したじゃない。なんで今更」

「あのあと、一人で考えたんだけどな。俺がジャンケン・マリアだったらどうするか。どうやって学園の生徒を不安にさせて、かつ、茜を黙だまらせることができるかを考えたんだ」

「考えついたの？」

「残念だけどな」

「本当に残念ね」

「心理学にな、『自分に降りかかる不幸よりも、他人に降りかかる不幸の方が、明めい瞭りように捉とらえられる』っていうのがあるんだ。簡単に言えば、不幸を客観視できるってことなんだけど。茜は一度、ジャンケン・マリアの力を疑っただろ？」

「ええ、今でも疑ってるわ」

「これはカルト宗教だけに限った話じゃないけど、『神様を信じないと天てん罰ばつが下くだるよ』って台詞せりふがあるだろ？」

「器のちっさい神様もいたものね。子供じゃないんだから、相手にされないからって癇かん癪しやくを起こすのってどうなわけ？」

　茜がおどけた調子で言う。

「神様って意外とかまってちゃんなのかもな。んでだな。茜は、神様……この場合、ジャンケン・マリアを生徒たちの前で疑ったわけだ。そのお前の身になにか起きれば、ジャンケン・マリアに心酔している生徒はどう思う？」

「はいはいはい。くるみわかりますよ。先せん輩ぱいが不幸な目に遭あったのは、ジャンケン・マリアを信じないからだってなります」

「その通りだ。これだと、直接、自分に心酔している生徒たち一人一人に危害を加えるより、効率的で、かつ効果的だ。ジャンケン・マリアを信じないと天罰が下る、もし、自分の信心が足りなかったら、きっと自分にも不幸なことが起きる、となる。そうなると？」

「まあ、不安になるわよね。このままで大丈夫なのかしらって」

「不安になる。不安になって、しかもジャンケン・マリアに全ぜん幅ぷくの信しん頼らいを置いてるとなると、頼たよる先は……」

「「ジャンケン・マリア」」

「その通りだ。その為ためには、ジャンケン・マリアを信しん奉ぽうしている生徒の前で、茜が不幸な目に遭わなくてはいけない。そして、俺たちの手には、ジャンケン・マリアのターゲットになる可能性がある生徒のリストがある」

　湊は、持っていた生徒達の情報が印刷された紙の束を、手の甲こうで叩たたく。

「くるみが学園のデータベースから盗ぬすんできたやつですね」

「とうとう盗むって言い切ったな。でもまあ、その通りだ。ジャンケン・マリアの仲間は、あのイヴっていうメイドぐらいだろう？　ジャンケン・マリア本人は、生徒の相談で身動きがとれないわけだから、実際に茜に危害を加える可能性があるのは、このイヴだけだ。まあ、可能性としては前もってイヴが茜に罠わなを用意するっていうのもあるけど、基本的に茜の行動を読むのは難しいし現実的じゃない。さらに、さっきも言った通り、イヴが茜に攻こう撃げきする機会は、このリストの生徒たちの近くにいる時ってことになる」

「つまり、先輩に危害が加えられるタイミングは、ある程度予測可能ってことですか」

「ああ、そうだ。人間は無意識のうちに効率的な動きをする生き物だからな。特に、詐さ欺ぎ師しなんて種類の人間は、そういうことには力を入れる」

「でもあたしに攻撃するタイミングが予測できても、方法が分からないんじゃ意味なくないかしら？」

「イヴに狙ねらわれる茜は俺がなんとかするよ。たぶん俺が一番適任だよ」

　鬱うつ々うつとした表情をつくり、湊は苦笑する。その様子を見た茜とくるみは、顔を見合わせ、肩かたをすくめた。

「あんたに、迫せまりくる悪意からあたしを守れるの？」

「大だい丈じよう夫ぶか大丈夫じゃないかって言えば、大丈夫じゃないな。俺が」

「もったいぶるわね。一を言うなら十を言ってよ」

「明言したくないんだ。一を聞いたら十を察してくれよ」

　おどけた口調で言うが、実際は心に余よ裕ゆうがあったわけではなかった。茜を守る自信はあったが、自分の体を守れる自信など皆かい無むで、それこそ、なんでここまで体を張って、働かねばならぬのか、という考えたくない疑問が湊の頭に充じゆう満まんする。

「さて、とりあえず、どのタイミングでこのリストの生徒と茜が一いつ緒しよになるのか調べなきゃな」

「フッシーには申し訳ないですけど、この学園、学年の垣かき根ねを越こえた合同授業がたくさんありますから、結構、イヴさんが先輩に攻撃するチャンスはありますよ？」

「うげっ。本当に申し訳ないな……」

　リストをめくりながら、湊は独りごとを言うように呟つぶやく。何枚かめくっていくと、見知った少女のプロフィールが出てきた。金きん髪ぱつ碧へき眼がんで、厳おごそかな雰ふん囲い気きのある少女だ。

「こんな可愛い子と知り合いだったかな」

「どの子よ」

　茜が、首を伸のばして、リストを覗き込んでくる。リストに添てん付ぷされている少女の写真を見た茜は、得意げに鼻を鳴らした。

「ふふ、たしかに可愛い子ね。可愛くて聡そう明めいそうな子だわ」

「そうだな。もし、こんな可愛い子が目の前にいたら、失明する前にひれ伏ふすだろうな」

「ふふふ、だったら、失明する前にさっさとあたしにひれ伏しなさい」

「あぁ？」湊は不ふ愉ゆ快かいさを隠かくす素そ振ぶりもせずに、茜を睨にらみ付けた。「なんで、お前なんかにひれ伏さなきゃ……」と口にしたところで、「あーあ」と落らく胆たんするように肩を落とす。　写真に写っていた少女は、茜とうり二つだった。誠に遺い憾かんではあるが、このリストに載のっている少女は宮みや沢ざわ茜その人らしい。

「おいおいおい、ふざけんなよ。なんでこれがお前なんだよ。ぜんぜん面白くねえジョークだよ。後味ちょう悪いよ」

「なんであんたがキレてんのよっ。あんたが今、可愛いって言ったのは、正しよう真しん正しよう銘めいあたしなんだから、ひれ伏しなさいよ。有言実行でしょ」

「そうやって、高たか飛び車しやになるのもいいけどな。もっと深く考えろよ。俺が『目の前にいたら失明する』と評した女の子が、目の前にいるのに、俺の目はばっちり視力を保ってるんだ。この現実を大切にしろ。お前はその外見で、誤ご魔ま化かしても誤魔化しきれない、妙ちくりんな精神的体液を垂れ流してるんだ。まずは謝れよ。俺に」

「つくづく不快な男ね……ちょっと……っていうか、なんであんたが、あたしのプロフィールを持ってんのよ」

「知るかよ。これはくるみが持ってきた奴なんだから、くるみに訊きけよ」

　二人の視線が、くるみに集中する。くるみは、ぽかんとした表情を保ったまま、しばらく沈ちん黙もくし、ああ、と小さく頷うなずいた。

「普通……するでしょ」

「「何をだよっ！」」

「だからですね。普通、ですよ。忍しのび込んだデータベースの中に、先輩のプロフィールがあったらついでに貰もらってくるでしょ。しかも、先輩の健けん康こう診しん断だんの結果もあったらそれも、ついでに頂ちよう戴だいするでしょ。わかりませんかね。この絶ぜつ妙みような女心」

「わからないし、絶妙でもない。せめて微び妙みようなストーカー心ってのが俺が妥だ協きようできるぎりぎりの表現だ」

「ていうか、なんで人の健康診断の情報まで持ち出してるのよっ」

「へえ、お前、身長１６０センチあるのか。意外と高いんだな」

　湊は、リストに添付してあった健康診断表を見ながら言った。視線を下に流す。視線の先で星が散った。遅おくれて、鼻に鈍にぶい痛みが走り、そのまま地面に膝ひざをつく。その段になって、ようやく茜の鉄てつ拳けんが自分の鼻を打うち抜ぬいたのだと気づいた。

「ぐっ……。お前、よくも人間の急所をなんの躊ちゆう躇ちよもなく打ち抜いてくれたな」

「当たり前でしょうがっ。乙女おとめの秘密をなに無断で覗のぞいてんのよっ。次やったら、命はないわよ。『蟹かに工こう船せん』を書いた小林多た喜き二じの最期にも匹ひつ敵てきする苦痛を与あたえてやるから」

　いまいち恐きよう怖ふが伝わりづらい脅おどしをしてきた茜は、床ゆかに散らばったリストから、自分のものを拾い上げ、制服のポケットにしまった。

「ああん。返して下さいよ。せっかく手に入れてきたのに」

「駄だ目めよ。ちょっと、あんたいつまでしゃがんでるのよ。さっさと学校に行くわよ」

　怒り心頭に発した茜は、大おお股またで部屋の扉とびらに向かって歩いて行く。

「あいつから逃にげてきただけなのに、なんでこんなことになるんだよ……面めん倒どうくさい」



　　　　２



　さて、ここからが大変だぞ、と学舎に登校した湊は心の中で身構えていた。自分で立案しながら、嫌いやな作戦を考えついてしまった。

　登校して、すぐに茜と別れた。仮にイヴが茜を狙っているのだとしたら、近くよりも遠くからの方が茜を守りやすいと判断したからだ。

「なんで、俺っていつもこうなるんだろうか？」

　疑問を口にしてみるが、答えは出ない。いつものことながら、腹立たしい。なぜ、この不幸体質は常に他人にばかり優位に働き、自分に対しては多大なる不利益しか生み出さないのか、憤いきどおりや絶望を通り越し、幻げん想そう的な気分になる。

「はあ、やだやだ」

　湊は独りごちながら、廊ろう下かを進む茜のあとを追う。

　くるみに渡わたされた、トランシーバーから声が流れてきたので、慌あわててイヤホンをし呼び出しに応じた。

「なんだよ？」

『なんだよってなんですか。調子の方はどうですか？　こっちは特になんの問題もありませんよ』

「そりゃあ、そうだろうな。お前は、茜の行き先に先回りして、イヴが何か罠をしかけてないかチェックするだけなんだから。危険な仕事は俺ばっかりだ」

『しょうがないですよ。そういう星の下に生まれてるんですから』

「嫌なこと言うんじゃねえよ。なんでも星の下だとか、運命、だとかそんな平べったい言葉でくくられたくねえよ。だいたい、なんだよこのトランシーバーは？　連れん絡らくを取り合うなら、携けい帯たいでも十分じゃないか」

　当然の疑問を口にする湊をせせら笑うようなくるみの声が、トランシーバーから流れてくる。

『まったくフッシーは無ぶ粋すいですね。携帯じゃあ、雰囲気が出ないじゃないですか。こういうのはね、臨りん終じゆう感が大切なんですよ』

「おい、不ふ吉きつなことをぬかすなよ。臨場感だろうが、このまま俺が死ぬみたいな言い方するなよ」

　残念ながら、今から自分が行う作戦は、十分にその危険性があった。『肉を切らせて骨を断つ』作戦、と言えば聞こえがいいが、『肉を切らせたら、骨まで切られちゃいました』となる可能性があることも否めない。

『それにですね。そのトランシーバーだと、常にそちらの音が聞こえるんです。携帯だとそうはいきませんしね。あ、先せん輩ぱいから電話です……はいはい。え、フッシーに代わるんですか？　はい、分かりました』

　くるみの声が聞こえたあと、すぐに『もしもし』という茜の声が流れてくる。

「なんだよ。つうか、なんでトランシーバーごしに携帯で通話しなきゃいけないんだ」

『しょうがないでしょ。あんたの携帯番号知らないんだから。それでね、今、気づいたんだけど、あんたのその作戦、あたしにとっては不利だわ』

「不利？　どういうことだよ。一番不利で面倒なのは、俺なんだよ」

『そもそも目的と手段が入れ替かわってるもの。あたしは、小説を書くために謎なぞ解ときをしてるのに、この作戦だと、謎も解けないし、小説のネタにもならないわ』

　茜の声は明らかに不ふ機き嫌げんだった。ちくいち面倒くさいな、と湊はげんなりしながら「しょうがないだろ」と言う。

『しょうがない？』

「現状、その謎解きがうまくいってないんだ。だったら今、できるのは来きたるべき破局を先延ばしにする延命処置ぐらいだ。せめて奴やつらのトリックが分かるまで時間を稼かせがなきゃ」

『その来るべき破局が到とう来らいする前に、あたしの締しめ切りっていう破局が到来しそうなのよ。昨日だって、担当の編集者さんから電話があったのよ』

「どういう電話だよ？」

『「そろそろ原げん稿こうを送ってくれないと、怒おこっちゃうけどいい？」って電話よ』

「もう、その小説の謎解きの部分を『実は謎ではなく超ちよう能のう力りよくでした。てへ』とでもしてしまえばいいんじゃないのか？」

『できるわけないでしょ。そんなの、犯人のアリバイを必死に崩くずそうとしているのに、実は双ふた子ごでした、っていうのと大差ないわ』

「ともかくだな。今のところ他に手はないんだ。俺だって本当はしたくない。あとこれ以上、茜と不毛な平行線を辿たどる会話もしたくない。くるみに代わってくれ」

『ったく。しょうがないわね。くるみ、代われって』

『はいな。それで、フッシーは今、きっちり先輩が見える位置にいるんですか？』

「ああ、きっちりとあとをつけてるよ。それで、茜はいったいどこに向かってるんだ」

『同じ二年の生徒と「園芸」の授業をするために、校庭にあるビニールハウスに向かってます。そのクラスとの合同授業だと「西さい円えん寺じ」って生徒がジャンケン・マリアの標的ですね』

　くるみに言われるがまま、資料をめくる。西円寺という名字を見つけ、そのページを開いた。添付されている写真には、控ひかえめそうな少女が写っていた。小こ柄がらで華きや奢しやな少女だ。

「なるほど。んで、お前もビニールハウスに向かってるのか？」

『ええ、そうです。フッシーの考え通りだと、イヴさんはそこで何らかのアクションを起こすでしょう。本当にフッシーの言ってるようなことになるんですか？　本当にフッシーの言うとおりのことが起きたら、ジャンケン・マリアの超能力以上に超能力ですよ。それが本当なら、くるみフッシーの下ぶくれになってもいいです』

「俺の顔のコンプレックスになっても、まったく嬉うれしくないな。せめてしもべだ」

　軽口を叩たたき、トランシーバーの通話を一度切る。くるみの話によれば、トランシーバーは常にくるみにこちらの情報を発信しているらしい。

　階段を下り、茜の後を追う。くるみの言うとおり、茜はまっすぐにビニールハウスに向かっているようだった。いったい西円寺という少女の目の前で、イヴが茜にどのような不幸を届けようとするのか、見当もつかない。

　一階に出ると、中庭のような場所に繋つながっていた。常緑樹が生おい茂しげっている。その木立の間から、くるみの言うとおりビニールハウスが見え、そこで、生徒たちが観葉植物をいじっていた。

　笑顔を交わしながら植物をいじる少女たちを見ていると、授業なのか戯たわむれなのか、そのあたりの線引きが曖あい昧まいになってくる。

　始業ベルがなるのと、茜がビニールハウスに入るのはほぼ同時だった。茜は西円寺を見つけると、親しげに話しかけた。西円寺は恐きよう縮しゆくするような笑顔をつくり、茜に応じる。

　湊もできる限り自然さを装よそおい、ビニールハウスに足を踏ふみ入れる。想像以上に空気が粉っぽく、軽くむせ、これも自分の不幸の一いつ環かんではないのか、と邪じや推すいした。

　西円寺と茜は何か談笑している。その背後を見ると、ビニールハウスの向こう側の陰かげで、くるみが大げさなレンズのついたカメラを茜に向けているのが見えた。どうやら盗とう撮さつしているらしい。

　見なかったことにする。

　西円寺という子は写真で見る以上に、華奢な少女だ。吹ふけばそのままどこか遠くまで飛んで行きそうな雰ふん囲い気きだ。弱者の貫かん禄ろく、とでもいうのか。そういうものを持っている。

　湊と同じように、粉を吸いむせたのか、あるいは生まれ持った虚きよ弱じやくな体が原因なのか、握にぎり拳こぶしを口元にやり、軽く咳せきをしている。茜が、心配そうに語りかけていた。

「あら、西円寺さん。お体の方が優すぐれないの？」

「あ、フィリア様。いえ、大だい丈じよう夫ぶですわ。ちょっと、このお部屋が粉っぽくて」

「あら、そうですわね。少し、植物用の肥料が舞まってますわね」

　この粉は、肥料だったのか、と湊は合が点てんがいった表情になる。見てみると、ビニールハウスの隅すみに、紙かみ袋ぶくろがつんであり、紙袋に貼はってあるラベルに『窒ちつ素そ肥料』とあった。

　さあ、イヴはあの少女に何をするつもりなのか、と湊は身構える。

　トランシーバーから『あ、イヴさん発見しました。入り口を見て下さい』とくるみの声が聞こえ、湊ははっとした。

　すでにイヴはビニールハウスに侵しん入にゆうしており、観葉植物に何かをスプレーしながら、ゆっくりと西円寺と茜に近づいていた。

「何をするつもりだ？」

　湊は、眉まゆをよせ独りごちる。しかし、その疑問も長くは続かなかった。耳元でノイズのような音がなっているのに気づき、湊はそちらの方に気をとられた。ノイズの元はミツバチだった。ミツバチの出現に驚おどろき「あっちいけよ」と手で弾はじいた。すると、ミツバチは西円寺の方へ飛んで行った。西円寺も、ミツバチを手で払はらう仕草をする。

　西円寺の手が観葉植物を置いてある棚たなに当たり、棚が小さく揺ゆれた。その震しん動どうで、茜の頭上にあった鉢はち植うえが落下したのを湊は見み逃のがさなかった。

　湊は西円寺の前に飛び出すと、「あぶない」と言って、茜の手を引く。予想外だったのは、茜の体重だった。想定していた以上に軽く、手を引いた拍ひよう子しにバランスを崩して、茜との位置が入れ替わる形となった。

　そこで二つのことが起きた。一つは、湊の頭上にまるで予定調和のように鉢植えが落ちて来たことだった。尋じん常じようならざる痛みが湊を襲おそう。

　もう一つは、痛みでうめく湊の頭に、大量の水が降りかかってきたことだった。

「つめてっ。なんだよこれ」

　湊が苦情を言いながら、痛みで閉じていた目を開けると、イヴが先ほど植物に振ふりかけていたスプレーの中身をすべて湊にぶちまけたことが分かった。

　この水が、湊を狙ねらったのではなく、茜を狙ったのは明白だった。イヴは舌打ちをするように口元を動かすと、周囲を誤ご魔ま化かすように会え釈しやくをし、足早にその場を立ち去った。

「まてっ！」

　イヴを捕つかまえようと足を動かすが、なぜか思うようにいかず、地面に膝ひざをついた。

「これは……水じゃなくて、アルコールか？」

「湊さん。大丈夫？」

　茜が演技なのか、それとも本心なのか、そんなことを訊きいてくる。

「あ、あの、大丈夫ですか？　ごめんなさい。わたくしの不注意であやうくフィリア様にお怪け我がを……」

　西円寺が、心配そうにこちらを見つめてくる。生徒たちの視線が、湊に集中した。ひそひそと、「あの殿との方がたは？」「フィリア様の執しつ事じらしいですわ」「今、フィリア様を身を挺ていしてかばってらっしゃいませんでしたか？」「まあ、立派ですこと」など、気配を消す動物の息づかいのようなささやき声が聞こえてくる。

　湊は居い心地ごこちが悪くなる。緊きん張ちようや狼ろう狽ばいを隠かくし、できうる限り平静を装い、立ち上がった。

「大丈夫ですか？　お嬢じようさま、お怪我はありませんか？」

「ええ、おかげさまで。あの……わたくしが言うのもなんですけれど、お顔の色の方があまりよろしくありませんが？」

「え？」

　そう湊が言葉を零こぼすのと、しまったっ、と内心で叫さけぶのはほぼ同時だった。そういうことか、とイヴが何をしようとしていたのか理解し、血の気の引いた顔から体液まで引いていくのを感じた。胸が苦しくなり、冷ひや汗あせが出てくる。

「あ、あの、本当に大丈夫ですか？　たしかあなた様はフィリア様の執事の方では？」

「え、ええ。そうです。たまたま通りかかったので。お嬢さまが無事でよかった」

「まあ」と西円寺は感動するように手を胸の前で組む。「自分の体より、フィリア様の身を案じるなんて、なんて立派な方なんでしょう。うらやましいですわ。フィリア様」

「ええ、本当によくできた使用人で」

「お嬢さまが無事でよかった。わ、わたしはこれで失礼します」

　体の底から、それだけの言葉をひねり出すと、湊はおぼつかない足取りでビニールハウスを後にした。

　外に出ると、トランシーバーから『ちょっと色々と大だい丈じよう夫ぶなの？』という茜の声が流れてきた。

「はあ、大丈夫っていうのは、俺の体のことか？　ぜえ、それともイヴの行動を阻そ止ししたってことか？」

『一、九で両方よ』

「一割でも前者が入っていたことが感動だな。ぜえ、ぜえ。見てたから分かると思うけど、後者はきっちし阻止したよ。ただ前者は最悪だ」

『？　なんでそんなに息が上がってるのよ』

　茜の疑問を無視して、湊は「保健室ってどこかな？」と訊たずねる。



「で、たった数分間で、なんでそこまで劇的な体調不良が起きてるのか説明して欲しいんだけど。まるで修善寺で大吐と血けつした夏目漱そう石せきみたいよ」

　保健室のベッドで横になっている湊に向かって、茜は言葉を投げる。湊は青白い顔で、茜を見つめ「悲劇的だろ？」と言った。

「いや、どちらかと言うと喜劇ね。それで、なんでそんなに辛つらそうなのよ」

「はあ、はあ。アンタビュースって薬知ってるか？」

「知らないわ」

「ぜえぜえ、アルコール依い存ぞん症しようの患かん者じやに使われる薬なんだけどな。その薬を飲んでアルコールを体内に取り込むと、劇げき症しようの二日酔よいみたいな症しよう状じようが出るんだ」

「苦しいってことね？」

「すげえ苦しいってことだ」

「それで、すごい苦しいあんたは、そのアンタなんとかっていう薬を服用してたの」

「そんなわけねえだろ。はあ、ぜえ。あのビニールハウスには窒素肥料の粉が舞まってたんだ。窒素肥料はアンタビュースと似たような作用があるんだ。イヴはそれを知っていて、お前にアルコールをかけようとしたんだな」

「それで運悪く、あんたがその苦しむ役割を代行したってことね」

「西円寺は体が弱い。たぶん健康には人一倍気を遣つかってるはずだ。そんな子の目の前で、ジャンケン・マリアに楯たて突ついた茜が突とつ然ぜん苦しみだしたらどうなるか。そんなの言わずもがな、だな。マリアめっ、適材適所をわきまえてる。どういう人間の前で、どういう不幸を見せつければ効果的なのか考えてるんだ」

　呆あきれなのか尊敬なのか、茜が複雑な瞳ひとみの色を作った。碧あおく輝かがやく瞳は、宝石を彷ほう彿ふつとさせる無機質な美しさがある。

「本当にあんたの言った通りになったわねえ。不運を以もつて不運を制す。やっぱりあんたはいったい何者なの？」

「俺は俺だよ。樋ひ口ぐち湊だ。はあ、はあ。くそっ。しんどいじゃないか」

　湊があえいでいると、茜は神しん妙みような面おも持もちになり、改まった口調で言葉を発した。

「そんな苦しい思いをしてまで、あたしとの約束を守ろうとしてくれるなんて……なんて……」

「感動したか？」

「なんて便利な人なの」

「いいことを教えてやる。『便利な人』って言葉は、俺の経験上、人を褒ほめる時に使わない」

「あたしの経験でもそうね。奇き遇ぐうじゃない」

「ちっ」

　湊が憮ぶ然ぜんとしていると、茜が視界から消え、すぐに額に冷たい感覚が来た。さきほどのアルコールとは違ちがい、不快さはなく心地よさのある冷たさだ。

　額を触さわってみると、水で冷やされたタオルがあった。どうやら茜が持ってきてくれたらしい。茜に目をやると、なぜか眉み間けんにしわをよせ、腕うでを組み、視線をよそへやっている。

「やさしいじゃないか」

「一応、あんたはあたしの執事ってことになってるからね。いいことをしたら、きっちりと褒めてやらないと。信しん賞しよう必ひつ罰ばつってやつよ」

「素直にありがとうと言えばなおよかったんだけどな」

「五う月る蠅さいなあ。人の好意を黙だまって受け取れないの？」

『なにラブラブやってんですか？』

　茜の懐ふところから、くるみの声が聞こえてくる。茜は制服のポケットからトランシーバーを取り出し、それに向かって苦情を言う。

「くるみ、今の言葉を撤てつ回かいしなさい。誰だれがラブラブよ。こんな不運の申し子と」

『台詞せりふだけ聞いていれば、誰だって三文ラブコメって思いますよ。なんですか信賞必罰って。そんな四字熟女を使って、照てれ隠しをするなんて、くるみ嫉しつ妬とします。くるみがフッシーならそのまま先せん輩ぱいとベッドインです』

「四字熟語だな。んだよ四字熟女って。どんだけお前は想像力がたくましいんだ」

『ちょっと、フッシー、先輩に手を出したら、殺しますよ』

「ちっ。人の話を聞けよ……まあいいや。で何の用だよ。またマリアの標的の生徒と合同授業なのか？」

『その通りです』

「まだ、ビニールハウスの一件から、二時間も経ってないじゃないか。はあ、まだ苦しいっていうのに」湊は、ベッドから立ち上がりながら毒づく。

「これもあんたの不運の一つじゃないの？」

「不ふ吉きつなことを言うなよ。それで、くるみ。今度のターゲットは誰だよ」

『一年の九く条じよう峰みねっていう生徒ですね。フッシーの持ってるリストにあります。ちなみに、次の時間は、先輩のクラスと調理の合同授業です』

「なんで学年をまたいで合同授業なんてあるんだよ。おかしいだろ」

『しょうがないですよ。上級生が下級生の世話をするのも授業の一いつ環かんです。というわけで、先輩、急いで調理室に行かないと、授業に遅おくれますよ』

「分かってるわ。でも今、考えたんだけど、あたしが授業を休めば、あたしが狙われることもないんじゃない？」

「駄だ目めだな。それだと、お前がジャンケン・マリアの警告を呑のんだことになる。となると、次は楓香蘭女学院の生徒が狙われるんだ。完全に俺たちの負けだよ。今は、とにかくお前を守り続けるしか方法はないんだ」

　湊はリストを取り出し、ページをめくる。九条峰という文字で手を止めて、プロフィールを確認した。明るいブラウン色の髪かみが特とく徴ちよう的な、おっとりとした印象を受ける少女だ。

「で、調理室はどこにあるんだ」

『調理室の場所は先輩から聞いて下さい。それじゃあ、待ってますからね。バイバイキーン』

　くるみは、軽けい薄はくきわまる台詞を残し、通話を切った。湊は疲つかれた顔を保ったまま、保健室の扉とびらに向かう。

「本当に大だい丈じよう夫ぶなの、そんな体で」

「大丈夫っていう表現からは遠く離はなれてはいるけど行くしかない。この作戦は俺にしかできないんだからな」

「それはそうだけど。こんな、人にん間げん離ばなれした作戦、あんたにしかできないでしょうけど」

「だろ？　だったらやるしかない。それで調理室はどこだよ」

「はあ、せっかく人が心配してあげてるのに。いいわ、案内してあげる」

　茜に案内され、廊ろう下かを進み、調理室を目指す。ややおぼつかない足取りの湊に向かって、茜が「完全に虫の息じゃない。大丈夫なの？」と言葉を放った。

「やけに心配してくれるじゃないか」

「どうしてだと思う？」

「執事として怪我をされたら、労災がおりて困るからじゃないのか？」

　自分でも笑えない、と分かるギャグを聞き流され、「あたしの小説では、主人公の味方から死人は出ないようにしてるの。あんたに何かあったら、あたしの小説のストーリーまで変わっちゃうわ」と奇き妙みような話を切り出される。

「それはお前のこだわりか何かか？」

「違うわよ。私の本の一番のファンからの要望よ。『人が死ぬのはあまり好きじゃありません』ってね」

「お前の本にファンがいるなんて初耳だな」

「どんな本にも一人はファンがつくわ。あの藤ふじ澤さわ清せい造ぞうだって、今や、文学古本マニアには垂すい涎ぜんの的よ。古本の目録にでればうん十万はするわ。あたしも持ってるし」

「どの藤澤だよ。いいか、お前の例えはことごとく意味不明なんだよ。まだ坊ぼうさんの唱えるお経の方が理解できる」

「あんたの例えも十分意味不明よ。夢ゆめ野の久きゆう作さくの『ドグラマグラ』の方がまだ理解できるわ」

「お前の例え話は文学系しかねえのかよ」

　こちらの苦情を無視し、茜は「もうすぐ、調理室よ」と告げた。廊下の曲がり角を曲がると、待っていました、と言わんばかりにくるみが立っていた。

「けっこう早く来ましたね。おや？　フッシーどうしたんです？　顔悪いですよ」

「失礼なこと言うんじゃねえよ。顔色が悪いだろうが」

「そう、それです」

「くるみ、イヴは何か動いてる？」

「なんだか、調理室に先輩がいないことを確認したらどこかへ行っちゃいました」

「まあ、さっきの今だからな、俺たちの動きに警けい戒かいして、今度は遠くから何かをするつもりかも」

「とにかくあたしは、授業に参加するわ。あたしがいないと、イヴも動きそうにないし」

　茜はそう言い残すと、調理室の扉をあけて入室していった。

　湊は腕をくみ、唸うなる。どうしたものか、と逡しゆん巡じゆんする。イヴがどう出てくるのか見当がつかない。

　しばらく様子を窺うかがうが、中で異常事態が発生している様子はない。

「結構、時間がたったけど、中はどうなってるんだ？」

「中を覗のぞけばいいじゃないですか」

「たぶん、イヴは調理室の中を監かん視ししてると思うから、できるだけ俺の姿を見せたくないんだ」

「しょうがないですね。じゃあこれで、中の様子でも盗ぬすみ聞きしますか」

　くるみは、とりあえず休きゆう憩けいしますか、とでもいうような気軽なもの言いで、ポケットから携けい帯たいのようなものを取り出した。携帯からは聴ちよう診しん器きのようなものとイヤホンが延のびている。聴診器を調理室の扉に貼はり付け、イヤホンを湊に手て渡わたした。

「なんだよこれ？」

「コンクリートマイクですよ。くるみのお手製です。お遊び程度のものですが、中の会話を聞くぐらいなら、これで十分でしょう」

「俺が言いたいのはなんで、普ふ通つうの女子高生がコンクリートマイクなんてグレーゾーンなものを自作してるのかってことだよ」

「こんなの、圧電スピーカーと電池アダプターがあれば、数百円でつくれますよ。くだらない質問してないで、さっさと中の様子を盗とう聴ちようして下さい」

　質問するのも億おつ劫くうになり、湊はくるみの指示に従う。イヤホンを耳にはめると、料理室の中の様子が音声で伝わってきた。耳の中に、黄色い声の群れとでもいうべき、けたたましい音が入ってくる。

「ちっ。なんで女の子の会話っていうのは、こうもやかましいんだ」

　顔をしかめながら、目を閉じ、意識を集中させる。どこかに九条峰と茜の会話があるはずだ。重なり合う声を解きほぐすように聞きわけていくと、小さな声で「九条峰さんのおよびは本当に綺き麗れいでらっしゃるのね」という茜の声が聞こえてきた。

「および？　なんだよそれ？」

「指先とか、手って意味です。お嬢じようさま言葉というか、御ご所しよ言葉ですね」

「まったくお嬢さまは言葉も面めん倒どうくさいな」

　湊はげんなりした表情をつくり、盗聴を続ける。

「フィリア様こそ、きれいな御お髪ぐしでうらやましいですわ。何かお手入れでもなさってるのかしら」

「いいえ、わたくしはとくに。九条峰さんこそ、なにか特別なお手入れなどはなさっているのかしら？」

「ええ、少々おたかたかなハンドクリームを使っていますの。ピアノを弾ひく際に、手があれていたらそれだけで笑われてしまいますので」

「九条峰さんは、ピアノを嗜たしなまれてらっしゃいますのね」

「なかなか上達いたしませんで、先生もお困りになってらっしゃいますわ」

「またまたご謙けん遜そんなさって、すごくお上手だと聞いていますわ。機会があれば、ぜひお聴きかせくださいな」

「もちろんですわ。おちかちかに」

「でも、気をつけませんとね。もしやけどでもして、そのおきれいなおよびに傷がつけば一大事ですよ」

　湊はイヤホンをはずし、苦い食べ物でも食べたような表情になる。

「話の半分も理解できなかったが、九条峰は、ピアノを習っていて、手が綺麗らしいな」

「それがどうかしたんですか？」

「さあ？　意味があるかもしれないし、意味がないかもしれない。でも不幸っていうのは、自分の大切なものが壊こわれたりすることだから、イヴの奴やつはもしかしたら、茜の手を狙ねらってくるかもしれない。九条峰に自分の手がやけどするっていうイメージを抱いだかせるためにな……ん？」

　説明しながら、何の気なしに廊下の窓を見やった。すると、窓の外から丸く白いものが自分めがけて飛来してくるのが見えた。最初は、青空に浮うかぶ雲か何かだと思ったが、どうやら違ちがうらしい。雲にしては輪りん郭かくがはっきりしており、重量感があるように見えた。目を細め、子細にその白い塊かたまりを観察した湊は、顔を青ざめさせる。こちらに飛んできているのは、ソフトボールだった。いったいどこから、という疑問と、早く避よけなくては、という本能が不毛なせめぎ合いをし、体が硬こう直ちよくした。

　ソフトボールは、窓を突つき破やぶり、狙い澄すましたかのように湊の顔面に導かれていく。

「おいおいおい、マジかよ」

　校庭から「もうしわけございません」という焦あせった声が聞こえてくる。謝るぐらいなら、ボールを飛ばすなよ、という苦情を言う余よ裕ゆうもないまま、ボールは鉄が磁力に引き寄せられるように、湊の顔に吸い寄せられた。

　ボールは湊の下あごに命中する。人体の急所を的確につかれた。視界がぼやけ、よろける。

　体が意思通りに動かず、よろよろと力なく足が動く。運が悪かったのは、窓ガラスが割れる音を聞きつけた女子生徒の一人が、調理室の扉を開けたことだった。

　扉を開けた女子生徒は、軽く驚おどろいた表情を浮かべると、「あら、あなたは、フィリア様の執しつ事じさんじゃありませんか」と言葉をよこす。

　女子生徒が唖あ然ぜんと湊を見守る中、湊はそのまま調理室に入っていった。

　扉を抜ぬけ、すぐ脇わきに少女が立っているのに気づく。九条峰だ。手を口元にやり、目を大きく開き、こちらを眺ながめている。たしかにすらりと伸びた手は綺麗だな、とどうでもいい感想がよぎる。

　九条峰の近くに、茜が立っており、その背後にある調理台に、蒸籠せいろが積まれているのが目に入った。何かを蒸しているのか、隆りゆう起きする筋肉を思わせる蒸気がもうもうと上がっている。

　触ふれるだけでもやけどしそうだ、と思い、朦もう朧ろうとする意識を必死に動かした。この蒸気が、手にかかればどうなる？

　そこまで考え、廊下とは反対側、調理室の中にある窓の外を見やる。窓の外には多くの木が伸びており、絡からまるように重なり合う枝の上に、イヴの姿があった。ライフルのようなものを構えている。無表情な顔と相まって、獲え物ものを狙うヒットマンのようなすごみがあった。

　獲物を狙うヒットマンなのだからあたり前である。

　反射的に、力を振ふり絞しぼって、茜を突き飛とばした。茜は弱々しく後ずさり、そのまま尻しり餅もちをつく。

　その直後、今度は調理室側の窓が割れ、積んであった蒸籠が勢いよく茜のいた場所に倒たおれ込んだ。どのような目で見ても、イヴの仕し業わざだ。

「よしっ。な、なんとか守った」

　湊は安あん堵どの息を吐はく。とりあえず、茜を守ることには成功した。これで、茜も満足するだろう。

　何が残念なのかといえば、茜がいた場所、すなわち、蒸籠が倒れていくさきには、ばっちり自分がいることだった。
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「軽く死ねるな」

　湊は満まん身しん創そう痍いだった。あの後も、イヴの悪意から茜を必死で守った。別段、そのことに抵てい抗こうはなかったものの、茜を守るために、茜が受けるべきはずだった不幸を一人で背負いこむ羽目になった。

　結果、得たものといえば、体調不良、および、全身くまなく受けた傷だ。やけどや裂れつ傷しよう、擦すり傷きずなど、バリエーションに富んでいる。

「傑けつ作さくですね。傑作」

　屋や敷しきの一室に戻もどってきたくるみが、こちらを指さし、けらけらと笑ってくる。

「本当に、どうなってんですか？　もう、ほとんど魔ま法ほうじゃないですか」

「ほんとに……、さすがに半信半疑だったんだけど……あんたって何者？　今のあんた、傷の博物館みたいになってるわよ」

「おい、馬ば鹿かにしてるのか？　こっちは必死で、お前を助けたんだぞ。もうちょっとねぎらいの言葉とかねえのかよ」

「いいじゃないですか。この学園の生徒の皆みなさん、みんな先せん輩ぱいのことをうらやましがってたじゃないですか。『私もこの殿との方がたのような使用人が欲しいですわ』って。フッシーは傷と引ひき替かえに、生徒達の尊敬の心を手に入れたんです。お金では買えないノープライスですよ」

「人の努力無価値とか言いきってんじゃねえよ。俺に謝れよ。プライスレスだろうが」

「そう、それです」

「にしても、幻げん想そう的な一日だったわね。あんたと出会って二日ぐらいしか経ってないけど、色々と、学ぶことがあったわ」

「自分の無計画で、場当たり的な性格か？」

「違うわよ。人間の性質に絶対なんて言葉はないのね。あんたを見てるとつくづくそう思う。『え、まさか、そんな場所でそんなことが起きるの？』ってことばっかりなんだもの」

「別に俺だって好き好んで、そんな状じよう況きようになってるんじゃない」

「分かってるわよ。誰だれも好き好んで貧びん乏ぼうになったりしないのと同じよ。『はたらけど、はたらけどわが生活楽にならざり、ぢっと手を見る』ってね。いくらがんばっても、貧乏な人は貧乏だし、不幸な人は不幸なんじゃない？　石川啄たく木ぼくみたいに」

「やめてくれ」

　湊は真しん剣けんな顔つきで訴うつたえた。あまりに笑えない現実だ。

「もう、最悪この流れを小説のストーリーに取り込むしかないわね」

「悪いけど、この作戦は俺だからできたんだ。お前の小説の主人公は、無条件に不幸を吸収する体質があるのかよ」



    

  
    
      「ないわねえ。むしろその逆で、非日常にあこがれる少年だしね」

「ぜひ、そいつと俺を入れ替えて欲しいな。でもまあ、謎なぞ解ときのないミステリーも斬ざん新しんなんじゃないのかな」

「斬新すぎて、読者は激げき怒どするでしょうね。それ以前にまず担当編集が激怒ね」

「俺でも怒おこるしな」

「でもどうするの？　正直、この作戦いつまでも続けられるものでもないでしょ？　あんたの体力的に」

「そうだな。とにかくじり貧だ。はやく次の一手を考えないと。なにかこう、大きく風向きが変わるようなことがあればいいんだけど」

　そうそううまく世の中は回るまい、と湊には分かっていた。とにかく今日一日はやりすごしたが、この作戦を繰くり返しても、負けはなくとも勝ちもない。

　どうする、と考えを巡めぐらしていると、携けい帯たいが振しん動どうする音が聞こえてきた。振動は二つだ。一つは湊の携帯。もう一つは茜の携帯だった。

　茜は素早く携帯を取り出すと、ディスプレイを確認し、顔をほころばせる。湊も素早く携帯を取り出すと、ディスプレイを確認し、顔を引きつらせた。

「誰からの電話なんだ。担当編集者って感じではないな」

「担当編集者以外の誰か、よ。あんたこそ。誰からの電話なの。表情が硬かたいわ」

「俺にとっての味方以外の誰か、だ」

　茜は上じよう機き嫌げんまるだしで、携帯を操作すると「もしもし、どうしたの？　ううん、全然平気よ」と柔やわらかい声で応じ、部屋を出て行く。

「なんだアレ。あいつあんな優しい顔で笑えたんだな」

「ふふふ、あの笑顔をつくらせることができるのは、一人だけですよ」

「ふうん。恋こい人びとかなにかか？」

「気になります？」

「別に」

「平静を装よそおっても無む駄だですよ。顔に書いてあります」

「書いてない」

「話は変わりますが、さきほどの着信はどなたからのものだったんですか？」

　くるみのといかけには答えず、携帯を見る。しばらくは息を潜ひそめていたミコトの息づかいが直接聞こえてきそうな錯さつ覚かくを覚えながら、メールを確認した。

──湊くんへ

　　湊くん、朗報よ。ようやく、このふざけた学園に潜せん入にゆうする方法が分かったわ。中々、手間取ったけれど、この学園の生徒と仲良くなって、その子に斡あつ旋せんしてもらって、学園のメイドとして雇やとって貰うことになったの。一日研修があるから、いますぐには会いにいけないけど、もうすぐ湊くんを助けてあげられるわよ。あなたが今、巻き込まれてる事件についても承知しているわ。調べてみたら、その自じ称しよう・マリアっていう女も、私と同じ方法で潜入してきたらしいわね。さらに、私と同じ職業についてたみたいだし。何、私とキャラをかぶせて来てるのかしら。気に喰くわないわ。湊くんは理屈屋で優しいから、マリアを論理的に追い込むつもりらしいけど、私はそういうつもりはないから。研修が終われば、この学園を爆ばく破はして湊くんを助けます。それまで我慢しててね。

「誰か助けて下さい」

　もはや余よ裕ゆうぶる余裕すらなかった。まさかここまで事態が暗転していたとは、と自分の見積もりの甘さに辟へき易えきする。

　この学園にいれば、ミコトの脅きよう威いから逃のがれられると思っていた。甘かった、と痛感する。ミコトはすでにこの学園に潜入する方法を見いだした。

　このような状況を楽観できる人間などいるのだろうか、意思を持った核かく弾だん頭とうが、自ら歩き標的までの射程圏けん内ないに入ってきたような状況だ。死し刑けい宣告となんら変わらない。

「どうしたんですか急に？」

　質問に答える余裕もなく、湊はどうする、と自らに問いかける。

「解くのに苦労してるパズルのピースに、いきなり別のパズルのピースがなだれ込んできた……」

　思考を展開する気力すらわかない。なんで俺のもとにばかり、こんな問題がふってくるんだよ。

　湊が混乱した思考を必死に整理しようとしていると、いきなり、部屋の窓ガラスが割れた。今日三度目の窓ガラス破は壊かいだ。外では雨が降っているらしく、雨あま粒つぶが窓から入ってきた。

「ああっ。もうっ。二度あることは三度あるっていうけど、こんな時にっ」

　なんでこんな時に、こんなことが、と思いながら窓際まで走り、窓の外を見る。屋敷の庭が見え、そこでイヴがこちらを見み据すえているのが確認できた。

　無表情な顔からは感情が読み取れず、その無感情さが、こちらを嘲ちよう笑しようしているようだった。イヴを見ていると、猛もう然ぜんと怒いかりがわいてきた。

「…………なんで俺ばっかり……」

「フッシー何か言いました？」

「……ざけんなっ！」

　湊はガラスの割れた窓に足をかけ、飛び降りようとする。その直前、部屋の扉とびらが開き、茜が顔を覗かせた。

「ちょっと一体どうしたのよ！　今の音は何？」

「イヴだよ。今度こそ捕つかまえてやるっ」

「なにがなにやら……」

　説明するつもりなど毛頭なく、窓から飛び降りる。直前に、子犬が頭の上に飛び乗ってきた。子犬を片手で支え、地面に着地する。

　イヴが屋敷の敷しき地ちを抜ぬけ、逃にげ出していくのが見える。湊は躊ちゆう躇ちよなくあとを追った。イヴは屋敷を離はなれ、雑ぞう木き林ばやしに入って行く。

「ちっ。いちいち面めん倒どうだってんだよ」

　毒づき、雑木林に突とつ入にゆうした。ここでイヴを逃のがしてはならぬ、と自分が言い聞かせてくる。昼間のダメージが蓄ちく積せきされているが、弱音を吐はくわけにはいかない。

　イヴは姿を隠すように、木々の間を抜けた。そこで足音がやむのを感じる。間ま違ちがいなく罠わなだった。

「なめんなっ」

　湊は小さくぼやき、イヴが消えた木を曲がる。そのすぐ直後、マリアが待ち構えているのが見えた。黒光りする鉄の塊かたまりを握にぎっている。

　銃じゆうだ、と直感し、そのままその場にしゃがみ込む。頭上を空気を切る音が聞こえ、遅おくれて火薬のはじける音が聞こえた。

「そうなるわな」

　湊は、しゃがんだ状態で地面の土を握り、マリアに投げつける。

　湊の攻こう撃げきにマリアは「ひゃ」と悲鳴を上げてひるむ。その一いつ瞬しゆんを湊は見逃さなかった。体全体を使い、体当たりをする。マリアが仰あお向むけに倒たおれ、遅れて銃じゆう口こうをこちらに向け、引き金を引いた。不安定な体勢からの銃じゆう弾だんは、湊から遠く離れた場所を抜け、空へ昇のぼっていく。銃を撃った反動で、マリアの体勢がさらに悪くなる。この機を逃すな、と自分が語りかけてくる。湊は、倒れるマリアに馬乗りになり、半ば捨て身でマリアの拳銃を取り上げた。拳銃をマリアに向け、「動くと撃うつぞ」と嘯うそぶく。マリアの表情が険しくゆがむ。

「ちょっとストップ。冷静に。ほら女性相手にそこまでしたら、大人おとなげ……子供げないよ。お姉さん、暴力って好きじゃないし。話し合わない？　パパッと」

「あんたには色々聞きたいことがあるんだ。まず、あんたのあの超ちよう能のう力りよくの正体はなんだ？」

「超能力の正体は、超能力だよ」

「よし、引き金を三ミリ引く」

「わっ、わっ。ストップ。勘かん弁べんしてよ」

「じゃあ、言え。あんたの力の正体は？」

「わ、私の力の正体は……」

　そこまで聞いた時、「ごめん」という茜の声が聞こえた。

「なんでお前がここにいるんだよ」

「しょうがないでしょ。あんたが出て行ったら気になるでしょうが」

　子細に見ると、茜がイヴに拳銃を突つきつけられているのが見えた。これはまずくないか。いや、お互たがい仲間を人ひと質じちに取られているのは同じだ。条件はイーブン、まだ交こう渉しようの余地はあるはずだ。

「こっちには人質がいるのさ」

「それはこっちも同じだ。はやく……え？」

　突とつ然ぜん湊の聴ちよう力りよくが失われた。視界もぼやけてくる。頭に鈍どん痛つうがあるのに気づき、何が起こったのか考える。

「君、すごいね……」

　マリアの呆あきれた声が聞こえてきた。視界の隅すみに大きな木の枝が落ちており、どうやらそれが湊の頭にあたったらしかった。

「私の撃った弾たまが木の枝を折って、しかもその枝が、形勢逆転したばかりの君の後頭部にあたるなんて。君って本当に運がないんだね」

「……うぅ……嘘うそだろ？」

　意識が埋まい没ぼつしていくのを感じながら、湊は、これは夢なんだろうなと確信した。運がないと言ってもさすがにここまで運が悪い人間、この世にいるはずがない。次、目を覚ました時には、下宿のアパートでいつもと変わらぬ日常が待っているのだろう、と予感する。

　といえば、過言の比ひ較かく級が欲しいほど過言だ。
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　軽い頭痛が来て、湊みなとはゆっくりと目を開けた。額に滴しずくが垂れており、やけに空気がひんやりしていた。視界に入る天てん井じようは、くすんだ石材で出来ていた。一部が黒く湿しつ気けており、そこから滴が垂れている。雨あま漏もりだろうか。周囲に目を向けると、木の箱や布をかけられた大きな棚たなのようなものなど、粗そ大だいゴミに片足を入れたような古い品々が置いてある。

「どこだよここ」

　声に出し、のどの渇かわきを覚おぼえていることに気づく。まるで数日間、なにも飲まずに過ごしてきたようだった。

　起き上がろうと、腰こしに力を入れるが、うまく起き上がれなかった。見てみると、足と腕うでを針金で拘こう束そくされていた。そこまで来て、ようやく、目覚める前の自分は、生まれ持った凶きよう運うんによってマリアに敗北し、この場所に監かん禁きんされているのだと察した。

「いったいどういう状じよう況きようなんだ？」

「こういう状況でしょうよ」

　部屋の隅すみから声が聞こえ、そちらを見やる。見てみると、自分と同じように両手両足を拘束された茜あかねが、不ふ機き嫌げんそうに座っていた。

「よお、奇き遇ぐうだな。こんなところでどうしたよ」

「ええ、奇遇ね。助けに来てあげたって言ったらどうする」

「それを信じられるほど、俺は純じゆん粋すい無む垢くでも馬ば鹿かでもないな」

「じゃあ、言い方を変えるわ。助けてもらいに来たわよ」

「だろうな」

　湊は重い息を吐き、どうしたものか、と考える。結局、茜もあの後イヴに捕まったらしかった。

「ここはどこかしら」

「たぶんだけど、どこかの地下じゃないかな。室温がやけに低い」

「その通り、ここは地下だよ」

　嫌いやな声が耳に入り、湊は顔をしかめながら視線を動かした。地下室の扉の前に、ジャンケン・マリアが悠ゆう然ぜんと佇たたずんでいる。当然のようにその背後にはイヴが控ひかえていた。

「「ジャンケン・マリアっ」」

「こんにちは。ご気分は如何いかがですか？」

「こんにちは？　森でお前らに捕まった時からどのくらい時間が経ってる？」

「およそまる一日といったところです。ずいぶんググッとお眠ねむりになっていましたよ」

「その慇いん懃ぎん無礼な言葉使いをやめないと、ぶち殺すぞ」

　湊の言葉に、ジャンケン・マリアは、せせら笑う。「君には無理だよ。この部屋からは出られないんだからさ。残念だけど、この一日で色々と準備させてもらったよ。君たちが舞ぶ台たいから退場してくれたおかげで、計画が順調に進んだ。上の階が少し騒さわがしいのが分かる？　私たちの奸かん計けいにはまったこの学園の生徒たちが集まってるんだ。お金持ちの生徒たちだ。あとは私が、生徒たちから金を巻き上げれば、我々の計画も終しゆう了りようというわけだ。こんな意味の分からない学園ともようやくおさらばできる」

「なに勝ち誇ほこってんだよ。まだ、勝負の行方ゆくえはわからないぞ。俺が、この部屋から抜け出して、上にいる生徒達に本当のことを暴ばく露ろすれば、簡単に状況は覆くつがえるぞ」

　湊は、自分でも苦しい理り屈くつだ、と思いながら口にする。この状況を打破する可能性があるのかと言えば、もう絶望的と言ってよかった。理屈や駆かけ引きではどうしようもない圧あつ倒とう的てきな戦せん況きようだ。

「せっかく正義に燃えてるとこ悪いけど、この部屋から抜け出すのは無理だよ。この部屋は外からしか開かない仕し掛かけで、中からは絶対に開かない。本当にこの学園って面白いね。あっちこっち仕掛けだらけだ」

「世の中に絶対なんてことはないんじゃないかしら。もしかしたら、何か裏技があるかもしれないわ」

「残念だけど、ないよ。そういう方法はいくつか試したけど、この扉が中から開くことはなかった。しかも現代のコンピュータで統制されている扉ではないから、裏技なんて存在しないね。この扉を開けるには、外から、力で開けるしかない。古くて単純な仕掛けだが、確実なつくりだよ。あっ。ちなみに、君たちの持ってた携けい帯たいは没ぼつ収しゆうしてあるから、誰だれか助けを呼ぼうとしても無む駄だだよ。さらにちなみに、だけど、君たちが何か余計なことをしようとすれば、私たちはこのままこの扉を開けることなくこの学園を去るよ。君たちの生せい殺さつ与よ奪だつは我々の手の中だということを忘れないでね。死にたくなかったら、余計なことをしちゃ駄だ目めだよ」

「やけに慎しん重ちようじゃないか。それにその念の入れよう。まるで何かにおびえてるみたいだ」

「うん、私は意外と臆おく病びようだから。それに、薄幸執事くんの異常な不運を目まの当たりにしてるしね。驚おどろいたよ。そこの聖処女ピユアネス・フイリアに仕掛けた攻撃のことごとくが、薄幸執事くんのアクシデントのせいで台無しにされちゃうんだもん。だから計画を変へん更こうして、まず薄幸執事くんと聖処女ピユアネス・フイリアの少女を捕つかまえようってことになったんだ。正解だったよ。それじゃあ、私たちの仕事が終わるまでおとなしくしててね。バイビー」

　マリアが部屋から出て行こうとするのをイヴが黙だまって制止する。

「何さ。ふんふん。なるほどね。それじゃあそうしとこう。悪いけど。君たちの口を縛しばらせて貰もらうよ」

　マリアはそう言って、地下室にあった縄なわを使い、湊と茜の口を封ふうじた。

　マリアとイヴが扉とびらを閉め、室内に静せい寂じやくが戻もどった。茜と湊は顔を見合わせ、絶望的な顔色をつくる。

　さあ、どうする、と湊は悩なやむ。こんな万能の神ですらどうやって抜ぬけ出せばいいのか悩むような窮きゆう地ちを抜け出せる方法などあるわけがない。

　子犬が足あし下もとにいるのに気づき、泡あわを食った。どうやら捕まった時に一いつ緒しよにつれてこられたらしい。子犬は現状を理解していないのか、嬉うれしげに尻しつ尾ぽを振ふっている

　さてどうしたものか、と湊は周囲を見み渡わたした。なにやら物置のような空間だ。

「むぐぐぐぐ」

　茜は、体をがさごそと動かすと、「むぐ」とつぶやき、両手を前に持ってきた。え？　と湊は目を丸くする。拘束されていたはずの茜が自由になっていたのだ。

　ふう、と茜は息をつく。今度は足の関節をはずしたのか、針金の輪からするりと足が抜けた。なんなのだ、お前は、と言葉がのどからせり上がってくるのを必死で堪こらえた。白く細い足首に、針金のあとがついている。猿さるぐつわを外そうとするが、さすがにそれは関節の柔やわらかさに関係がないらしく、断念したらしい。茜は立ち上がったかと思うと、依い然ぜんとして湊の手を拘束している針金をいじりはじめた。

「むぐぐぐぐぐぐっ」

　言葉にならない悲鳴を上げ悶もん絶ぜつする。雷かみなりに打たれるような痛さに耐たえていると、腕の関節からボキッという、なってはいけない類いの音がなり、湊の腕が拘束からはずれた。間かん髪はつ入れずに、茜の腕は湊の足へ移動する。

「むむむむむっ」

　湊の抵てい抗こうもむなしく、足から聞きたくないタイプの音が聞こえ、拘束から外れる。しばらく悶絶するような痛みに耐え、うずくまる。痛みが去るのを待ってから、胸ポケットに入っていた、最初にマリアと対決した時にイヴに手て渡わたされたメモ帳とペンを取り出し、文字を書いた。

「何するんだよ」

　茜は、湊からメモ帳を受け取ると筆談に応じる。

「拘束からといてあげたのよ」

「痛いんだよ」

　湊の苦情を無視した茜は扉の方に移動し、手で扉を押す。何度も体当たりするように押したあと、息を上げ、肩かたを落とした。

「そら、無理だろうな。そんな簡単に開くなら、苦労はないさ」

「一人じゃあ、拘束から抜けられない人間が偉えらそうに。で、どうなの、何か良い考えはある？」

「ないなあ。こういうのは誰かに助けて貰うのが一番なんだけど」

「誰かって誰よ。不幸の神様とか？　『君をここから救い出してあげよう。でも、代わりにもっと不幸な状況にもしてあげよう』って来るわけ？」

「契けい約やくを持ちかける悪あく魔までも、もうちょっと魅み力りよく的な条件を持ち出すだろうな」

　冗じよう談だんめかして書いてみるが、冗談では済まなかった。上では今どうなっているのか、と不安があたまをもたげてくる。

「なんか警察とかやってきて、全部解決してくれないかな」

「無理ね。警察どころか、この学園の教師すら動かないわよ」

「いまさらな疑問なんだけど。こんだけ大おお事ごとになってるのに、なんでこの学園の教師は対応しないんだ？　職務怠たい慢まんだろ？」

「対応しないんじゃなくて、できないのよ。この学園が特とく殊しゆなのは知ってるでしょ？　この学園の関係者は、立場的には生徒や、その保護者より下なのよ。それぐらい特別な身分の生徒が通かよってるのよ。当然、その親は様々な世界で重要な役目を担になうような人たちばかり。あんたやジャンケン・マリアが、学園に入ってこれたのは、基本的にこの学園の生徒の希望は、それなりの筋道が通っていれば受け入れられるからなの」

「それにしたって、生徒を守らないと駄目だろ」

「守りようがないわ。おたくの娘むすめさん、へんな宗教にはまってますよ、なんて言える？」

「しかもお金もたくさんとられてますよってな」

「言えるわけないわ。それに事情は生徒の両親にしたって同じよ。それなりに高い立場にいる人間の子供が変な宗教にはまった、なんて口が裂さけても言えないわ。面子メンツがあるもの。だから被ひ害がいに遭あっても、警察に被害届けは出さないわね」

「やっぱりマリアの奴やつ、色々考えてるな」

「元々聖処女ピユアネス・フイリアっていうのは、そういうことを未然に防ぐ役割があるの。学園の関係者が口を出せないことに介かい入にゆうして、事件や事故を未然に防ぐっていう。だから、学園の生徒で一番、尊敬されている人がなるのよ」

「色々事情があるわけだ」

　何か手はないか、と必死に頭を働かせるが、何も思いつかない。思いつくのは暗あん澹たんたる自分の未来だけだ。

　茜も、諦あきらめムードになったのか、力なく腰こしを下ろした。

「はあ、あたしたちどうなっちゃうのかしら」

「さあな。とりあえず、今のところ敗色濃のう厚こうだ」

「ねえ」

「なんだよ」

「その、ね」

「早く書けよ。紙がもったいない」

「えと、へんなことに巻き込んでごめんなさい」

　茜の書いた文面を見た湊は、我が目を疑った。この少女の口から、正確にいえば、ペンから謝罪の文もん言ごんが飛び出すとは夢にも思わなかった。茜の方を見やると、しおらしく目め尻じりを下げ、こちらを見つめていた。いつもはつらつとしている瞳ひとみには力がなく、吹ふけば飛んでしまいそうなか弱い少女の姿がそこにある。

「いきなりどうしたんだよ」

「一応あたしにも自覚があるのよ。自分の勝手な都合で動いたせいでこんなことになってるっていう。フィリア様なんて呼ばれてるのもあたしのせいだし、自分の小説のためにジャンケン・マリアの事件にあなたを巻き込んだのもあたしだし。あなた優しいと思うわ。普ふ通つう、こんな奇き妙みような事件に巻き込まれたら逃にげるわよ。それを最後まで解決しようと努力するんだもん」

「いきなりなんでそんなに素直になるんだよ」

「なんでだろう。紙越ごしだからかな。ペンを持つと小説を書くみたいに素直な気持ちを書けるのよ」

　突とつ如じよとして、軟なん弱じやく外交に切きり替かわる茜を目の前に、湊は動どう揺ようした。とにかくこの少女を慰なぐさめなくてはいけない、という衝しよう動どうに駆られ、ペンを走らせる。

「まあ、あれだよ。元々は俺がここに来たのがいけないわけだし。それに、茜にも色々小説を書かないといけない理由があるんだろ？　お金のためってわけじゃなさそうだし」

「聞きたい？」

「まあ、聞けるなら」

　茜は逡しゆん巡じゆんするように黙り込む。しばらくの間が開き、おもむろにペンを走らせ「あたしね、妹がいるのよ」と来た。

「いもうと？」

「ええ、妹よ。それはもう超ちよう絶ぜつに可愛いんだから。素直だし、甘あまえん坊ぼうだしね。この世にこれほどふはふはした生命体なんていないんじゃないのってぐらい可愛いのよ」

「まあ、お前と同じ血を引いてるなら、見た目は可愛いんだろうな」

「そうね。あたしに似て、見た目は可愛いんだけど、体はあたしと似ずに病弱で、ほとんど病院で過ごしてるわ。で、週に一度はお見み舞まいに行くんだけど、あの子、病院の外のことをほとんど知らないから、色々とお話をせがまれるわけ、『あの話して』『この話して』って。可愛くて食べちゃいたくなるわね」

「それと小説がどう繋つながるんだ？」

「最初は、妹に話す話のネタ集めだったのよ。色々な事件や謎なぞの話を集めて、少し脚きやく色しよくしてあの子に話すわけ。するとあの子ったら大喜びでね。だったら、いつでも妹が話を読めるようにって小説にしてみたの」

「ふうん。なかなかいいお姉ちゃんじゃないか」

「ええ、もちろん。それでね、あの子、あたしの書いた小説を新人賞に応おう募ぼしたのよ。そしたら賞をとっちゃって。最初は受賞を辞退しようと思ったんだけど『姉様、すごいね。いつ姉様のお話は本になるの』って目を輝かがやかせて言うのよ？　反則でしょ」

「レッドカードもんだな」

「しかも実際、本になったらあの子大喜びで。やっぱり、むき出しの原げん稿こうより、校正、製本されたものの方が嬉しいのね。でもって、あとはなし崩くずしよ。あの子が喜ぶ顔が見たくて、必死で小説を書いてるわけ。だから、あたしが書いてる本はすべてあの子のために書いてるのよ。まあ、こういう態度はよくないけど仕方ないわ」

「なるほどね。この前電話してたのは妹さんか。で、一番のファンっていうのも妹さんなわけだな」

「そういうことよ。まあ、あたしが小説を書く理由は他にも、色々あるんだけど、一番の理由はそれね。それで、あなたはどうなのよ」

「どうって何がだ？」

「あなたが不幸なのは分かったけど、なんでそんなに色々な知識を持ってるの？　いつきいても、のらりくらりと避けるし。そろそろ教えてくれてもいいんじゃない？」

　湊は、はあ、と重い息を吐はく。ペンを滑すべらせ前置きを書いた。

「別に茜のみたいに感動的なものじゃないよ。俺にはな、兄貴がいるんだ」

「お兄さん？」

「ああ。でも、血は繋がってないけどな。俺は孤こ児じ院いん育ちだし。その兄貴と会ったのは小学生ぐらいの時だな。その時、俺はある誘ゆう拐かい事件に巻き込まれたんだ。何人かの子供たちと港のコンテナみたいなとこに詰つめ込まれて、あやうく海外に飛ばされそうになった。で、俺は必死に逃げたんだ。そこに当時、探たん偵ていとして売り出し中だった兄貴が現れた。たぶん、誘拐された他の子供の親から依い頼らいされたんじゃないかな」

「それで、お兄さんに助けられたの？」

「いや、その逆だよ。俺は初めて会った兄貴のことは信じなかった。今まで『助けに来たよ』って手を差し出す人間にろくなやつはいなかったから。で、俺は一人で逃げたんだ。そこからが大変だったよ」

「どういうこと？」

「なぜか兄貴は逃げる俺を追ってきたんだ。もっと助けるべき人間がたくさんいるのにだ。しかも俺が逃げる先々で様々な事件が起きた。港のコンテナを使っていたのは誘拐犯だけじゃなかったんだ。マフィアが妙みような薬を取引していたり、それを張り込んでいた警察が一いつ斉せいに襲おそってきたり、挙げ句の果てには、その警察官を私怨で狙ねらっていたヤクザが乱入してきたりね。最後にはそのヤクザの子供と、その場を指揮していた刑けい事じの孫、薬を取引していたマフィアのボスの娘の子供が全員、俺と同じコンテナに誘拐されていたんだよ。それが発覚してからは、もう敵も味方もない銃じゆう撃げき戦せんだ。兄貴はそれを見て興奮した。詳くわしく書けば、その現場に居合わせた俺を見て興奮したんだ『お前はすごい』って」

「……たしかにすごいわ。あなた本当に壮そう絶ぜつな人生を送ってきたのね」

「結局その事件は兄貴が解決したんだけど。それから俺はなぜか兄貴に引き取られて全国を回ったんだ。その時、兄貴はすでに全国でも指折りに有名な探偵だったから、あちこちから引っ張りだこでさ。兄貴は俺の『不運体質』を天てん与よの素質って言って、俺のことを溺でき愛あいしたんだよ。『お前は世界の謎をすべて解き明かすことができる』って。そのあとはもう、多種多様な事件を目まの当たりにしたね。高校生になってようやく自立できるまでになったけど、それまではずっと兄貴に振ふり回されてた」

「お互たがい苦労してるのね。こんなこと話したのあなたが初めてよ」

「俺もそうだよ」

　これまで隠かくしていたお互いの秘密を公おおやけにし、湊は今までになくこの事件を解決しなくてはいけない、という意志が芽生えるのを感じる。今までで一番使命感を覚えているのに、今までで一番手も足も出ない。湊が疲つかれた表情をつくっていると、子犬が尻しつ尾ぽを振りながら近づいてくる。どこから持ってきたのか、ボールをくわえていた。

　茜は力なく子犬からボールを受け取ると、軽くボールを投げた、不運だったのが、ボールの材質だった。よくはねる素材で出来ており、壁かべや床ゆかで反射した。跳はね返る音が室内に響ひびき、ボールは身動きのとれない湊に命中する。

「痛い……」

「ご、ごめんなさい。アレ？」

「どうしたよ？」

「この子、さっきとは違ちがう色のボールを持ってきたわ」

「本当だ。ああ、あそこからボールを持ってきたんだな」

　湊が視線をやりながら言う。湊が見つめる先には、ほこりの被かぶった小箱があり、その中にたくさんのボールが入っていた。この部屋は倉庫代わりに使われているらしく、使わなくなったものを手当たり次第、運び込んでいるらしかった。

　子犬は、せっせとボールを茜の元に運んでいる。

「これ全部投げて欲しいのかしら？」

「そうじゃないのか？」

「あんっ」

　茜は、子犬の運んできたボールをすべてつかむと、それを無造作に放り投げた。嫌いやな予感しかしない。案の定、ボールは音を立てて反射すると、すべてのボールが吸い込まれるように湊に命中した。痛みに唸うなる湊を見て、茜も「だ、大だい丈じよう夫ぶ？」と訊きいてくる。

「大丈夫なように見えるか？」

「あなた本当に運がないわね。なんで反射したボールが全部命中するの」

「これが俺の現実なんだよ。どんなに反射してあちこち飛ぼうが、俺の運の悪さの前では、一カ所に集中……」

　待てっ、と内なる自分がささやきかけてくる。今、俺はなんて言おうとした？　乱反射して一カ所に集まる？

　膜まくのかかっていた思考が晴れ、パズルのピースが組み合うように考えがはまっていく。──なぜ、マリアが超ちよう能のう力りよくをつかった時、子犬が反応したのか。

──なぜ、教会に流れる賛美歌があれほど大音量なのか。

──なぜ、マリア像の前で呟つぶやいたささやきを聞き取れるのか。

──なぜ、教会には盗とう聴ちよう器きなどが仕し掛かけられていなかったのか。

──なぜ、この教会には幽ゆう霊れいが出るなどと言われていたのか。

　様々な疑問が、一つの線で繋がっていく。イヴの『この教会には様々な仕掛けがある』という言葉を思い出し、すぐにくるみの『音は空気の振しん動どうで、空気抵てい抗こうを受けて小さくなる』という言葉を思い出す。

　次の瞬しゆん間かん、体中にアドレナリンが流れるのを感じた。すべての疑問が解け、真相に気づいた。震ふるえる手で、ペンを走らせる。

「……わかった」

「何がわかったの？」

「ジャンケン・マリアの超能力の正体が分かった」

「嘘うそでしょっ！」

　茜が大きく目を見開く。喜びなのか驚きよう愕がくなのか、感情の表現の仕方が分からない顔つきになった。

「運がいいのか、悪いのか」

「いいに決まってるじゃない。ずっと分からなかったジャンケン・マリアの超能力の正体がわかったんだから」

「いやでも、まだ、俺たちがジャンケン・マリアたちに勝つには、難しい状じよう況きようなんだ」

「どういうこと？」

「奴やつの超能力が偽にせ物ものだと証明するには、奴に超能力を使わせて、失敗させないといけないんだよ。その作戦がまったく浮うかばない」

「意味がないってこと？　ぬか喜びじゃない」

「怒るなよ」

　茜が、興奮に任せてそこらじゅうに落ちているボールを拾うと、子供が癇かん癪しやくを起こすように、手当たり次第湊に投げつけてくる。

「おいっ。やめろ。痛いだろうが」

　湊の苦情を無視し、茜はひたすらボールを投げつけてくる。湊に当たったボールは、あちこちに反射して、その一つが天てん井じようにできた水のしみにあたった。

　直後に、大量の水が湊と茜の頭上から落ちてきた。ボールが天井にあたり、老ろう朽きゆう化していたブロックを破は壊かいして、その上にたまっていた雨水が落ちてきたらしい。

　気温の低い地下室に、冷えた雨水が大量に流れ込む。

「むむむ」

「ふむっ」

　二人は小さく悲鳴をあげ、水から逃のがれるように顔をふせた。雨水が完全に流れ切るのをまち、顔を上げる。筆談に使っていたメモ帳がぬれてしまっていた。使えるスペースも残りわずかだ。

「むむむ。むふむむふむふむむ」

　おそらく「あああ、紙がぬれちゃってる」と言いたいのだろうと予想し、湊は茜を見るが、次の瞬しゆん間かん湊は絶句した。

　水を浴びた茜の姿が、あまりにもなまめかしかったからだ。ぬれた前まえ髪がみはおでこにひっつき、普ふ段だんのやわらかさはなく、そのかわりに、風ふ呂ろ上あがりの女性特有の奇き妙みような色っぽさがあった。水分を含ふくんだ真っ白いシャツは、体の曲線にそってはりつき、素す肌はだを透すかしている。体のラインがはっきり分かるのに、地じ肌はだは見えておらず、そのはっきり見えそうで見えない状態が、あぶない想像力をかきたてた。透けた上半身の胸部には、うっすらと茜の着けているスカイブルーのランジェリーが覗のぞいていた。

　下手な裸ら体たいよりもよほど官能的で、目のやり場に困る。

　え？

　心の中で声がこぼれたのは、別段、桃もも色いろな欲よつ求きゆうにまけたからでも、開き直って、茜の裸体を想像してやろうと思ったわけでもなかった。

　違い和わ感かん。

　そう表現するしかないような感覚にとらわれた。茜と初めて会った時から感じていた違和感がここに来て、肥大化してきたのだ。

　どういうことだ、と違和感の正体を探る。それはすぐに分かった。

　──服の上から見る以上に、透すけた茜の胸が大きく見えるのだ。



    

  
    
      　湊は残された紙のスペースを使い、できる限り小さな文字を書く。

「おい……お前、なんだよその胸」

　湊の指し摘てきに、茜はようやく自分の服が透けていることに気づいたのか、赤面し自分の体を抱だくように胸元をかくした。

「むむむむむっ」

　湊の視線から逃れるように身をよじる。その際、茜のスカートのポケットから、なにか紙がのぞいている。ふと、そういえば、茜はくるみが手に入れてきた自身のプロフィールを没ぼつ収しゆうしていたことを思い出した。

　もはや恥はじらいも罪悪感もなかった。湊は体を起こし、両手で茜を押おし倒たおすと、茜の服のポケットからはみ出た紙を強引に引ひき抜ぬいた。

　見る者が見れば、即そく座ざに通報されかねない体勢だ。よほど見識がない者でもない限り、犯罪現場にしか見えない。

「むむむむむっ！　むむむむむむ！」

　取り乱す茜を無視して、奪うばった紙を地面に置き、茜のプロフィールを見る。くるみ曰いわく、この紙には茜の胸囲も書いてあったはずだ。項こう目もくを探し、チェックをする。　あり得ない、と思っていたが、そのあり得ないことが本当に起きてしまった、と湊は愕がく然ぜんする。

「おいっ。茜」紙に書いた文字を茜に見せる。

「むむむ？」

「お前、その胸、どういうつもりだ？」

「むむ？」

　茜は自分の胸を手で隠かくしながら、たじろぐ。身の危険を感じているらしい。

「この紙に書かれたお前の胸のサイズと、俺の目の前にいる茜の胸のサイズがまったく違うように思えるんだが。いきなり劇的に変化したのか？」

　多少なりとも落ち着きを取とり戻もどしたのか、茜は湊からメモ帳をひったくると、ペンを走らせた。

「あたしはわざと、自分の胸をこういう風に見せてるの。大変なんだからね。それ専用のランジェリーだって種類が少ないし」

「努力をする方向を著いちじるしく間ま違ちがっているとは思うが、なんでお前は、そんな努力をしてるんだ？」

　猥わい褻せつな質問を真ま面じ目めな顔でする湊。自分でも、どこを目指しているのか分からなくなりそうになるが、必死に自分をなだめた。この質問の返答いかんで、色々と変わってくる。茜は、有無を言わせない湊の気き迫はくに、気き後おくれするように顔を伏ふせた。赤面し、かすんだ文字で「……から」と書く。

「は？」

「だから、馬ば鹿かっぽく見えるからよ」

「自覚してたのか？　自分が馬鹿だって」

「……じゃなくて、こういう胸は、あまり頭が良さそうに見えないでしょ？　そんな科学的根こん拠きよ不明の迷信で馬鹿扱あつかいされるのはごめんよっ」

「そうだな。お前が馬鹿なのは、お前の胸のサイズのせいじゃない」

「あんた、人のこと馬鹿にしてるの？」

「で、どうなんだよ。お前は、自分の胸にコンプレックスを抱かかえているんだな？」

「そ、それがどうしたのよ。悪いわけ。あたしの胸があんたに迷めい惑わくかけた？」

　湊は、どうしてこうなるのか、と自分を罵ば倒とうしたい衝しよう動どうにかられる。なぜこうなるのか、と。不運の神はいったい何を考えているのか、意味不明だった。

「茜、今から書くことを見ても驚おどろくなよ？」

「もう驚きなんて出尽つくしちゃったわよ」

「ジャンケン・マリアをはめて、超ちよう能のう力りよくを偽物だって証明する作戦を思い付いた」

「もうっ、嘘でしょ！　どういうことよ」

「でもそれができたとしても、次の問題がある」

「なによ？」

「俺たちがどうして、ここに閉じ込められたのか忘れたのか」

「あんたの運が悪いからでしょ？」

「ようやく調子が戻ってきたな」と湊は苦笑する。「俺たちが負けたのは、奴らが拳けん銃じゆうを持ってたからだ。簡単に言えば、武力の差で負けたんだ。俺たちが、ジャンケン・マリアを理り屈くつで破っても、物理的な暴力でねじ伏せられる可能性がある」

「はあ、なんであんたは次から次へと、そう問題を提起できるのよ」

「まだまだ問題はある。もし、ジャンケン・マリアたちの拳銃を無力化する作戦が思い付いても、そもそも、この部屋から逃にげる術すべがないと意味がない」

「なに堂々と絶望的なこと口走ってるのよ」

「本当だから、仕方がない。俺だって辟へき易えきしてるんだ」

「ちなみに訊きくけど、ジャンケン・マリアの超能力の正体を暴く方法ってどういう方法なの？」

　茜に訊たずねられ、湊は一いつ瞬しゆん押おし黙だまった。この状じよう況きようで説明して、殺されないかな、と一考する。

「怒るなよ？」

「訊いてから考えるわ」

「怒るなよ？」

「だから早く教えなさいって」

「しょうがないな」

　湊はメモ帳に小さく、自分の考えた作戦を書き連ねた。それを見た茜は、顔を真っ赤にして、かぶりを振ふった。

「そんなことできるわけないじゃない！」

「でも今のところ、これしか方法がない」

「よかったあ」

「何がよかったんだ？」

「あんたの考えたジャンケン・マリアをやっつける作戦よ。そんなの実行なんてとてもできないわ。恥ずかし過ぎる。でもそれしかないんでしょ？」

「ああ、たぶんこの作戦が最善策だ」

「最善策かつ、ジャンケン・マリアと勝負できる環かん境きようにあったら、きっとあたしは小説のためにその作戦を実行したわね。だから、この文字通り、手も足もでない状況でよかったわ」

　言いながら、茜はぶらぶらと地下室の中を歩き回った。なにか奇妙なことに気づいたのか裾すそをひっぱってくる。紙のスペースがもったいないので、目だけで「どうした？」と訊ねた。

「なんか蒸し暑くない？」

　そういえば先ほどから、やけに蒸し暑い。額に付着している水は、いましがた落ちてきた雨水だけではなく、自分の汗あせも混じっているようだ。

　目が覚めた時は、肌はだ寒ざむいほど室温が低かったのに、いまや軽く息があがるほど上じよう昇しようしていた。

「ちょっと、どこかで火事とか発生してるんじゃないわよね。あんたならありそうで怖こわいわ」

「そういうどうでもいいことは書くなよ。紙の無む駄だだ」

　湊は注意しながら、熱源を探した。地下室には無造作に様々なものが置かれている。すばやく目を走らせると、ある袋ふくろが目に入った。工事現場などにある、大きめの紙かみ袋ぶくろだ。普ふ通つうは水が染み込まないように二重になっているはずだが、古い物なのか、袋が破れ、中身である白い粉がこぼれ出ていた。その粉と、先ほど落ちてきた雨水が反応して、熱を発しているようだ。

　袋に近づき粉の正体を確かめる。

　生石灰か、と湊は一人で納得した。おそらく教会の建物の補強などで使っていたのだろう。粒りゆう子しの細かい粉だ。そういえば、ミコトが粉について何か言っていた気がする。そこで、湊ははたと息を呑のんだ。

　茜を見ると、ちょうど、もたれかかるのによさそうな布のかぶった荷物を見つけ、それに腰こしを下ろしていたところだった。

　すると、不協和音が地下室に響ひびき渡わたった。茜は肩かたをはげしく上下させ、腰を上げる。恐おそる恐る布を引くと、古いピアノが顔を出した。

「むむっ」

　茜がくぐもった声を出し、飛とび跳はねた。

　ピアノは古いが、まだ使えそうな雰ふん囲い気きがある。

　おいおいおいおい、ちょっと待て、と湊は高こう揚ようする。まさか、ここに来て、ピアノが現れるとは。茜を見やる。

　くるみの伝を信じるなら、と教会で話していたくるみの台詞せりふを思い出した。ここから脱だつ出しゆつできる見込みがある。

　ここまですべてが繋つながるものか、と湊は幻げん惑わく的な気分になる。メモ帳の最後のスペースを使い、大きく文字を書き茜に見せた。

「すべてが上手くいく方法を思い付いた」



　　　　２



「ですから、皆みなさんを幸せにすることは簡単ですが、その分、どうしても不幸になる人が出てきてしまうのは、この世界の理ことわりなのです」

　マリアの演説が聞こえ、湊はまだマリアたちの計画が完かん了りようしていないことを確認した。

　湊は、よくもまあ、あんな出で鱈たら目めをぬけぬけと言えたもんだ、と感心した。やはりプロの詐さ欺ぎ師しは演技が上手い。

　地下室から出て目の前の階段を上り切ると、教会の一階に出た。マリアが壇だん上じようでとうとうと演説している。イヴもその後ろに控ひかえており、無感情な表情で生徒たちを眺ながめていた。

「わたくしに任せて頂ければ、不幸な人を幸せにすることができます。それはすなわち、皆さんの徳にも繋がるのです。皆さんが、余分に持っているものをわたくしに預けて下さい。質や量ではなく気持ちの問題です。チョキッと自分の持っているものをわたくしに預けて頂くだけでかまいません」

「なんとか間に合った……」

「本当にぎりぎりね」

　茜がぼやくように呟つぶやく。着ている制服があちこち乱れており、その様子がいっそう悲ひ壮そう感を醸かもし出していた。

「びっくりしましたよ」

　遅おくればせながら、地下室から現れたくるみが、呆あきれるような口調で言ってくる。

「先せん輩ぱいの激げき怒どの台詞の後、ずっとピアノの音がなってるんですもん。先輩がいなくなってから、ずっと先輩に仕掛けた盗とう聴ちよう器きを聞いてたんですけど、なかなか、どこに先輩がいるか分からないし。焦あせりましたよ。二人の会話からどこかの地下室だってことはわかりましたが、どこの地下室なのか分かりませんでしたしね」

　くるみがとうとうと語る。どこか誇ほこらしげに鼻を膨ふくらませていた。あのあと、ピアノを使い、くるみに自分たちの居場所を伝え助けて貰もらうのに、それほど時間はいらなかった。

「俺も、ピアノを見つけてから、お前が、茜に盗聴器を仕掛けてるって話を思い出したんだ。しかし、真しん偽ぎのほどは定かじゃなかったし、くるみが、二日目に俺が説明したピアノの暗号を覚えてる保証もなかった。それに、状況的に『教会の地下』にいる可能性が高かっただけで、本当にあそこが教会の地下だっていう確証もなかった。俺の苦手な運だのみだったし、くるみの知性に頼たよるっていう分ぶの悪いかけだった」

「くるみも最初は、ちんぷんかんぷんでしたよ。ずっと『二音の組み合わせの音が鳴る』んですもん。そこでようやく、フッシーの言ってた『五十音を番号にわけて、ピアノの音の組み合わせで、文章をつくる』っていう暗号を思い出したんです。んで、実際に解読してみたら『きようかいちか』になるんですもん。わかりづらすぎです。しかも、その次の言葉の意味も理解不能でしたしね」

「俺が驚いてるのはそこだよ。最後に付け足した言葉は、ほとんど理解してもらえるとは思っていなかった」

「いえ、最後の言葉だけは、くるみ何か感じるものがありました」

「けど運が悪いわよっ」

　茜が語調を強くする。「結局、あの作戦を実行しなきゃいけないんじゃない」

「ではやめておきますか？　茜お嬢じようさま？」

「や、やるわよ。やってやります。ここまできたらやけよ」

　茜は半ば自じ暴ぼう自じ棄きになったような口調で言った。

「それじゃあ、行くぞ？」

　茜は、覚かく悟ごを決めるように深呼吸をすると、大きく口を動かした。

「ちょっと待って下さい！」

　茜の声が、教会に響き渡る。教会の誰だれもが壇上にいるマリアに注目していたのに、一いつ瞬しゆんで茜に視線をよこした。

　壇上にいるマリアは、演説をやめ、こちらを見ていた。イヴも佇たたずんでおり、感情のくみ取れない顔で、湊を凝ぎよう視ししている。

「どうして。いえ、どうやって地下から……」

　マリアは呆ぼう然ぜんとした面おも持もちで訊ねてくる。イヴも同じことを思っているのか、感情の見えない表情に、初めて驚おどろきの色がともるのがわかった。

　イヴの視線が、くるみへと移動し、すべてを察したように瞳ひとみを揺ゆらした。

「ふふふ、なんでくるみが、地下室に先輩たちが囚とらわれているって知ったか分からないって顔ですね」

「まあ、教える筋合いはないけどな」

「まあね。教えてもどうしようもないしね」

「ただ一つ言えることは、おたくら、もう詰んでるぜ」

　湊の挑ちよう発はつ的な台詞に、マリアとイヴの表情がゆがむ。憤いきどおり、喫きつ緊きんの問題を解決せねばならぬ、という意思が芽生えてくるのが分かった。

　だが、もう遅おそい、と湊は思う。

「あんたは正しいよ。俺の不運を見くびらなかったからな。でも認識が甘かった。俺の不運は敵味方関係なく、すべてにおいて不利なように働くんだ。常に最悪の事態を想定したさらにその上を行く」

「執しつ事じくんは何が言いたいんだい？」

「俺の不運を舐なめるなよ？　俺がこの場にいる以上、すべての事象は、すべての人間の思おも惑わく通りにはいかない」

　湊はほとんど開き直るように言う。

「それに、あなた方が相手にしたのが、この学園の聖処女ピユアネス・フイリアだというのも運の尽つきです」

「つまりどういうことだい？」

「反はん撃げき開始です」

　湊たちの言葉に、マリアとイヴは明確に臆おくした。それを確認した茜は、ゆっくりと手を上げマリアとイヴに指を向ける。そして優ゆう雅がな物もの腰ごしで二人を見み据すえると、刺さすような言葉を吐はいた。



　──あんたのやってたことは、全部初めから知ってたわ！

　嘘うそをつくなと湊は思う。



　　　　３



「シスター、あなたには少しお仕置きが必要です」

　茜がジャンケン・マリアを見据え、言う。マリアはやや、戸と惑まどい気味に、「お仕置き？　わたくしにですか？」と言う。

「ええ、あなた方の悪行もここまでですわ。シスターの超ちよう能のう力りよくの正体は分かりました」

　教会内の生徒に動どう揺ようが走る。ざわめきが大きくなり、空気が振しん動どうした。

「落ち着いて下さい。この少女が仰おつしやってることは、すべて出鱈目です。わたくしの力は本物ですよ。あなた方も見たはずです」

　マリアが力強くそう宣言すると、混乱しかけていた場の空気が沈ちん静せいした。やはり、マリアは場慣れしている、と湊は苦笑する。

「残念ですが、あなたの力は偽にせ物ものです」

「ほう。明言しますか。せめて来ましたね」

「今に茜お嬢さまが、そのいかがわしい口を使えなくしてご覧にいれますよ」

「つまり、もう一度、パパッと私と勝負をしたいということですか？」

「ええ、その通りですわ。ご理解が早くて助かります」

「面白い申し出ですけど、チョキッとお断りさせて頂こうと思います。だって、その勝負でわたくしの何が満たされるのですか。人生の充じゆう実じつとは心の充実です。疑ぎ惑わくや欺ぎ瞞まんを内包する勝負を受けたところで、心の充実からはほど遠い」

「たしかに」

　湊はジャンケン・マリアに同調する。そう出てくることは予想済みだ。茜に目配せをすると、茜は周囲には分からない程度の動きで頷うなずいてみせた。

「仰る通りですわ。物語でも、駆かけ引ひきや世間知の深い主人公よりも、無知で無む鉄てつ砲ぽうで先手を打ち損じる主人公の方が好まれる傾けい向こうにありますから。ちょうど森鴎おう外がいの『青年』よりも夏目漱そう石せきの『三さん四し郎ろう』の方が人気があるようにね。ですから、今度は、この場にいる皆さんに、わたくしたちを見て頂きましょう」

「ここにいる人たちに？」

　そこにきて、ジャンケン・マリアの表情に変化が見えた。この教会にいる生徒に力を見せなければならない状じよう況きようでは、この勝負の申し入れを断れるはずがない。

「ええ、例えれば、わたくしたちはさながら、本の中の登場人物で、この教会にいる生徒の皆さんは、さしずめ読者といったところでしょうか。前回は、ほとんどわたくしたちだけで結論をだしましたが、今回は、この教会の皆さんに審しん議ぎをして頂くわけです。そうすれば、皆さんにマリア様が本物の超能力者であると理解して頂けますし、これだけの人数に認められれば、もはやこの学園の誰だれ一人、マリア様のお力に疑問をはさむ人はいないでしょう」

「ふふ、妙みように饒じよう舌ぜつですね。何か、特別なお考えでもあるようですね」

「考えだなんて」茜が謙けん遜そんする。「わたくしは常に何が正しいか見極めたいだけですわ」

「それは、高こう邁まいな精神をお持ちで」

「それで、マリア様はこの勝負を受けて下さるのですか？」

　湊は、まどろっこしい、と舌打ちをしたくなるのをこらえ、質問をする。答えは決まっているはずだ。

　マリアはもったいぶった様子で、考える素そ振ぶりをし、「それで、どのような方法で？」と切り返してきた。

「前回と方法は同じですよ。ただ、今回は、あらかじめマリア像の前で祈いのる内容をここにいる方々にも見て貰っておきます。そして、マリア様には、皆さんの前で、お嬢さまが祈った内容を当てて頂くわけです」

「それだと、あなた方が圧あつ倒とう的てき不利な条件だと思うのですが？　もしこの教会に、一人でもわたくしに協力的な人間がいれば、その時点であなた方の負けになる」

「勝ち負けじゃ、ありませんわ。わたくしは、ただもう一度、マリア様のお力を確認したいだけですから。それに、この学園にそのような不公平な行こう為いを行う生徒がいるとはわたくし、考えてもいませんもの」

　実際には嘘うそだった。ジャンケン・マリアにイヴ以外の仲間がいるはずない。もしいるならば、地下室に自分たちを監かん禁きんした時に、見張りとして使っていたはずだ。

　ジャンケン・マリアは、悩なやむようにイヴと視線を交わした。イヴは苦いものでも食べたような表情で、頷く。

「いいでしょう。その勝負、お引き受けしましょう」

「ありがとう存じます」

　茜が慇いん懃ぎんに礼を言い、頭を下げる。その言こと葉ば尻じりがわずかに震ふるえているのを湊は、聞き逃のがさない。無理もないよなあ、と罪悪感にさいなまれる。

「……」

　イヴは無言のまま何かを操作して、教会に流れる賛美歌を消した。マリアは耳につけていたマイク付きのヘッドホンを取り外し、イヴに手て渡わたす。

　湊は茜を先導するように、壇だん上じようまで歩いて行く。マリアの隣となりまで移動すると、生徒たちに向き直り「さて、皆みなさん」と調子よく言った。「これから、皆さんにはマリア様による奇き跡せきを目まの当たりにして頂きます。まずは、この紙をご覧ください」

　湊は、執事服の胸ポケットから、一枚の紙を取り出し、掲かかげるようにそれを見せる。

「この紙には、これから茜お嬢さまが、教会の回かい廊ろうにあるマリア像の前で祈る内容が書かれています。皆さんには、茜お嬢さまとマリア様が回廊に行っている間に、この紙に書かれた内容を見て頂きます。そして、そのあとマリア様にはこの紙に書かれた内容がなんなのか、それを当てて頂くわけです」

　湊は簡単に、勝負のルールを説明する。茜を見やると、表情こそ穏おだやかな微び笑しようを保っているが、目の縁ふちが小刻みに痙けい攣れんしていた。緊きん張ちようからではないのは明白だった。

「それでは、パパッとこの余興を終わらせましょうか？　さあ、茜さん。二階にあるマリア像の前で、祈りを呟つぶやいて下さい。ここにいると、執事くんの紙を見てしまうかもしれないので、わたくしも一いつ緒しよに参ります」

「……やっぱりそう来るか」湊は小声で漏もらす。

「し、承知致いたしました。それでは一緒に参りましょう」

　茜はぎこちなく応じ、回廊へ続く階段へ向かい歩いて行く。ジャンケン・マリアは余よ裕ゆうの態度を崩くずさずに、悠ゆう然ぜんと茜の後に続いた。

　二人が階段を上るのを見届けた湊は、教会にいる生徒たちに意識を戻もどした。「それでは」という言葉を出だしに、持っていた紙を顔の前で開く。地下室で見つけた紙だった。遠くまで見えるようにかなり大きめの紙を探したので、湊の顔は生徒たちに見えないはずだ。

「それでは、この紙に書かれた内容を、すべて暗記して下さい。いいですね、すべてです」

　すぐに、教会内の空気がざわついた。深刻さや驚きよう嘆たんからは無む縁えんの、浮うわついたざわめきだ。ところどころで失笑のような息づかいも聞こえる。

　紙で視界を遮さえぎられているが、ありありと今、目の前に広がっている光景を想像することができた。

「みなさん、暗記できましたか？　それではいったん、この紙を戻します」

　紙を胸ポケットに戻し、視線を上に向けた。マリアと茜の後ろ姿が見える。まだ、作業は終わっていないようだ。

　さてどうしようか、と湊は一考した。貴重な時間を無む駄だにするのもばからしい。そう考え、湊は少しでも、こちらに優位に働く雑談をすることにした。

「さて、まだ少しお時間の方がかかるようなので、少し私の雑談にでもおつきあい下さい」

　湊は軽やかに語りだす。「あなたは、神様を信じますか？」と一番近くにいた少女に問いかけた。

「神様ですか？　それはもちろん信じております。でなければ、毎週日曜日にお祈りをしたりしませんわ」

「なるほど。それはすばらしいです。それでは、サンタクロースは信じますか？」

「サンタクロース、ですか？　いえ、素敵なものだとは思いますが、信じているか信じていないかで、いえば……あまり」

「それはなぜです？」

「……なぜって……だって、あれは子供のためのつくり話でしょう？」

「では子供の頃ころは、サンタクロースを信じていたのですね？」

「それは……ええ、もちろん」

「子供の頃は、サンタも神様も信じていたのに、今は神様しか信じていない。これはいったいどういうことが原因で起きるのでしょうか。子供の頃にサンタクロースに扮ふんした誘ゆう拐かい犯に誘拐されて以来、私はサンタクロースは信じないようにしています。その後こう遺い症しようのような意味合いで、私は神様もあまり信じてはいません。ただ、否定もできませんが。そういう私からすれば、サンタと神様の違ちがいがよく分からないのですが、皆さんはどう思いますか？　子供の頃はサンタを信じ、大人になれば神様を信じる。不思議ですね」

　湊の言葉を聞き、生徒たちは一様に怪け訝げんそうな表情になる。

「私の個人的な意見ですが。やはり、人は何かにすがって生きていたいのでしょう。そして子供には、プレゼントをくれるサンタがヒーローのように思えてしまうのではないでしょうか。無条件で、金品を要求せずに愛をくれる存在は貴重です。なにせ、サンタと違い神様は金品を要求しているようですからね。無条件で無限定に子供に幸せを運ぶサンタと、条件的に有限的な幸福を運ぶ神様。どちらが正しいのか私にはわかりかねますが、やはり、無条件の愛の方が、個人的には好みです。皆さんには、そのあたりのことを考えて頂ければと思います」

　湊が演説口調で話していると、茜とジャンケン・マリアが回廊から降りてきた。茜に目配せをすると、茜は軽く頷いた。どうやら作戦はうまくいっているようだ。

「お帰りなさいませ、茜お嬢じようさま」

「ええ、ただいま」

「さて」

　湊は早速、本題に入った。「マリア様。茜お嬢さまの祈りが聞こえましたか？」

「ええ、もちろん。茜さんの祈りは、マリア像を通じてわたくしの頭にググッと入ってきましたよ」

「では、早速ですが、お嬢さまがマリア像になんとお祈りしたか、お聞かせ願えますか？」

　マリアは笑顔をつくり首しゆ肯こうした。教会内に賛美歌が再び流れる。マリアは、マイク付きのヘッドホンを装着すると「ふふ」と余裕めいた笑いを零こぼす。

　その笑い声を合図にするように、教会内に緊きん迫ぱくした空気が流れだした。教会にいる生徒たちの希望や焦しよう燥そうなど雑多な感情が、混ざり合い、なんとも例えようのない空気だ。

　さあ、どうなる、と湊は体を強こわばらせる。俺の考えが正しいなら、ジャンケン・マリアは茜が回廊で呟いた言葉を聞いたはずだ。

　ジャンケン・マリアは、茜が呟いた内容を的中させるだろう。

　的中して貰わないと困る。

　こちらの緊張をよそに、ジャンケン・マリアは依い然ぜんとして余裕を見せつけている。静かに目を閉じ数拍の間を開けた。そして、ゆっくりと目を開け、口を開いた。

「ふふ、茜さんは、見かけによらず可愛らしいのね。それだけすぐれた容姿を持っているのに、美容の悩みが絶えないなんて」

　マイクで拡大された声が、教会内に響ひびき、教会にいる生徒たちに動どう揺ようが走った。口々に「どうして？」だとか「まさか本当に当ててしまうなんて」だとか「本当に本物なのね」など口々に驚嘆の声を上げている。

　まだだ、と湊は自分を落ち着けた。まだ作戦は終わっていない。ジャンケン・マリアの口から決定的な言葉を引き出さなくてはいけない。

「そういった抽ちゆう象しよう的な事ではなく、具体的に茜お嬢さまが祈った内容を答えて頂けますか」

「ええ、もちろん。茜さんが祈った内容を当てて、わたくしへの疑ぎ惑わくの糸をチョキッと切って見せましょう」

「それで？　お嬢さまはなんと祈ったのですか？」

「茜さんは」ジャンケン・マリアはもったいぶるように言葉を区切り、緩かん慢まんな動きをする。

「茜さんの悩みは、そのつつましい胸のようですね。『胸のサイズについて悩んでます』だなんて、本当に可愛らしい。学園の聖処女ピユアネス・フイリアもやはり一人の少女ですね」

　瞬しゆん間かん、教会の空気に大きな穴が空いたような沈ちん黙もくが訪れる。しばらくして、空気に空いた穴に、呼び寄せられるように、今日一番のざわめきが発生する。

　今しがたの、不可思議なものに対する驚嘆ではなく、理解しがたい状じよう況きように対する困こん惑わくや動揺のようなざわめきだ。

「どうしたのですか？」

　さすがのジャンケン・マリアも不ふ審しんに思ったのか、誰だれに対するでもなく訊たずねる。

「ふふふ」と笑ったのは、茜だった。

「やはり、そう捉とらえましたか。そう捉えたのね。はは……ははは、もういいや」

「そう？　そうとはどういう意味ですか？　あなたは確かに、胸について悩んでいるとマリア像の前で呟いたはず……」

「ええ、確かにそう呟きましたわ。マリア様はたしかにわたくしの言葉を一言も洩らさず聞き取ってらっしゃいました」

「だったら、なぜこのような状況になるのですか」

「ふふ、焦あせっていらっしゃいますわね。その答えを見せて差し上げます。湊さん」

「はい、茜お嬢さま」

　湊は一歩前に踏ふみ出し、さきほど、生徒たちに見せた紙を取り出した。「これがお嬢さまが、マリア像の前で呟いた本当の内容です」

　湊から紙を受け取ったマリアは、紙に書かれた文面を見て、目を大きくさせた。マリアに遅おくれ、イヴも「くそっ。こう来たか」と表情をゆがめる。

「そんな、馬ば鹿かな。こんな内容……あり得ない」

「ですが事実です。茜お嬢さまがマリア像の目の前で呟いた内容は『胸の大きさで悩なやんでいる』です。その言葉からは、胸の大きさの『何に』悩んでいるのかまでは分かりません。ですが、その紙を見た、生徒の皆さんは茜お嬢さまが胸の大きさの『何に』悩んでいるのか分かっているのです」

　ジャンケン・マリアの手から紙が滑すべり落ちる。床ゆかに落ちた紙には、湊が考えた作戦の中でも限りなく品性に問題のある文面が綴つづられていた。



『胸の大きさ（大きすぎて肩かたがこる）で悩んでいる』



「そうです。マリア様は間ま違ちがいなくわたくしの言葉を聞き取りましたが、その真意までは理解できなかったようですね。なぜならあなたのその力は、超ちよう能のう力りよくなどではなく、ただの現象を利用したトリックでしかないのですから」

「何を根こん拠きよに」

「根拠なら至るところにありますわ。まずは、あなたの力の正体ですが、それはこの教会の構造そのものにあります」

「盗とう聴ちよう器きでも仕し掛かけているとでも？」

「いいえ。そんなことをしなくとも、わたくしの声を盗ぬすみ聞くことができるではありませんか。音の反射を使えばね」

「っ」

　マリアは露ろ骨こつにうろたえた。言葉に窮きゆうし、完全に劣れつ勢せいに陥おちいっている。イヴも動揺に顔を強ばらせていた。茜は、マリアが沈黙していることをいいことに、話を続ける。

「皆みなさん、ご存じの通り、音とは空気の振しん動どうです。基本的に音というのは単一の反射経路しかありませんから、遠くにいくほど空気抵てい抗こうで振動が弱くなり、音が小さくなります。ですから、普ふ通つうであればマリア像の前で呟つぶやいた内容を部屋の反対側にいる人間が聞き取ることなど不可能です」

　茜が説明すると、「それじゃあ、そこにいるマリアが、先せん輩ぱいの呟いた声を聞き取るのは無理の無理無理じゃないですか」というくるみの声が聞こえてきた。

　推理をスムーズに運ぶための質問役に抜ばつ擢てきしたのだが、あまりにも演技が下手だ、と湊は苦笑する。

「いえ、ある条件が調ととのえば、わたくしの言葉を遠く離はなれた人が聞くことも可能です」

「ある条件ってなんですか？　くるみ、意味不明です」

「さっきも言った通りですわ。音は単一の反射経路しかないから、振動が弱くなると音も聞き取りづらくなる。だったら、複数の反射経路を用意してやれば、遠くに離れていても音は増ぞう幅ふくされ、結果的に聞こえるようになります」

「ちょうど、合唱と同じですね。一人の声よりも大人数で同時に声を出す方が、遠くまで声が届きます。そういうことでよろしいですか？　茜お嬢さま？」

「ええ、その通り。この教会はまさにその合唱を起こすのにちょうどいい構造をしているのです。こういう綺き麗れいな円形で、凹おう曲面の空間では、一つの場所で発生した音が複数の反射経路を持つことがある。つまり、同じ音が複数発生するようなものですの。ある地点に届く音には時間差がありますが、音は当たり前ですが音速なので、たいした問題にはなりません。この原理を使えば、わたくしがマリア像の前で呟いた内容を聞き取ることは容易です」

「ユニークな仮説ですね。茜さんのその説が正しいなら、他の人が聞いてもおかしくないはずでしょう。少なくとも、先日、私が力を使った時には、そこの執しつ事じさんも一いつ緒しよに回かい廊ろうにいたわけですから、執事さんも声を聞くかもしれないでしょう。あまりにリスクが高く、現実的でないトリックですね」

　マリアは焦りからなのか、早口でまくし立てた。

「そのリスクをなくす仕掛けがたくさんあるじゃありませんこと？」

「仕掛け？」

「ええ、ヒントは初日からたくさんあったんです。まず、あなたは、わたくしがマリア像の前で祈いのるとき、かならず『呟く』という表現を使っていました。それはわたくしに、祈りを口にさせるためのくさびでしょう？　心理に働きかけるのはあなたの得意技のようですし。それにこの大音量の賛美歌もあなたの力の正体を隠かくすために一役買っている。これだけ長時間、大音量に耳を慣らされれば、ささやく程度の小さな声など聞き取れるはずがありません。だけど、あなただけはそのヘッドホンで常に片耳は塞ふさがれていた。自分だけが、ささやき声を聞きとれるようにするための布石に他なりません」

「詭き弁べんですね。わたくしの力は、そのような手品のようなものではありません。わたくしの力は本物です」

「もうさすがに厳しいかと思いますが？」

　湊の指し摘てきにマリアは険しい顔を作る。その表情を保ったまま茜の胸を指さした。

「そもそも、茜さんは嘘うそをついています。どうみても茜さんの胸は小さい。わたくしの力は、人の本心を見み抜ぬく力です。茜さんの本当のコンプレックスは胸の小ささです。このふざけた茶番のための嘘です」

「はい、はい、はい、はーい」

　湊たちに向かって陽気な声が飛んできた。くるみが、綺麗に手を挙げて、こちらに歩いてくる。いよいよ作戦も最終局面で、茜にとってもっとも憂ゆう鬱うつな瞬間だ。

　茜に目をやると、やはり心の準備があっても嫌いやなものは嫌らしい。口元はわずかに震ふるえ、顔は恥はずかしそうに上気している。

「くるみに名案があります。なんと、こんなところにメジャーが」言いながら、くるみはメジャーを取り出した。「本当に、たまたまメジャーがありました。これを使って、先輩の胸のサイズを測っちゃいましょう。ここは公平をきすために、くるみが、先輩が恥ずかしくないように同性のくるみが、なにがあってもくるみが、測定します。もちろん、マリアさんも同席してかまいませんよ」

　くるみはメジャーを片手に持ち、茜ににじりよる。

「ね、ねえ。くるみ、やっぱり考え直さない？」

「むふふ。無理です。この確認作業を以もつて先輩の聖処女ピユアネス・フイリアとしての責務が果たされるんです。だいたいなんの為ために、地下室に先輩を助けに行った時に暗号にあった『例のアレ』を持ってきたと思うんですか？　あの姿なら、先輩も恥ずかしくないからですよ」

「いや、でもね。胸のサイズを確認するなら健けん康こう診しん断だんの記録を見るだけで」

「そんなの、また『そのデータはねつ造だ』って言われるに決まってるじゃないですか」

「ねえ」茜はすがるような目つきで湊を見る。「何か、他にいい作戦はない？　やっぱりあたし、みんなの前であんな格好をするのは……」

「お嬢さま、残念ですが。覚かく悟ごを決める時ですよ。私も心が苦しい。お嬢さまが大衆の面前で羞しゆう恥ちをさらすなんて。胸に穴があいて、そこに高原の澄んだ風が流れ込むようです」

　とうとうと湊は語る。内心、愉ゆ快かいでならなかった。このプライドの塊かたまりのような少女が、意地や恥はじをなげうって、学園の生徒の前で自分のコンプレックスをさらすのだ。これ以上のエンターテイメントが他にあろうか。

「ちょっとっ。高原の澄んだ風ってなによ！　顔が笑ってるじゃない。もしかして、本当は、他に何か作戦があったんじゃないでしょうね」

「ないない。まあ、諦あきらめちゃいな」

　湊が言葉を吐はいたその直後、「先輩、天てん狗ぐの納め時です」という、くるみの声が聞こえ、茜の時ならぬ悲鳴も響ひびいた。

「たぶん、年ねん貢ぐの納め時だろうな」

　湊はぼそりと呟く。くるみと茜が取っ組み合いをしている騒そう音おんが耳に届き、しばらくすると「ちょっとっ、くるみどこ触さわってるのっ」という茜の声が聞こえた。

「女が女に服を剥むかれるっていうのも生々しいな」

「胸に決まってるじゃないですか。ほら、マリアさんもきっちり確認してください。先輩のわがままボディを」

「う、うそでしょ？　君、どんだけ着き痩やせするのさ」

「もう分かったでしょ。早く離して下さい」茜は、もはや自分を飾かざることもせずに訴うつたえる。

　茜は瞬またたく間まに服を脱ぬがされていく。最終的には、湊がくるみに用意させた水着一枚の姿になった。

　地下室からくるみに伝えた暗号は二種類あった。一つは自分たちが捕つかまっている場所を示す暗号だ。そしてもう一つは、別に伝わらなくてもよかったのだが、今回の作戦の都合上、あれば便利だなと思った物を伝えたのだ。それが、今、茜が着ている水着だ。

　赤いトロピカルフラワーの模様が入ったビキニを着ている。胸の谷間が強調されるようなデザインで、高校生が着るには大人っぽすぎるきらいがある。アレは完全にくるみの趣しゆ味みだ。

　茜は壇だん上じようで涙なみだ目めになりながら必死に自身の体を手で隠していた。残念なのは隠しても隠しきれないほど、茜の体の起き伏ふくが大きいことだ。特に胸は、手ではどのようにしても隠せる見込みがない。

　だがその見込みのなさが、逆に、茜の胸の大きさの証明になっていた。教会に集まった生徒たちは、マリアの存在を忘れたように、食い入るように、茜の胸を凝ぎよう視ししていた。

　あまりにも卑ひ猥わいすぎる光景だ。

「はあ、はあ、これで分かった通り、あなたの超能力は偽にせ物ものです。本物だと証明したいなら、この賛美歌を流した状態で、その力を使ってみて下さい。きっと呟き声は聞き取れないはずです」

「そんなの無理に……あっ」

　そこでマリアが失言をした。あまりに間の抜ぬけた状じよう況きように、茜たちはうっかり出た自分の素の口調を取とり繕つくろうことすらしていない。

　あきれ果てたように、イヴは額に手をやっている。「これはもう駄だ目めだな」と事実上の敗北宣言すらした。

　なんて間ま抜ぬけな最後なのかしら、と湊は神秘的な気分になる。さきほどまでの緊きん迫ぱくした空気はどこへいったんだ。もとより、この作戦そのものが、まじめさから遥はるか遠くに位置しているものだったが、それにしても、あまりにもあまりすぎる。

　呆ぼう然ぜんとする生徒たちをごまかすように、湊は「さて、皆さん」という言葉を出だしに、結論を語りだす。

「なんとも間の抜けた結末ですが、たった今、マリア様はご自分で『自分には超ちよう能のう力りよくはない』と明言されました。これでもまだ、このシスターの言葉を信じ、自分の運命を託たくしますか？　もし、まだマリア様を信じるのであれば、この教会に残って下さい。考えを改める方はどうぞ、教会から退いて下さい」

　湊の言葉に、生徒たちははじめ混乱していたようだが、しだいに冷静さを取り戻もどしたのか、一人二人と長なが椅い子すから立ち上がり、教会から出て行った。それにつられるように、次々に生徒たちが立ち去っていく。



    

  
    
      　その光景を見ながら、湊はえも言われぬ充じゆう足そく感を味わった。これで自分の義務を全まつとうしたのだ。茜との約束を守れたのも満足だし、この不可思議な事件を解決できたのも満足だ。これで一件落着だろう。

　といえば、過言な気がしてならない。



「それで、この子に入いれ知ぢ恵えをしたのは君だろ？　薄はく幸こう執しつ事じくん」

　マリアが、あっけらかんとした口調で言ってくる。

　まるで旧知の友人にでも話しかけているかのような口調で訊たずねてくるのには驚おどろいた。

「まあ、一応ね」

「それで、いつ私のトリックに気づいたのさ。絶対にばれないと思っていたのに」

「直接的なきっかけは、まあ、ボールが壁かべにぶつかって反射してるのを見てなんだけど、確信を得たのはこいつのおかげかな」

　湊は、足あし下もとにいる子犬を見ながら言う。

「そのワンちゃんがかい？」

「ああ、あんたが初めて超能力を使った時、こいつが突とつ然ぜん、唸うなりだしたんだ。犬は人間よりも耳がいいから、もしかしたら俺たちには聞こえないものが聞こえてるのかなって。犬なみに五感がさえてる茜も似たような反応をしてたから。きっと、この教会で出るって言ってた幽ゆう霊れいの正体もこれなんじゃないかなって思って。」

「なるほどねえ。それにしてもエグイ作戦を考えるよねえ」

「はあ、穴があったら入りたい。もう、どういう顔してみんなに会えばいいか」

「くるみは役得でした。むふふ」

「ともかく」と湊は話を区切る。「勝負は俺たちの勝ちだな」

「うん、認めるよ。君たちの勝ちさ」

「ああ、私も認めてやるよ。この勝負は、聖処女ピユアネス・フイリアと薄幸執事くんの勝利だよ」

　イヴも素直に自分の負けを認めた。あまりにも素直すぎる展開に、湊はやっぱりこう来るよなあ、と気を引き締しめる思いだった。

　くるみに視線を流す。くるみは胸もとに手を入れ、最終手段の準備をした。

「だがな、我々も一応は犯罪のプロなんだ。これだけ時間をかけて、収入がなしっていうのは、神が許しても自分が許さないんだ」

「許してあげていいんじゃないかな。たまには自分を甘やかしても、神様は許してくれると思うよ」

「それだとやっぱり、神様が許しても、自分が許さないんだよねえ。世の中って複雑だよね。もうちょっと単純になればいいのにね。パパッとさ」

「あんたたちさ。つまり何が言いたいのよ」

「『もう騙だますのもまどろっこしいから、お金を頂ちよう戴だい？』って意味じゃないかな」

「結局、これを使うことになるんだから、今日までの努力はなんだったのかなあ」

　マリアはばつが悪そうに拳けん銃じゆうを取り出し、銃じゆう口こうを茜に向けた。

「ちょっとっ、あんたたち、真相が暴かれたらおとなしくお縄なわにつきなさいよ」

「悪いが、これは子供のお遊びじゃないんだ。お前には人ひと質じちになってもらう。お前の両親から、身代金を頂こう。この学園を退職する、退職金がわりにな」

　茜は奥歯を噛かみ、苦しげに銃口を見つめる。

「すこしでも変な動きをすると、撃うっちゃうから気をつけてね」

　湊は諦てい観かんを滲にじませ、降参するように腕うでを上げた。こうなることは分かっていた。あとは自分の不運を信じるしかない。きっと何か起きるはずだ。

「じゃあ、聖処女ピユアネス・フイリアちゃんは私たちと一いつ緒しよに来て貰もらおうかな。イヴ、聖処女ピユアネス・フイリアをお連れして」

「……ああ」

　イヴは命じられるまま、茜に近づいて行く。どうする、と周囲を見み渡わたした。今に限って、まだ何も起きないのか、と湊は自分の不運を呪のろう。不幸なことは望むときには降ふってきてくれないらしい、と思ったところで、外で雷かみなりが大きくけたたましい音をならした。扉とびらが開き風が教会に吹ふき込む。雷の光が見えた瞬しゆん間かん、湊は小さく悲鳴を上げた。教会を雷が直ちよく撃げきしたらしい。濡ぬれていた地面を伝って、雷の衝しよう撃げきが湊に直じかに伝わってくる。

　全身に熱線を浴びせられたような衝撃を受けた。その場にくずおれ、膝ひざをつく。まさか、このタイミングで雷に打たれるとは、と考える余よ裕ゆうすらない。落雷の衝撃で、小さな袋に詰め替えてポケットに入れてあった生石灰が破は裂れつし、マリアの周囲に飛散した。

　望んでいた結果とはいえ、あまりにも不運すぎる。と湊は泣きそうになる。

「ちょっと、いきなりなにすんのさ。この状況でなんで雷に打たれて、ポケットに入っている謎なぞの粉が舞まうわけ。意味わかんないよ。とにかく誰だれも逃にげられないよ」

　石灰の煙けむりが舞う中、マリアが言った。有言実行とばかりに、引き金に指をかけている雰ふん囲い気きが伝わってきた。

　上手くいくか、と湊は身構える。手に汗あせが滲む。銃じゆう声せいがなり、よし、と内心で快かい哉さいの叫さけびをあげた。粉じん爆ばく発はつが起きるはずだ。四日前、ミコトが言っていたことを思い出し、考えた作戦だった。

　わざと粉じん爆発を誘ゆう発はつさせ、マリアたちを無力化する。茜の方を見ると、湊の作戦を前もって聞いてあったこともあり、しゃがみこむ体勢に入っていた。

　しかし、いくら待ってもマリアの周囲で爆発が起きる気配はない。なぜ？　と疑問に思い、マリアを見ると、マリアはゆっくりと教会の床ゆかにくずおれていくところだった。

「イヴ、裏切るとかひどくない？」

　マリアが力なく言う。見てみると、さきほどの銃声は、イヴがマリアに対して撃ったものだと気づいた。どういうことだ、と疑問がよぎるが、間接的とはいえ、雷に打たれた衝撃はすさまじく、体がまともに動かない。

「悪いな、だが安心しろ、これは拳銃ではなくて、麻ま酔すい銃じゆうだ。執しつ事じくんを見くびるなと言っただろ？　こんなところで銃を撃ってみろ。破は滅めつするのは我々だったぞ」

「……どういうことさ？」

「粉じん爆発だよ。こんな細かい粒りゆう子しがある中で、火をおこしてみろ。我々は火だるまだ。執事くん。残念だが、お前の作戦は失敗だ」

「……それを言うなら、お前の作戦も失敗なんじゃないのか？」

「ああ、その通りだ。わざわざ下調べをして、それなりに労力をかけたのにすべてが水みずの泡あわだよ。とんだ災難だ。相棒は失うしな」

「ちょっとイヴ、相棒を失うって裏切る気まんまんじゃないか」

「悪いが、私はこのまま逃とう走そうさせてもらう。これ以上、この意味の分からない執事くんに関わるのはごめんだからな。悪いがマリアには、私のスケープゴートになってもらう」

「ちょっと待ってよ。イヴが上手くいくっていうから私は話に乗ったんだ。一人で逃げるとかずるくない？」

「だから謝っているだろうが。そもそも作戦自体は完かん璧ぺきだった。私に非はないよ。マリアが逆の立場だったら、私を助けたか？」

「うーん。微び妙みよう」

　その言葉を最後に、マリアは動かなくなった。麻酔銃の効果で眠ねむったらしい。イヴは、マリアが持っていた銃を拾うと、迷うことなく湊に銃口を向けた。

「おい、逃げるんじゃなかったのかよ」

「ああ、逃げるとも。ただしただでは終わらない。薄幸執事くん、君だけはゆるさん。後顧の憂うれいを断つためにも、君と君のご主人はここで仕留めておく。犯人はマリアということにしておこうかな」

　イヴは冷れい淡たんに言い切ると、引き金にかかる指に力を込めた。ただでさえ混こん濁だくする意識の中で「みなと！」という茜の声が聞こえてきた。

　茜が本性をさらしてから、初めて名前を呼ばれた気がする。名前といえば、結局最後まであの子犬に名前をつけなかった、とどうでもいい考えがよぎった。

　なんともくだらない走そう馬ま燈とうだ。

　そこまで考え、ポケットに振しん動どうがあることに気づく。携けい帯たいが着信しているらしい。なんとか携帯を取り出し、通話ボタンを押す。

『もしもし。湊くん、なんとも情けない姿ね。やっぱり私がいないと駄だ目めね』

　ミコトのそんな声が聞こえ、湊は苦笑した。そういえば、ミコトもこの学園に潜せん入にゆうしていたな、と思い出す。

　巨きよ大だいな爆発音がなった。教会の天てん井じようが崩くずれ、煙が舞う。黒いすすのような煙がたちこめ、煙の向こうから「ようやく会えたわね」と聞こえてくる。

「誰だっ」とイヴが短くとがった声を出す。

「ごめんなさい。湊くん以外に名前を名乗る気はないのよ」

　煙の中からミコトが悠ゆう然ぜんと現れた。傘かさを差し、黒い髪かみをなびかせながら、こちらに歩いてくる。

「まったく、せっかく学園のメイドとしての研修が終わって、湊くんに会えると思ったのに、とんだ邪じや魔ま者ものどもがひしめいているわね。湊くん、迎むかえに来たわよ」

「……最悪のタイミングだな」

「最高でしょ。粉じん爆発を使っても敵を無力化なんてできないわよ。よほど大きな爆発でも起こしたりしない限りね。やけどが限度よ。でも、まあ。着眼点はよかったわ。五十点ね」

「おいっ。お前、私の質問に答えろ。お前は何者なんだ」

　イヴがつばを飛ばし、訊ねる。ミコトは切れ長な目をイヴに向けると「ああ、これが今回湊くんが巻き込まれていた事件ね」と平へい坦たんな口調で言った。

「お前は誰だ。答えないとお前も撃つ」

「少し黙だまってくれない。今の私は虫の居所が悪いの。私の湊くんをこんな目に遭あわせてくれるなんて……死にたくなければ、さっさと消えなさい」

「なんだと」

「ちょっと待って。いったい何が起きてるのよ？　何も見えないわよ」

　煙の向こうから、茜が当然の疑問をよこす。

「あなたも黙りなさい。誰も私と湊くんに話しかけないで」

「おい貴様。状じよう況きようを理解しているのか？　こちらには拳銃があるんだぞ」

「あなたこそ状況を理解しているの？　さっさとその拳銃を捨てないと、指がなくなるかもしれないわよ？」

「どういう……」

　イヴがそう言うのと、イヴの手から拳銃がはじけ飛ぶのはほぼ同時だった。乾かわいたけたたましい音がなり、拳銃が空中ではじけ飛ぶ。イヴは手を押さえながら「ぐう」と唸った。

「あらよかったわね。やけど程度ですんで」

「お前一体何をしたんだ」

「あなたに近づいた時に、アルカリ性金属を飛ばして拳銃につけておいたの。あとは水をかけてあげれば、ドカン、よ。湊くん？　分かった？　こういう雨の日は水と反応する爆ばく発はつ物ぶつをつかうのよ。まあ、取り扱あつかいは注意しなきゃだけど。ちなみに今、教会を破は壊かいしたのもアルカリ性金属よ」

　ミコトは、湊を抱かかえ上げると「それじゃあね」と言って、教会の扉に向かった。

「「ちょっと待て」」

　茜とイヴの声が重なる。ミコトは億おつ劫くうそうな表情を浮うかべると「なに？」と温度のない声を出した。

「いったいお前はなんなんだ。突とつ然ぜん現れたと思ったら場を荒あらすだけ荒らして退場とは、どういうつもりだ」



    

  
    
      「本当に何が起こってるの？　何も見えないんだけどっ」

「うるさいわね」

　ミコトはわずらわしそうに言うと、指を鳴らした。どういう手品を使ったのか、突とつ如じよとして、イヴの顔の前で爆発が起きる。イヴは爆ばく風ふうに飛ばされ、後頭部を強打した。うぐ、という唸り声を残し、完全に沈ちん黙もくする。

「今の音は何？　ちょっと、湊、返事してよ。イヴはどうなったわけ」

　湊は最後の力を振り絞しぼり、茜に言葉を発した。

「……イヴは倒たおしたよ。とりあえず事件は解決だ。ただ俺の方の事件は未解決だよ」

　言い終えると、奇き妙みような達成感を覚え、全身の力が抜ぬけていくのを感じる。抗あらがいようのない意識の混濁に身を任せ、ゆっくりと瞳ひとみを閉じた。

「なんの話よ？　本当にあんた大だい丈じよう夫ぶなの」

　大丈夫じゃないな、と湊は心の中で返事をした。結局、ミコトに捕つかまって終わりか、と不毛な四日間の徒労を嘆なげきたくなる。しかしまあ、とりあえず茜の抱えていた問題は解決できた。一応、約束は守れたのだ、と納得した。

　見事なバッドエンドだ。



    

  
    
      　エピローグ




「相談に乗って頂きありがとうございました、フィリア様」

「お気になさらず。これもわたくしの仕事ですから」

　屋や敷しきに相談にきた生徒を見送り、茜あかねは微び笑しようを浮かべる。

　マリアの事件から数日が経過した。

　あの時いったい何があったのか、未だに理解不能だ。湊みなとがイヴに撃うたれそうになり、年とし甲が斐いもなく叫び声を上げた。すると、突然教会が爆発して、あたりいったい黒い煙けむりにつつまれた。理解できたのはそこまでだ。

　煙えん幕まくのような煙が舞まう中、イヴともう一人、謎なぞの少女の声が聞こえ何度か爆発音がなった。湊の「イヴは倒した」という台詞せりふが聞こえ、しばらくすると教会の扉とびらから風が吹ふき込み、一時的に煙を霧む散さんさせた。一いつ瞬しゆん視界が戻もどり、湊の頭が見えた。

「あの時、黒い髪の少女の後ろ姿が見えたのは気のせいかしら」

　気のせいじゃない、と茜は結論づける。あの時、たしかに湊は黒い髪の少女に連れられていた。

　後を追おうとしたが、すぐに教会の倒とう壊かいがはじまり、逃にげ出すのに必死になった。

　逃げ出した時には、すでに少女の姿も湊の姿もなく、それこそ、まるで夢うつつの幻まぼろしを見た気分だった。

　あのあと、崩ほう壊かいした教会を調べたが、マリアもイヴも忽こつ然ぜんと姿を消していた。本当にすべてが夢のようだ。

「まあ、実際に夢だったのかもね。あんだけ運のない男なんてこの世にいるわけないし」

　たった数日間で数々のトラブルを引き寄せた湊を思い出し、苦笑する。本当に近くにいると飽あきることのないやつだった。

　携帯が振動していることに気づいた。ポケットから携帯を取り出し確認すると、担当編集からだ。通話ボタンを押し、携帯を耳に当てる。

「もしもし」

『もしもし。先生ですか。原げん稿こうありがとうございました。確認しましたよ』

「どうでしたか？」

『ううん。敵のトリックを暴くとこまではよかったんですけど、そのあと、敵に追おい詰つめられたあとの展開が無理やりすぎませんか？　いきなり現れた第三者に事件を解決されるっていうのはなんとも……現実感が』

「ですよね」

　茜は愉ゆ快かいげに笑った。だが、現実に起こったことなんですよ、と心の中で回答する。

『まあ、いいんですけどね。とりあえずこれで入にゆう稿こうしちゃいます。お疲つかれ様さまでした』

「はいお疲れ様でした」

　通話を切り、椅い子すに腰こし掛かけた。とりあえず今回もなんとか原稿が間に合った、と安あん堵どの息を吐はく。そして、またネタを考えなくちゃ、とこれからまた小説を書き続けなくてはいけない疲ひ労ろう感かんを覚えた。

　ソファーが目に入る。湊がベッド代わりに使っていたソファーだ。椅子から立ち、ソファーに近づく。革張りのソファーに触ふれても、湊の気配は感じなかった。

　ふと、目め尻じりが下がっていることに気づき、そのことに驚おどろく。

「寂さみしがってる？　あたしが？」

　そんな馬ば鹿かな、とかぶりを振ふった。寂しいのとは違ちがうだろう。あまりにも人にん間げん離ばなれした湊の体質が印象的すぎるのだ、と自分を納得させた。

「激辛ラーメンを食べたあとに、普ふ通つうのラーメンを食べて何も感じないのと同じね。それにしてもあいつ……あの子の名前すらつけることなく行っちゃったわね」

　そういえば、あの子犬はどこに行ったのだろうか。ふと疑問に思った。たしか今朝、朝ご飯をあげた時にはまだいたと思うけど。

　茜が子犬の姿を探していると、部屋の扉が開き、くるみが姿を現した。

「先せん輩ぱい、どうもです」

「あら、くるみ。どうしたの？」

「依い頼らいですよ依頼」

「またあ？　この間、ジャンケン・マリアの事件を解決したばかりじゃない」

「しょうがないですよ。事件は待ってはくれません」

「……はあ。それで今回はどういう事件？」

「ちょっと厄やつ介かいですよ。旧校舎での幽ゆう霊れい騒さわぎです」

「またオカルト？　勘かん弁べんしてよ」

　茜が訴うつたえると、くるみは意地悪な笑みをつくり「大丈夫です。助すけっ人とを呼んであります」と言った。

「助っ人？」

「ええ、歩く小説ネタです」

　くるみの言葉を聞き、自然と気分が高こう揚ようするのを感じた。まさか、という感情と、もしかして、という感情が合わさり、きっとそうに違いない、という確信へと変わる。

「かもん、フッシー」

　くるみのかけ声で、扉から幸さちの薄うすそうな少年が現れた。相変わらず、幸福とは無む縁えんそうな顔だ。頭の上に子犬をのせている。

　初めて出会った時とまったく同じ格好だった。

「よお」

　湊は軽く手を挙げる。

「なにしにきたのよ？」

　茜はぶっきらぼうに言い放つ。ほほが緩ゆるみそうになるのを必死に堪こらえた。

「助けてくれ、人に追われてるんだ」

　またそれか、とつっこみを入れたくなるのを我が慢まんした。ふと思い出すことがあり、「あのさ」と語りかける。

「なんだよ」

「あんた、どこ行ってたのよ」

「お前が俺の心配するなんてどうしたよ？　今日は雨でも降るのか？　降らすならさっさと降らしてくれ、今、俺の家が燃えてるんだ」

「あ、あたしは心配してないわよ。この子があんたがいなくなってから、元気がなかったから、この子の心配をしてたの」

　自分でも強がりと分かる台詞を口にする。

「で、家が燃えてるってどういうことよ？　まあ、あんたのことだから驚かないけど」

「あの時な」

「あの時って、教会が爆ばく破はされた時？」

「うん。アレをやったのは俺がずっと逃げてた相手なんだよ」

「とうとう、学園の中までせめて来たってこと？　だれよそれ」

「磐いわ姫ひめミコトっていう俺の現ストーカーだ。熱ねつ烈れつな執しゆう着ちやく心と独どく占せん欲よくを搭とう載さいした、な。ついでに元カルト宗教団体で炎ほのおを操る超ちよう能のう力りよく者をしてた」

「珍しい経歴ね。履り歴れき書には絶対にかけないわ」

「で、ミコトっていう俺のストーカーが、イヴを倒して、俺を連れ去ったんだ。それで目が覚めた時には下宿にいた。俺は『あの事件はただの夢だ』って思ったんだ」

「残念だけど夢じゃないわ」

　肩かたをすくめる茜に、湊は、今朝おきた、喜劇なのか悲劇なのか判断のつかない話をした。

「みたいだな。それで部屋の外に出たら、家が爆ばく発はつした」

「なんで、朝起きて、部屋の外に出たら、家が爆発するのよ。いったいあんたはなんなわけ？」

「俺が知るかよ。ともかくな、下宿が爆発して、呆ぼう然ぜんとしてたら後ろからミコトが現れて『湊くんが私から離はなれちゃうのは帰る場所があるからよ。だったらその帰る場所さえなくなれば湊くんは、私のところにしかこなくなる』って」

「うわあ……電波入ってるわね」

「だろ？　もはや闘たたかう気力すらわかなかったな。全面降こう伏ふくだよ。で、逃げた。逃げて、バスに乗ったら見覚えのある学校の前についたんだ。そしたら見覚えのある犬がいて、そういえばこの子犬の名前つけてなかったな、と思い出したら、くるみが現れたんだ。『事件ですよ』ってくるんだからびっくりだ」

　話を聞いた茜は、もはやため息すらもったいない、という顔つきになる。

「あんたって、本当に楽しい人生送ってるわね」

「だろ。泣けるだろ？」

「ええ、それ以上に笑えるわ。これからどうするわけ？」

「さあな。どうにかするさ。とにかく今はかくまってくれ」

「いいわ。湊があたしの条件を聞いてくれるなら、あたしが面めん倒どうみてあげてもいいわよ」

「は？　面倒？　子犬のか」

「違うわよっ。あんたのその不幸体質、使えるわ。これからもジャンケン・マリアの時みたいに事件を解決してくれるなら、しばらくかくまってあげてもいいって言ってるの」

「俺と一いつ緒しよにいてもいいことはないよ。前回で分かっただろ」

「不幸な人間ほど、ドラマが生まれるのよ。太だ宰ざいの書く小説の登場人物はそういう人が多いし。湊と一緒にいると、小説のネタ集めにも苦労しそうにないし」

「前向きなとらえ方だなあ」

「湊と初めて会った時に、太宰治の『畜ちく犬けん談』のお話をしたのを覚えてる？」

「まあね。犬嫌ぎらいの太宰が犬に好かれるんだっけ？」

「ええ、太宰は犬を殺そうとするんだけど、殺しきれなくて、結局お家で飼うの」

　茜がこちらを指さしながら言ってくるので、湊は思わず吹き出した。「俺は犬かよ」

「犬はお嫌い？」

「いや別に？」

「じゃあ、いいじゃない。太宰治の『畜犬談』に倣ならって、湊もあたしに拾われちゃいなさい。で、この子の名前はどうするの？　もうあんたが飼うんでしょ」

「そうだな……今が五月で、こいつが生後一ヶ月くらいだろ。桜の季節に生まれたんだからサクラでいいんじゃないか。始まりの季節に生まれて、色々な始まりをつくったわけだし。こいつがいなかったら俺はここに来てないしな」

「湊にしてはオシャレな理り屈くつね。じゃあ、この子の名前はサクラで」

「お前、いつから俺を『あんた』じゃなくて『湊』って言うようになったんだよ」

「うるさいな。で、来るの？　来ないの？」

　湊は肩をすくめる。手を出し「じゃあ、しばらく厄介になるよ」と言った。

　茜はとっさに、どうしていいのかわからず、しどろもどろになる。慌あわてて机の上にあったペンと紙を持ち、ある言葉を書く。

　それを湊に見せると、湊はくつくつと笑い「なんだよそれ」と来た。

「あたしなりの気持ちよ」

「ありがたく受け取るよ」

　湊は紙を受け取ると、書かれた内容を楽しげに口に出した。

「これからもよろしくって、お前、紙に書かないとこんなことも素直に言えないのかよ」

「う、うるさい」

　憤いきどおりながら、しばらくこの男と一緒にいるのも悪くないかもしれない、と茜は考える。もうしばらくは、こいつと一緒に、奇き妙みような事件を解決するのも充じゆう実じつした毎日になるのかもしれない。そう考えると、茜の表情は自然と優しくなった。

　といえば過言じゃない。きっとたぶんおそらく。

　これは誰だれかの口くち癖ぐせなのだろうか、と茜は思う。



    

  
    
      


　あとがき



　不特定多数の皆さんに『ダウトコール』をお届けします。本書のテーマは『不運』です。本書のテーマというより、私の人生のテーマといってしまったほうがいいかもしれません。

　私のいっている『不運』とは日常から半径五メートル範囲の出来事です。定義を提示しても分かりづらいと思うので、私の体験談で説明させて頂きます。

　先日の話ですが、薬局でシャンプーを購入して、そのあと帰り道にあるスーパーで野菜を買おうとした時の話です。

　いつも利用させて頂いている薬局が、突発的に営業努力に目覚めたのか『消費税無料サービス』なるものを開催していました。今のご時世、１円でも節約したい主婦たちで店内は混雑し、当然、レジも長ちよう蛇だの列です。「消費税をとってくれてもかまわないから先に会計をすませてくれないかな」と思いながらも、わがままは自粛し、シャンプー片手に列に並びました。そして、残念なことに、私の並んだ列だけが遅々として前進しません。

　尋常ならざる時間を空費しシャンプーを買い求めた私は、疲れた足取りでスーパーに向かいました。すると、いつもそれほどお客のいないスーパーが、店じまいをする覚悟を決めたのか、私になんの断りもなく『店内の商品全部、10パーセントｏｆｆセール』なるものを開催していました。今のご時世、１円でも節約したい（以下略）。

　以上のように、通常の人類なら二十分で終わる気軽な買い物でも、私にかかれば、所要時間一時間という、一大スペクタクルに変貌します。

　これだと、私がただの『要領の悪い人間』だと思う読者もいらっしゃるかもしれませんが、私の要領の悪さだけでは説明のつかない現象が数多くあります。

　例えば、私が飲食店に入ったとします。店員さんに入店を知らせるブザーがなっても、店員さんは、私の存在になかなか気づきません。私が一時的に透明人間になっている可能性も否定できませんが、それなら会計を済ませずに、店から出られそうなものです。しかし、そういう時だけは劇的に存在感が高まっているのか、きっちりと料金を請求されます。

　他にもネットで『在庫あり』の商品を注文すると、なぜか『こちらの不手際で在庫を確保できませんでした』という無味乾燥なメールで一方的な契約解除宣告されたりと、この手の話の枚挙にいとまはありません。ここまで読んで頂いて、少しでも私の不運が愉快だ、と感じたかたがいらっしゃいましたら、本書の主人公を見て、楽しめると思います。本書が楽しめなくても、桐きり野の氏のイラストは楽しめると明言して、ここに筆をおきます。

二〇一二年七月　　マナベスグル
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